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第４節　第２地点の調査

　平成８年度に実施した分布調査で窯跡の存在が推定さ

れた地点であり，西側に大きく傾斜した谷への急傾斜面

の上部に当たる。

　調査は，雑木や竹などの伐採から開始し，窯跡と推定

した陶器片の集中した場所に谷と直交する任意の軸を設

定し，４ｍ毎のグリッドを設定して調査を開始した。陶

器片の集中か所付近から表土剥ぎをした後に掘り下げを

行ったが，陶器片とともに窯壁の破片や土などが層を成

して堆積していた状況が確認されたことから，窯跡では

なく物原であることが判明した。

　次に，その物原の広がりを確かめるとともに，別に窯

跡の所在を確認するために範囲を広げて調査を行った。

　上方の里道と谷に下りる小道との間のほか，小道の下

方にも調査の範囲を広げた。

　その結果，里道と小道との間に別の窯跡は確認でき

ず，物原が広がっている状況が確認された。

　小道の下方は，その物原が下部にも広がっている様子

が確かめられた。

　最終的な物原の広がりは，小道の上方で２３ｍ×１１ｍに

及び，小道の下方では１０ｍ×８ｍを確認した。それぞれ

の地点での堆積状況は次のとおりであった。まず，小道

上方の北側端では，下部が黒～茶褐色の土が中心で，一

部に陶器や窯壁，焼土が見られる。上部では，陶器や瓦，

軽石に混じって窯壁，焼土も見られる。その上部には黒

～灰褐色の砂が堆積する。

　小道の上方で，窯跡と想定したものの最終的に物原と

確認された，陶器片が大量にあった木の辺りでは，下部

はシラスや黄褐色の砂などの上に，陶器や焼土，窯壁が

大量に見られ，その上に薄く灰褐色の砂質土が乗る。さ

らにその上部には，広域にわたって焼土，窯壁が中心と

なった砂質の土が大きく見ると３層ほど堆積しており，

これがこの物原の主体をなすものと考えられる。

　小道の上方でも物原の中央部付近では，里道の直下か

ら，何回にもわたって陶器片や焼土，窯壁が投げ込まれ

た状況が見られた。下部ではシラスやそれが主成分と考

えられる砂質土が厚く堆積した上に，傾斜面でよくそう

なるように，下方に長く流れた状況で堆積している様子

が顕著に見られる。

　これに対して小道の下方では，下部でシラスの上に成

層した堆積がシラス及びそれに起因すると考えられる砂

質土が見られるが，シラスの地山に接している傾斜面近

くでは，断面実測を行った方向とは直交する方向に雨水

によるものか窪みが形成されたようで，その部分に陶器

片や窯壁，焼土などが堆積する。ところが，これが堆積

した後も雨水などによる流出が続いていたと考えられ，

中央部分が滅失している様子が観察される。そのため

に，上部の物原の堆積は地形とは逆方向の堆積をしてい

るように見える。

　物原の中央部分は，小道の付近では成層した状況での

堆積が見られるものの，小道から離れるに従って上述し

たような地形とは逆方向の堆積となっている。また，小

道下は白色の砂の混じった砂質土が地形に沿った形で大

量に堆積しているが，これは土砂崩れなどの要因が考え

られる。

　ところで，第２地点のこの物原をそのように呼んで良

いのかという意見があるかも知れない。物原は窯の近

く，殊に窯の下方に，焼成時に生じた破損品を遺棄する

目的で造られるというのが一般的である。そのために，

窯自体を斜面の上部に築くことで下方を物原とするわけ

である。

　しかし，堂平窯においては，既に述べたように窯の上

方及び両脇に第１地点の物原が所在し，窯の下方に形成

された物原は確認されていない。第２地点の物原は，さ

らに窯からは離れた窯の上方に所在する。そのことか

ら，物原と言えるのかという疑問が提示される可能性が

考えられるのである。

　これについての考え方は，‘物原’を窯の焼成で生じた

破損品や窯道具，窯壁その他の窯に関するものをまとめ

て遺棄した場所と規定するならば，窯の上方に位置しよ

うが下方に形成されようが‘物原’には違いないのであ

る。また，窯のごく近くに遺棄したものだけを‘物原’

と規定するのであるならば，遠い，近いの距離を何ｍと

規定しているのかを聞いてみたい。おそらくは，そのよ

うなものはないであろう。また，平らに近い場所に形成

されたもののみを‘物原’と呼称するのであれば，傾斜

のきつい谷部に遺棄し，堆積したものはそう呼べないこ

とになる。そうすると，谷の傾斜を利用した窯で，下方

に遺棄したことで形成された物原は物原とは言えないの

であろうか。そんなことはないであろう。

　ところで，ここ美山地域には南京皿山窯跡などのよう

に，窯の上方に遺棄することで形成された物原があり，

現に「南京皿山窯跡の物原」と呼んでいるのである。そ

うであれば，同じ美山地域で窯跡の上方に遺棄されたこ

とで形成された物原も，物原という呼称で何ら問題はな

いことになるはずである。したがって，堂平窯跡の谷部

で検出された，陶器片や窯壁，焼土等が遺棄され，集中

して確認された場所を物原と呼ぶのに何ら問題はないと

考えるのである。
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第１７８図　物原１　３Ｅ区北壁土層断面図

①　暗茶褐色土　焼土・窯壁・陶片含む

②　赤っぽい褐色土　陶片・瓦・焼土・窯壁などが多い

③　暗茶褐色

④　灰色がかった茶褐色　陶片・焼土・窯壁含む

⑤　にごった黄褐色細砂土　ほぼ無遺物

⑥　黄みがかった暗茶褐色土　焼土・窯壁・灰などが多く，陶片も少しま

じる

⑦　無遺物

⑧　暗灰褐色砂　無遺物

⑨　黄褐色微砂（基盤層）　無遺物

①　暗灰褐色細砂土

②　淡黒褐色細砂土

③　物原２　焼土・窯壁・瓦・陶片・軽石がぎっしりつまる

④　淡黒褐色細砂土　ほぼ無遺物

⑤　にごった淡茶褐色土

⑥　黒褐色細砂土　ほぼ無遺物

⑦　赤茶褐色粘質土　焼土・窯壁・陶片など多い

⑧　黒色土

⑨　シラス

第１７９図　物原１　３・４Ｇ区西壁土層断面図

第１８０図　物原２　５・６Ｅ区西壁土層断面図

①　耕作土

②　黄褐色砂質土　赤ホヤと表土のまざり

③　黒褐色砂質土　炭化物を含む層と思われる

④　淡褐色砂質土　焼土，窯壁を多く含む　陶片は含まない

⑤　淡橙色砂質土　物原本体Ⅰ　陶片・窯壁片を含む

⑥　シラス２次堆積

⑦　淡褐色砂質土　④と同じ

⑧　物原２

⑨　暗褐色砂質土　⑧と同じ砂質土であるが　炭化物を含むものと思われる

⑩　アカホヤと表土のまざり

⑪　暗褐色砂質土　物原本体Ⅱ

⑫　淡褐色砂質土　陶片・窯壁を含むシラス撹乱層

⑬　黄色っぽい淡褐色砂質土　陶片・窯壁を含むシラス撹乱層

⑭　暗褐色砂質土

⑮　褐色砂質土

⑯　シラス地山

　�　この土層の中で最も新しい物原　③の灰をかき出した後に⑤がかき出され

ている　

　�　この部分は，最初の盛土の上にかき出された灰・陶片と思われる

　�　この部分は最初の盛土と思われる
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第１８１図　物原１　２－４Ｅ区西壁土層断面図

第１８２図　物原２　５・６Ｆ区西壁土層断面図

第１８３図　物原１　１－４区西壁土層断面図
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①　淡黒褐色砂質土（表土）

②　焼土・窯壁，陶片が多い

③　灰褐色砂質土　焼土・窯壁などを少し含む

④　淡黒褐色砂質土　焼土・窯壁が多い

⑤　物原１　赤褐色細砂土　焼土・窯壁が非常に多い

⑥　シラス２次堆積

⑦　黄褐色土　焼土・窯壁・陶片を含む

⑧　黄褐色シラス

⑨　シラス

⑩　黄茶褐色土　焼土・窯壁多い

⑪　白っぽい灰褐色砂質土

⑫　緑がかった灰褐色微砂　陶片・焼土・窯壁を含む

⑬　陶片・窯壁など非常に多い

⑭　緑がかった灰褐色微砂質土

⑮　淡黒褐色微砂

⑯　赤っぽい淡茶褐色砂質土　焼土・窯壁含む

⑰　黄褐色微砂質土（シラス）

⑱　シラス

①　道路部分

②　淡褐色土

③　黒褐色土　焼土・窯壁などが多い

④　淡褐色砂質土

⑤　黄褐色砂質土

⑥　淡褐色砂質土

⑦　黒褐色砂質土

⑧　黄みがかった灰褐色砂質土

⑨　黒褐色砂質土

⑩　黄みがかった灰褐色砂質土

⑪　暗灰褐色砂質土

⑫　黄みがかったシラス２次堆積

⑬　焼土・窯壁の多い黒褐色土

⑭　暗褐色砂質土　シラスまじり

⑮　物原１　シラスまじり

⑯　黒褐色微砂質土

⑰　物原１

⑱　黄褐色微砂質土

⑲　物原２　焼土・窯壁・陶片が多い

⑳　にごりのある黄褐色微砂

２１　黄褐色微砂質土

２２　黒褐色粘質微砂

２３　黒褐色微砂

２４　黄褐色微砂

２５　淡黒褐色微砂

２６　黄褐色微砂

２７　シラス２次堆積

２８　黄褐色微砂質土

２９　淡褐色微砂質土

３０　物原１赤みがかった褐色微砂質土　焼土・窯壁・陶片などが多い

３１　黄みがかった淡褐色微砂質土

３２　淡褐色微砂質土　焼土・窯壁など多い

３３　黄褐色微砂質土　第２段階の整地

３４　物原２　赤みがかった褐色微砂質土　焼土・窯壁・陶片などを多く含む

３５　淡褐色微砂質土　焼土・窯壁・陶片などを含む

３６　淡黒褐色微砂質土

３７　黄みがかった明褐色

３８　白っぽい淡黒褐色

３９　淡黒褐色微砂質土

４０　淡色微砂質土

４１　黒褐色微砂質土

４２　赤みが方淡黒褐色土

４３　シラス２次堆積

４４　灰茶褐色微砂質土　焼土・窯壁含む

４５　シラス２次堆積

４６　淡褐色微砂質土　軽石を多く含む

４７　白っぽい淡褐色微砂質土　軽石を含む

４８　シラス２次堆積　軽石含む

４９　シラス２次堆積　細砂層もある

５０　白色シラス

①　物原０

②　淡褐色砂質土　焼土・窯壁が多い

③　物原０　赤っぽい褐色砂質土　

④　淡茶褐色砂質土　シラスまじり

⑤　淡褐色砂質土　焼土・窯壁まじり

⑥　淡黒褐色砂質土　

⑦　物原１　赤っぽい褐色土

⑧　灰褐色砂質土

⑨　黒褐色細砂

⑩　シラス

⑪　黒褐色細砂質土

⑫　物原２　黒褐色細砂質土　陶片・灰・窯壁など多い

⑬　明灰褐色微砂質土

⑭　茶褐色微砂質土　焼土・窯壁まざり

⑮　物原３　灰褐色微砂質土

⑯　黒褐色砂質土　焼土・窯壁が少し混入）シラスがまじり

⑰　黒褐色微砂質土

⑱　暗黒褐色細砂質土

⑲　黒褐色微砂質土

⑳　黒色微砂質土

２１　明灰褐色微砂質土

２２　黄褐色微砂質土
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第１８４図　第２地点コンタ図及び物原位置図



　第２地点物原１の出土遺物

　第２地点とした地域で，集落へ続く里道から，谷側へ

急傾斜する部分に形成された物原である。この場所は，

堂平窯の時代以降も，ゴミ捨て場的な性格を持つと思わ

れる場であるため，第１地点の物原と比較すると純粋な

物原とはいえない。しかしながら，斜面であるため純粋

な堆積層は見られないが，陶片や窯道具，窯壁などが，

一時期に廃棄された状況が見られるため，広義の意味

で，物原として取り扱った。

　碗（第１８５・１８６図）

　１～４は，口縁部である。１～３は外反するもので，

４は直口するものである。１は，腰部の張りが強いもの

で，内外面には，ヘラ状工具による調整痕が残る。残存

部は全面施釉される。２・３は，口唇部以外灰釉がかけ

られるものである。４は，外面にヘラ状工具による調整

痕が筋状に看取される。

　５～９は，底部である。高台は付け高台のため，バチ

状を呈する。５は，高台が比較的高くつくられるもの

で，見込みには円形に一段低く凹みをつくる。畳付には

貝目が残る。６は，腰部が張るタイプの資料で，見込み

は釉溜まりが見られる。７は，胴部が直線的に伸びるも

のである。畳付には貝目が残る。８は，内底面にヘラ状

工具による調整痕が看取されるもので，高台内面には黄

白色の目跡が残る。畳付と高台内面は無釉である。９

は，高台内面に渦巻き状の沈線が施されるもので，削り

痕の可能性も考えられる。
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第１８５図　物原１出土遺物�碗

第１００表　物原１　遺物観察表１

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

焼成不良残存部全面施釉灰釉　灰白色灰黄褐色－－１３．２物原１
３．４ＥＦ碗１

口唇部以外全面施釉灰釉　緑黒色黒褐色－－１６．２物原１　２Ｄ碗２
口唇部以外全面施釉灰釉　緑黒色灰色－－１２．０物原１　２Ｄ碗３
残存部全面施釉灰釉　暗灰黄色黄灰色－－１２．６物原１　４Ｇ碗４
残存部全面施釉灰釉　黒緑色灰褐色－５．５－物原１　４Ｆ碗５
残存部全面施釉灰釉　灰緑色にぶい橙色－６．８－物原１　２Ｄ碗６

高台内面に目跡残存部全面施釉灰釉　褐色灰色－７．３－物原１　２Ｄ碗７
高台内面に目跡高台内面以外全面施釉灰釉　褐灰色にぶい黄褐色－６．０－物原１　２Ｆ碗８



　１０～１２は，１～９とは胎土が異なり，非常に緻密なもの

である。堂平窯の製品として取り扱ったが，そうでない

可能性も否定できない資料である。高台は，削り出しで

つくられる。１０は，碗としたが皿の可能性も考えられる

資料である。非常に焼き締まっており，須恵器のような

色調を呈する。無釉である。１１は，高台内面に白色砂粒

混じりの胎土が付着するものである。１２は，見込みに筋

状の調整痕が明瞭に残るもので，畳付には貝目が残る。

釉は，畳付以外全面施釉される。

皿（第１８６図）

　１３～１５は，胎土が非常に緻密でよく焼き締まってい

る。堂平窯の製品としたが，そうでない可能性も考えら

れる。１３は，内外面に筋状の調整痕が明瞭に残るもの

で，無釉である。高台は削り出しでつくられる。１４は，

削り出しでつくられた高台が割り高台を呈するもので，

３か所入れられるものである。畳付と高台内面には，窯

道具の目跡が残る。１５は皿としたが，他の器種の可能性

も考えられる。口縁部は，５か所を外側に押し出し片口

状につくる。５か所設けられるものと思われる。
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第１８６図　物原１出土遺物�碗・皿

第１０１表　物原１　遺物観察表２

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

畳付に砂粒付着
高台内面に削りの痕跡残存部全面施釉灰釉　黄灰色明赤褐色－５．６－物原１　２Ｄ碗９

－無釉灰褐色－５．４－物原１　４Ｄ碗１０
高台内面に砂粒付着畳付以外全面施釉透明釉　緑色明褐灰色－５．３－物原１　４Ｅ碗１１
畳付に貝目残存部全面施釉灰釉　黄緑色黄灰色－４．８－物原１　３Ｅ碗１２

－無釉灰褐色－６．４－物原１　４Ｄ皿１３
切り高台　畳付に砂粒付着　
高台内面に削りの痕跡残存部全面施釉灰釉　緑黒色にぶい橙色－５．６－物原１　３Ｅ皿１４

－無釉褐色－－１５．８物原１　４
Ｂ４Ｅ皿１５
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第１８７図　物原１出土遺物�白色陶胎　碗
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　白色陶胎　碗（第１８７～１８９図）

　第２地点の物原１からは，他の物原に比べて白色陶胎

が多く出土した。形状は，口縁部が僅かに外反するもの

がほとんどであるが，斜め上方に伸びるものも見られ

る。高台は，削り高台である。胎土は，白色又は淡黄白

色で，やや粘質性に欠け，微細な砂粒も多く含まれる。

釉は，畳付を除き透明釉が総釉でかかる。

　１６～２０は，外面に鉄釉により景色が施されるものであ

る。１６は，内面に灰が被り，高台内面に貝目が残るもの

である。１７は，ほぼ完形の資料である。１８は，内面にも

一部鉄釉がかかる部分が見られる。１９・２０は，底部であ

る。１９は，内面に目跡が看取され，畳付には胎土目が熔

着する。高台内面は，削り出しにより巴状を呈する。２０

は，見込みと畳付に胎土目が残る資料である。

　２１は，胴部が腰部でやや屈曲するもので，見込みには

胎土目が残る。高台内面は，削り出しにより巴状を呈す

る。２２は，見込みに高台が熔着した資料である。２３・２４

は，細い筋状の調整痕が明瞭に残るもので，２３は外面に，

２４は内面に見られる。２５は焼成不良のためか，胎土が淡

黄色で，釉は透明釉が緑褐色に発色した資料である。２６

は，口縁部が内傾するものである。

　２７・２８は，焼成不良のためか素焼きのように見える資

料である。素焼きの段階である可能性も考えられる。２７

は，内外面ともに筋状の調整痕が明瞭に看取される。２９

は小形の資料で，高台内面には胎土目が熔着する。釉

は，透明釉が緑褐色に発色する。３０は，口縁が天目碗の

ような形状を呈するものである。外面には鉄絵のような

文様が描かれる。３１は，胴部から口縁部にかけてのライ

ンが，「ハ」の字状に伸びるものである。
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第１０２表　物原１　遺物観察表３

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

畳付以外全面施釉透明釉　鉄釉褐色浅い黄橙色５．６１１．４物原１　４Ｅ碗１６
畳付以外全面施釉透明釉　鉄釉褐色黄白色７．５６．０１４．０物原１碗１７

高台に置台付着　高台
内面に削りの痕跡残存部全面施釉透明釉　鉄釉褐色淡黄色－－１４．６物原１　２Ｄ碗１８

残存部全面施釉透明釉　鉄釉褐色淡黄色－５．０－物原１　４Ｆ碗１９
見込みに目跡
畳付に貝目残存部全面施釉透明釉　鉄釉褐色淡黄色－５．４－物原１

３．４ＥＦ碗２０

畳付以外全面施釉透明釉淡黄色６．７５．９１３．９物原１　３Ｄ碗２１
見込みに高台痕畳付以外全面施釉透明釉　緑色淡黄色６．５５．０ １．０物原１　３Ｇ碗２２

残存部全面施釉透明釉　灰白色灰白色－－１１．２物原１　４Ｅ碗２３
残存部全面施釉透明釉　灰白色浅黄橙色－－１２．２物原１　３Ｆ碗２４
残存部全面施釉透明釉　緑褐色淡黄色－－１１．５物原１　３・４碗２５
残存部全面施釉透明釉　淡黄色淡黄色－－１０．８物原１　３Ｄ碗２６

－無釉淡黄色－４．８１０．４物原１　３Ｅ碗２７
－無釉白色－－１２．０物原１　２Ｄ碗２８

畳付に砂粒付着畳付以外全面施釉透明釉　緑緑色灰白色５．１４．６ ７．８物原１　２Ｅ碗２９
残存部全面施釉透明釉灰白色－－－物原１　４Ｅ碗３０

残存部全面施釉透明釉灰白色－－１４．４物原１　３Ｇ
下碗３１
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第１８８図　物原１出土遺物�白色陶胎　碗



　３２～３７は，見込みや畳付に焼成時の重ね焼きの痕跡が

残る資料である。

　３２は，畳付と外面腰部に貝目が残るもので，内面は削

り出しにより，渦巻き状の稜線が残る。また，透明釉に

は細かい貫入も入る。３３は，畳付に胎土目が残るもので

ある。内面は灰が被る。３４は，見込みに他製品の高台が

熔着し，貝目も残る資料で，畳付にも胎土目が熔着する。

３５は，畳付に僅かに胎土目が看取されるものである。器

体が腰部でやや屈曲するため，外面に稜が入る。３６は，

見込みに褐色の窯壁の一部と思われる塊が熔着し，畳付

には胎土目が付着するものである。３７は，畳付に胎土目

が残るものである。
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第１０３表　物原１　遺物観察表４

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

－無釉灰褐色－５．４－物原１　４Ｄ碗３２
畳付に貝目畳付以外全面施釉透明釉　灰緑色灰白色－５．３－物原１　４Ｅ碗３３
畳付に砂粒付着畳付以外全面施釉透明釉　緑色灰白色－５．６－物原１　２Ｄ碗３４

畳付以外全面施釉透明釉灰白色－４．８－物原１　４Ｆ碗３５
見込みに粘土付着
畳付に砂粒付着畳付以外全面施釉透明釉　緑色浅黄色－６．３－物原１　４Ｆ碗３６

畳付以外全面施釉透明釉灰白色－５．０－物原１　４Ｆ碗３７
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第１８９図　物原１出土遺物�白色陶胎　碗



　白色陶胎　皿（第１９０図）

　３８～４０は，口縁部が欠損しているが，皿になる資料で

ある。

　高台は，白色陶胎の碗と同様に削り高台である。胎土

は，白色又は淡黄白色で，やや粘質性に欠け，微細な砂

粒も多く含まれる。釉は，畳付を除き透明釉が総釉でか

かる。

　３８は，見込みに胎土目が残るもので，畳付と高台内面

には白色の砂粒混じりの胎土目が付着する。

　３９は，見込みと畳付に胎土目が残る。

　４０は，見込みに大きめの胎土目が看取されるものであ

る。高台は割り高台を呈し，高台内面には巴状の削り出

しが見られる。
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第１０４表　物原１　遺物観察表５

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

見込みに胎土目
畳付に砂粒付着畳付以外全面施釉透明釉灰白色－６．２－物原１　２Ｄ皿３８

見込みに貝目
畳付に砂粒付着畳付以外全面施釉透明釉灰白色－５．８－物原１　２Ｄ

Ｅ皿３９

切り高台
見込みに胎土目畳付以外全面施釉透明釉淡黄色－５．６－物原１　４Ｄ皿４０

0　　　　　　　　　　　 10cm
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第１９０図　物原１出土遺物�白色陶胎　皿
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第１９１図　物原１出土遺物�蓋

0　　　　　　　　　　　 10cm

41
42

43

44

45
46

47

48
49

50



　蓋（第１９１・１９２図）

　主に水注等に被せたと考えられ，浅鉢型の器

形を呈する蓋以外のものを掲載する。

　形状から，平坦な円板形の体部につまみを付

けたもの，円板状の体部の下面に，輪状の粘土

紐を貼り付け，身受け部をつくるもの，特殊な

形状のものの大きく３つに分けることができ

る。

　円板状の器形を呈する資料については，粘土

を叩いて平坦に伸ばし，刃の鋭い工具で，円形

に切り抜いて作られたものと思われ，蓋の端部

にシャープな作りとなっている資料や上面にタ

タキ目が残る資料がみられる。

　４１～４３は，　平坦な円板状の体部につまみを

付けたものである。４１は，大形のもので，上面

中央に丸みを帯びた円柱状のつまみが付くもの

である。やや歪みが見られる。釉は無釉で，下

面には窯道具の痕跡と思われる目跡が残る。４２

は小形のもので，アーチ状のつまみが中心から

ややズレた位置に付けられているものである。

釉は，無釉である。

　４３は小形の資料で，つまみが欠損している

が，アーチ状のつまみがつくものと思われる。

無釉である。

　４４～４９は，円板状の体部の下面に，輪状の粘

土紐を貼り付け，身受け部をつくるものであ

る。４４は，上面中央に宝珠状のつまみが付くも

ので，下面からつまみに向かって穿孔が施される。上面

にはタタキ目の痕跡が明瞭に残る。無釉である。

　４５～４９は，上面中央につまみが付かないタイプの資料

である。ただし，４７は中心部が残存していないためはっ

きりせず，つまみが付く可能性も考えられる。　４６・４９

は，上面端部に貝目が残るものである。また，４９は歪み

も見られる。４７は，胎土が灰色の色調を呈しよく焼き締

まった資料である。

　５０～５４は，その他の形状のものである。５０は，身受け

部を溝状に抉ってつくるもので，上面にはつまみが付い

ていた痕跡が残る。また，ヘラ状工具による調整痕も明

瞭に看取される。５１は，身受け部をつくらないもので，

釉は上面のみ施釉される。５２～５４は，蓋としたが大皿の

可能性も考えられる資料である。盆を伏せたような形状

を呈し，釉は口唇部以外全面に施釉される。５３は，上面

に貝目が残り，５４は中心部に歪みが見られる。
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第１０５表　物原１　遺物観察表６

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高庇径口径

－無釉にぶい橙色２．３－１８．０物１　２Ｄ蓋４１
－無釉灰色２．０－ ８．６物１　３Ｃ蓋４２
－無釉黄灰色０．６－ ９．１物１　３ＤＥ蓋４３

上面にタタキ目　内面に穿孔－無釉褐灰色３．１ ８．８ ６．８物１　Ｄ物蓋４４
－無釉にぶい橙色１．６ ９．８ ７．２物１　２Ｅ蓋４５

上面に貝目上面のみ施釉灰釉　灰赤色赤灰色１．８１１．０ ７．８物１　Ｄ蓋４６
－無釉黄灰色－１２．６ ７．９物１　３Ｅ蓋４７
－無釉橙色１．８－ ５．４物１蓋４８

上面に貝目上面のみ施釉灰釉　暗赤褐色灰褐色２．４１１．０ ８．２物１　４Ｇ蓋４９
－無釉灰赤色－－１３．４物１　２Ｅ蓋５０

上面一部のみ施釉鉄釉　黒緑色にぶい灰褐色２．０２４．６－物１　２Ｄ蓋５１
口唇部以外全面施釉灰釉　灰緑色灰褐色－－２２．４物１蓋５２

上面に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　灰緑色灰黄色１．９－２４．０物１　２Ｅ蓋５３
口唇部以外全面施釉灰釉　緑黒色にぶい褐色２．２２２．２２３．０物１　３Ｅ蓋５４

第１９２図　物原１出土遺物	蓋
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第１９３図　物原１出土遺物
徳利
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　徳利（第１９３～１９８図）

　徳利は大量に出土している。形状としては，「舟徳利」

型ものが中心であるが，「鶴首」型と呼ばれる頸部が細長

く肩部がなで肩のものも見られる。これは，肥前系磁器

の徳利を模造したものと思われる。その他に，器壁が厚

く，口縁部が肥厚した形状の資料もみられる。

　器形や口縁部の形状により，大きく３つに分けること

ができる。また，その後に胴部から底部のみの資料を掲

載した。

　５５～６７は，「舟徳利」と呼ばれる形状を呈するもので，

外面の沈線の有無により，さらに２つに細分化できる。

　５５～６４は，外面肩部に沈線を有しない資料である。口

縁部は端部で外反し，丸くおさめるが，６０～６２のように

玉縁状を呈するものや，６３・６４のように玉縁部がやや下

垂気味の資料も見られる。内面には同心円状のタタキ目

が残り，頸部には筋状のナデ調整の痕跡が残る。

　６５～６７は，外面肩部に沈線が巡る資料である。口縁部

は，６５・６７は丸くつくられ，６６は玉縁状を呈する。内面

には同心円状のタタキ目が残る。
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第１０６表　物原１　遺物観察表７

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

残存部全面施釉灰釉　暗褐色灰色－－７．５物原１　４Ｅ徳利５５
外面全面と内面口縁部
から頸部まで施釉灰釉　灰緑色灰黄褐色－－７．０物原１　３Ｆ徳利５６

外面全面と内面口縁部
から頸部まで施釉灰釉　緑黒色灰褐色－－６．５物原１　３Ｅ徳利５７

残存部全面施釉灰釉　黒色黄灰色－－７．４物原１　３Ｆ徳利５８

内面に同心円状タタキ目残存部全面施釉鉄釉　褐灰色灰褐色－－８．０物原１
３．４ＥＦ徳利５９

内面に同心円状タタキ目外面全面と内面口縁部
から頸部まで施釉灰釉　灰黄褐灰黄褐色－－６．２物原１

２．３Ｆ徳利６０

内面に同心円状タタキ目外面全面と内面口縁部
から頸部まで施釉灰釉　黒褐色灰黄褐色－－６．８物原１　３Ｆ徳利６１

内面に同心円状タタキ目外面全面と内面口縁部
から頸部まで施釉灰釉　灰白色灰白色－－６．２物原１　４Ｆ徳利６２

内面に同心円状タタキ目残存部全面施釉灰釉　褐色浅黄色－－６．６物原１　３Ｆ徳利６３
内面に同心円状タタキ目残存部全面施釉灰釉　灰緑色にぶい黄褐色－－５．８物原１　３Ｅ徳利６４
内面に同心円状タタキ目外面と内面一部施釉灰釉　灰褐色暗灰黄色－－６．６物原１　３Ｆ徳利６５

外面全面と内面口縁部
から頸部まで施釉灰釉　褐灰色褐灰色－－５．８物原１　４Ｅ徳利６６

内面に同心円状タタキ目外面全面と内面口縁部
から頸部まで施釉鉄釉　黒褐色にぶい橙色－－５．６物原１

２．３Ｆ徳利６７

第１９４図　物原１出土遺物�徳利
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第１９５図　物原１出土遺物�徳利
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　６８～７７は，大形で器壁が厚く，口縁部が肥厚した形状

の資料である。口縁部の形状や外面の沈線の有無により

さらに細分化することができる。

　６８～７０は，口縁端部を外側に折り返して丸くおさめる

ものである。外面は，沈線が巡る。内面は，６８のように

同心円状のタタキ目が明瞭に残るものもあるが，６９・７０

は不鮮明である。

　７１～７４は，口縁部が玉縁状につくられるもので，外面

には沈線が巡る。７１を除き，内面には同心円状のタタキ

目が残る。７２はやや肩部が張るものである。

　７５は，口縁部が玉縁状のものの先端を，上方へ引き延

ばした形状を呈する。外面には沈線が巡り，内面にはタ

タキ目が残る。

　７４・７５は，口縁端部が玉縁状を呈するもので，残存部

が口縁部から頸部までのため，沈線の有無については不

明である。

　７６・７７は，　玉縁状につくられた口縁部がやや下垂す

るものである。７６は，外面に沈線が巡り，内面にはタタ

キ目が残る。７７は，外面頸部に轆轤成形によるナデ調整

の痕跡が筋状に残り，内面は筋状の調整痕とタタキ目が

残る。
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第１０７表　物原１　遺物観察表８

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

内面に同心円状タタキ目口唇部の一部以外施釉灰釉　灰黄褐色赤褐色－－９．８物原１　４Ｅ徳利６８
残存部ほぼ全面施釉灰釉　灰緑色灰黄褐色－－９．６物原１　３Ｆ徳利６９
残存部全面施釉灰釉　黄褐色灰褐色－－１０．８物原１　３Ｆ徳利７０

外面全面と内面口縁部
から頸部まで施釉灰釉　緑黒色灰褐色－－８．９物原１　２Ｅ徳利７１

内面に同心円状タタキ目残存部全面施釉灰釉　灰緑色灰黄褐色－－９．８物原１　２Ｅ徳利７２
残存部全面施釉灰釉　黒褐色にぶい黄褐色－－８．８物原１　４Ｆ徳利７３

外面全面と内面口縁部
から頸部まで施釉灰釉　灰緑色灰褐色－－８．８物原１　３Ｅ徳利７４

残存部全面施釉灰釉　黒褐色褐灰色－－１０．０物原１　４Ｅ徳利７５
外面全面施釉灰釉　にぶい赤褐色灰色－－９．１物原１　３Ｆ徳利７６

外面全面と内面口縁部
から頸部まで施釉灰釉　黄灰色褐灰色－－８．６物原１　４Ｅ徳利７７

第１９６図　物原１出土遺物
徳利
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　７８～８３は，「鶴首」型と呼ばれる頸部が細長く，肩部が

なで肩の形状のものである。

　７８～８０は，口縁部を丸くおさめるものである。

　７８はやや焼き歪みが見られ，底部と胴部の間に亀裂が

入るものの，ほぼ完形の資料である。外底面には貝目が

残る。７９～８１は，内面に同心円状のタタキ目が残る。８２

は，外面にヘラ状工具による横方向の調整痕が残る。
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第１０８表　物原１　遺物観察表９

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

外底面に貝目外面全面と内面口縁部
から頸部まで施釉灰釉　灰緑色褐灰色１９．８８．６５．３物原１徳利７８

内面に同心円状タタキ目残存部全面施釉灰釉　灰緑色褐灰色－－６．６物原１　４Ｆ下徳利７９
残存部全面施釉灰釉　にぶい黄橙色灰黄褐色－－５．６物原１　３Ｅ徳利８０

外面全面と内面口縁部
から頸部まで施釉灰釉　灰緑色にぶい黄橙色－－５．４物原１　３Ｆ徳利８１

外面全面と口縁内部施釉灰釉　緑黒色褐灰色－７．４物原１　２Ｄ徳利８２
残存部全面施釉灰釉　黄灰色灰褐色－－物原１　２Ｅ徳利８３

第１９７図　物原１出土遺物�徳利
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　８４～８７は，胴部から底部のみの資料である。

　どの資料も，内面には，タタキ成形時のあて具痕が同

心円状に残る。８４は，外面肩部に沈線が２条巡る。８５

は，粘土紐を輪積みにして成形した際のつなぎ目部分

が，沈線状に残る。８６は，肩部に４条の沈線が巡るが，

胴部全体に巡るものであるかは不明である。８７は肩部か

ら胴部に掛けて沈線状の凹みが３条が巡る。
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第１０９表　物原１　遺物観察表１０

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

残存部全面施釉灰釉　灰緑色褐灰色－－－物原１　４Ｅ徳利８４
残存部外面のみ施釉灰釉　灰赤色灰色－－－物原　３Ｅ徳利８５

内面に同心円状タタキ目残存部外面のみ施釉灰釉　にぶい黄橙色褐灰色－－－物原１　４Ｅ徳利８６
内底面付近以外残存部施釉灰釉　灰緑色灰色－１５．０－物原１　２Ｄ徳利８７

第１９８図　物原１出土遺物�徳利
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　片口（第１９９・２００図）

　口縁部は端部で外側に折り，さらに内側に折り返して

丸くつくられるものがほとんどであるが，一部例外的な

ものも見られる。口径の大きさにより，１５㎝前後のもの

と２０前後のものの大きく２つに分けることができる。

　８８～９５は，口径が１５㎝前後のものである。８８は，口唇

部に貝目が残るものである。８９は，外面にヘラ状工具に

よる横方向の調整が施されるもので，内面にはタタキ目

が残る。９０は，小形に分類したがやや大きめの資料であ

る。口唇部に胎土詰貝目，内面にタタキ目が残る。９１は

口縁に焼き歪みが見られる。９２は外面に細い筋状の調整

痕が残るものである。９３は，外面口縁下位に２条の浅い

凹線が巡るもので，胴部には平行タタキ目の痕跡が見ら

れる。９４・９５は，口縁部の屈曲が弱いものである。口唇

部には貝目が残り，９５は，合わせ口で焼成したものと思

われ，口唇部に他製品の一部が熔着する。

　９６～９９は，口径が２０㎝前後のものである。９６・９８は，

外面口縁下位に２条の凹線が巡る。９９は，口縁部を外側

に折り返して肥厚させ，１条の突帯を巡らせるものであ

る。片口部は，外面から粘土を貼り付けて肥厚させ，鋭

い刃物状のもので方形に切りぬいてつくられる。釉は，

無釉である。
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第１９９図　物原１出土遺物�片口
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第１１０表　物原１　遺物観察表１１

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　緑黒色暗灰黄色－－１５．２物原１片口８８
内面タタキ目？口唇部以外全面施釉灰釉　緑黒色褐灰色１０．０１０．０１６．４物原１ ２Ｄ片口８９
口唇部貝目　内面タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　緑黒色灰褐色－－１８．０物原１ ２Ｄ片口９０

口唇部以外全面施釉灰釉　緑黒色灰黄色－－１６．０物原１ ４Ｄ片口９１
内面同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉  にぶい黄色黄灰色－－１４．２物原１ ３Ｅ片口９２

口唇部以外全面施釉灰釉　浅黄色灰緑色－－１４．１物原１ ４Ｄ片口９３
口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉 にぶい黄橙色褐色１０．５７．９１５．０物原１ ３DE片口９４
口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　灰褐色灰黄色９．２８．６１６．０物原１ ４Ｅ片口９５

口唇部以外全面施釉灰釉　暗灰黄色褐灰色－－２２．０物原１ ４Ｄ片口９６
口唇部以外全面施釉灰釉　暗赤褐色灰黄色－－２１．６物原１ ３Ｇ片口９７

口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　灰赤色灰黄色－－２７．６物原１ ２Ｄ片口９８
－無釉暗灰黄色－－２２．６物原１ ４Ｆ片口９９

第２００図　物原１出土遺物�片口
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第２０１図　物原１出土遺物�擂鉢
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　擂鉢（第２０１～２０６図）

　第２地点物原１の擂鉢は，一般的な器形として体部が

「逆ハ」の字に開く形状を呈する。器壁は厚めで，口縁

部は外側に折り返して肥厚させ，外面口縁下位に２～３

条の突帯をつくるためさらに厚手となる。大きさは，大

形のものがほとんどで，口径が３５㎝前後のものが多く見

られる。口縁端部を外反させるため，口唇部が幅広につ

くられ，やや丸みを帯びるが平坦なものと丸みを帯びる

ものが見られる。

　口唇部の形状から，大きく２つに分けることができ

る。

　１００～１１０は，口唇部がやや丸みを帯びるが平坦につく

られるもので，そのため口唇部の内側に稜を有するもの

である。口縁部はやや内湾気味につくられる。擂り目は

やや太めで密に入り，口縁部下位には余白をつくるもの

が大部分を占める。

　１００～１０７は，口縁部がやや丸みを帯びるが平坦につく

られ，擂り目が太いものである。１００・１０２～１０６は，内底

面中心から太い擂り目が密に入り，１０１は，太い擂り目が

粗く入る。

　１００は，口唇部に貝目が残る。１０１は，口唇部に胎土詰

貝目が残る。１０２は口唇部に，合わせ口で焼成した際の

他製品の口唇部の痕跡と貝目が残る。１０３は，擂り目の

先端が左方向にややカーブするように入るものである。

１０４は，合わせ口で焼成した痕跡が僅かに残る。１０５は，口

唇部に貝目は見られない。１０６は，外面にヘラ状工具に

よる調整痕が筋状に看取される。口唇部には貝目が残

る。１０７は，小片のため詳細は不明であるが，内面に斜め

方向の擂り目が入るものである。口唇部には胎土詰貝目

が残る。
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第１１１表　物原１　遺物観察表１２

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　黒褐色灰褐色１１．３１２．０３０．６物原１　４Ｆ擂鉢１００
口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　黒褐色暗赤灰色１２．６１３．０２９．２物原１　２Ｄ擂鉢１０１
口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　緑黒色灰白色－－２２．０物原１擂鉢１０２

口唇部以外全面施釉灰釉　黄褐色にぶい赤褐色－－２０．６物原１　２Ｅ擂鉢１０３
口唇部以外全面施釉灰釉　緑黒色灰色－－１９．２物原１擂鉢１０４
口唇部以外全面施釉灰釉　灰緑色灰色－－２７．２物原１　３Ｅ擂鉢１０５

口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　浅黄色明赤褐色－－３２．２物原１　４Ｅ擂鉢１０６
口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　灰緑色にぶい橙色－－－物原１擂鉢１０７

第２０２図　物原１出土遺物�擂鉢

0　　　　　　　　　　　　　　　　　 20cm106

107



　１０８～１１０も，口唇部がやや丸みを帯びるが平坦につく

られるもので，そのため口唇部の内側に稜を有するもの

であるが，１００～１０７と比較して，口唇部が平坦で，口縁

部の先端もより外反するものである。

　擂り目は，やや太めで密に入り，口縁部下位で余白を

残す。

　胎土は密であるが，焼成不良のためか鈍い橙色気味の

色調を呈する。

　１０８は，胴部以下はほとんど残っておらず，口縁部は一

部を除きほぼ復元できた資料である。口唇部に小形の貝

目が看取される。外面胴部下位は，ヘラ状工具により削

り調整が施されているものと思われる。また，平行タタ

キ目の痕跡が僅かに看取される。釉は，薄い灰釉が，口

唇部を除き全面に施釉される。外底面は残存していない

が，外底面もかかるものと思われる。
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第２０３図　物原１出土遺物�擂鉢

0　　　　　　　　　　　　　　　　　 20cm

108



　１０９は，焼き歪みが激しい資料である。そのため胴部

の傾きがやや急となり，器形が変形しているものと思わ

れる。外面には，ヘラ状工具による調整痕が看取され，

突帯下位には平行タタキの痕跡が残る。釉は，口唇部を

除き，薄い灰釉が残存部全面に掛けられ，口唇部には貝

目は付かない。

　１１０は，外面にヘラ状工具による調整痕が看取される

もので，口唇部には貝目も残る。釉は，口唇部を除き残

存部に掛けられるが，一部内面口縁下位に釉が禿げたよ

うな部分が見られる。
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第１１２表　物原１　遺物観察表１３

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　褐灰色橙色１２．５－３６．０物原１　２Ｄ擂鉢１０８

外面に平行タタキ目口唇部以外残存部は
全面施釉灰釉　浅黄色にぶい橙色－－４２．２物原１　３Ｆ擂鉢１０９

口唇部に貝目
外面に平行タタキ目

口唇部以外残存部は
全面施釉灰釉　灰緑色明赤褐色－－２９．６物原１擂鉢１１０

第２０４図　物原１出土遺物�擂鉢

0　　　　　　　　　　　　　　　　　 20cm
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110
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第２０５図　物原１出土遺物�擂鉢

0　　　　　　　　　　　　　　　　　 20cm

111
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　１１１～１１５は，口唇部が丸みを帯びるものである。この

タイプの口唇部の内側には，稜は見られない。全体的に

器壁が厚く，口縁部が折り返して突帯をつくるためさら

に厚くなる。擂り目はやや太く，密に入る。

　１１１・１１２は，焼成不良のためか釉が熔けきっておらず，

胎土も鈍い橙色気味の色調を呈する。どちらも口唇部に

貝目は付かない。１１１は外面に，横方向の筋状の調整痕

が看取される。１１３は，口唇部に貝目が残るもので，外面

には筋状の調整痕が残る。１１４は，放射状に施された擂

り目の上から，斜め左方向と斜め右方向の擂り目が交差

するように入れられるものである。口唇部には合わせ口

をした痕跡が残る。１１５は，外面に横方向の調整痕が看

取される。

　１１６は，口唇部が丸くつくられるもので，このタイプの

資料は，物原１からはほとんど出土していない。堂平窯

の製品の中で古い時期のものであると思われる。

　１１７は，底部のみの資料である。内面には同心円状の

タタキ目が看取され，その上から太い擂り目が粗く入れ

られる。外底面には，貝目も残る。
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第１１３表　物原１　遺物観察表１４

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

焼成不良口唇部以外全面施釉灰釉　灰黄色にぶい褐色－－３９．２物原１　３Ｅ擂鉢１１１

焼成不良口唇部以外全面施釉灰釉　にぶい橙色にぶい黄橙色－－３８．６物原１　３Ｅ擂鉢１１２

口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　灰白色橙色－－３３．２物原１　４Ｅ擂鉢１１３
口唇部以外全面施釉灰釉　黒緑色灰褐色－－３７．２物原１　４Ｅ擂鉢１１４
口唇部以外全面施釉灰釉　灰緑色にぶい黄橙色－－－物原１　３Ｅ擂鉢１１５
口唇部以外全面施釉鉄釉　黒褐色にぶい黄橙色－－－物原１　４Ｅ擂鉢１１６

外面底部に貝目　タタキ目残存部全部釉灰釉　灰緑色灰黄褐色－１２．０－物原１　５Ｅ擂鉢１１７

第２０６図　物原１出土遺物�擂鉢

0　　　　　　　　　　　　　　　　　 20cm
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　把手付き鉢（第２０７・２０８図）

　１１８～１２２は，外面胴部上位又は中位に，対に把手が付

けられるものである。口縁部の形状は甕と同様である

が，甕とは別にして鉢として分類した。

　口縁部は外側に折り返して「Ｔ」字状につくる。口唇

部は，内側を高く外側を溝縁状に仕上げる。把手部分

は，胴部に「ハ」の字型に貼り付け，上部を狭く下部を

広く空ける。

　器形が深鉢型のものと浅鉢型のものの２つに分けるこ

とができる。

　１１８～１２０は深鉢型のものである。

　１１８は大形のもので，口唇部には貝目が残り，内面下位

には径の大きいあて具を用いた同心円状のタタキ目が看

取される。

　１１９は，口唇部に貝目が残る。１２０は，口縁部に合わせ

口をして焼成した痕跡と貝目が残る。

　１２１・１２２は，浅鉢型の形状を呈するものである。口唇

部には貝目が残る。蓋として使用された可能性も考えら

れる。
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第１１４表　物原１　遺物観察表１５

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉鉄釉　暗赤褐色暗褐色２３．６２２．０３９．６物原１　２ＦＥ鉢１１８

口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　緑黄色にぶい赤褐色－－３４．２物原１鉢１１９
口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　緑黒色にぶい橙色－－３６．８物原１　３Ｇ鉢１２０
口唇部に貝目口唇部以外全面施釉鉄釉　黒褐色灰黄褐色－－３８．０物原１　３Ｆ鉢１２１
口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　にぶい黄色にぶい赤褐色－－３８．２物原１　３Ｇ鉢１２２

第２０７図　物原１出土遺物�把手付き鉢

0　　　　　　　　　　　 10cm
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甕
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甕
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甕
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甕
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甕
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第２０８図　物原１出土遺物�把手付き鉢

0　　　　　　　　　　　 10cm
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0　　　　　　　　　　　　　　　　　 20cm
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第２０９図　物原１出土遺物�鉢

0　　　　　　　　　　　 10cm
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　鉢（第２０９・２１０図）

　１２３・１２４は，口縁部を外側に折り返して肥厚させ，

「Ｔ」字状につくるものである。１２３は外側に折れた口縁

部が胴部についた形状を呈する。どちらも口唇部は内側

を高く外側を溝縁状につくるもので，口唇部には貝目が

残る。胴部に把手が付く可能性も考えられる。

　１２５は，口縁部が「Ｌ」字状を呈するもので，鉢とした

が大形の蓋の可能性も考えられる。

　１２６は，口縁部が外側に折り返され断面三角形状を呈

するもので，先端は外面口縁部下位で突帯をつくる。口

唇部には貝目が残る。

　１２７は，口縁部を内側に折り返してつくるもので，外面

下位には数条の沈線が巡る。

　１２８・１３０は，口縁部が直口するものである。１２８は外

面に３条の沈線が巡り，口唇部に貝目が残る。１３０は外

面に３条の沈線が巡るが，貝目は見られない。どちらも

蓋の可能性も考えられる。

　１２９は，口縁部を外側に折り返し肥厚させたもので、鉢

としたが片口等の他の器種の可能性も考えられる。 
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第１１５表　物原１　遺物観察表１６

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　黒褐色灰赤色－－３９．４物原１　２Ｅ鉢１２３

口唇部以外全面施釉灰釉　黄褐色灰色－－４５．０物原１鉢１２４
内面に同心円状タタキ目－無釉灰黄褐色－－５２．０物原１　２Ｅ鉢１２５
口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　にぶい黄色暗灰黄色－－３３．８物原１　３Ｆ鉢１２６

口唇部以外全面施釉灰釉　緑黒色灰黄褐色－－２７．０物原１　ＣＤ鉢１２７

口唇部に貝目全面施釉灰釉　浅黄色灰褐色－－２６．４物原１　３ＤＥ鉢１２８

内面に同心円状タタキ目－無釉灰緑色－－２０．２物原１　４Ｆ鉢１２９
畳付以外全面施釉灰釉　浅黄色褐灰色－－３０．４物原１　４Ｅ鉢１３０

第２１０図　物原１出土遺物�鉢
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第２１１図　物原１出土遺物�蓋

0　　　　　　　　　　　　　　　　　 20cm
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　蓋（第２１１～２１３図）

　浅鉢型の蓋は，甕・壺等の蓋として使用されたものと

思われる。口縁部の形状から大きく２つに分けることが

でき，さらに大きさから大形のものと小形のものに細分

化できる。

　１３１～１４１は，口縁部を外側におり　さらに内側に折り

返しておさめるもので，口唇部は丸みを帯びる。

　１３１～１３６は，大形のものである。

　１３１は，内外面にヘラ状工具による調整痕が残るもの

で，口唇部には貝目も残る。１３２は，内底面・外底面・口

唇部に貝目が残るものである。体部はやや歪みが見ら

れ，丸みを帯びる。１３３は，内面にヘラ状工具による調整

痕が明瞭に残るものである。１３４・１３５は，外反した口縁

部の先端を丸くおさめず，平坦につくる。また，１３４は外

面口縁部と胴部の境に，浅い凹線が１条巡る。口唇部に

は，貝殻の放射脈の目跡が残る。１３５は，内外面ともに筋

状の調整痕が明瞭に残るものである。１３６は，内面にヘ

ラ状工具による調整痕が残り，口唇部に胎土詰貝目が残

る。

　１３７～１４１は，小形のものである。

　１３７は，口縁部の屈曲が強くない資料である。外面腰

部は削り調整される。胎土詰貝目が口唇部と外面腰部に

残る。１３８・１３９は，上面から胴部にかけてイタヤガイを

使用した貝目が残るものである。１４０は，外面口縁上部

に段を有するものでる。１４１は，素焼きの資料である。

蓋の中で素焼きのものは非常に少ない。内面にはヘラ状

工具による筋状の調整痕が残り，上面には白色砂粒が付

着する。口唇部にも胎土詰貝目が残る。

　１４２～１４７は，口縁部が外反せず，胴部からまっすぐに

伸びるもので，口唇部は平坦につくられる。釉は，口唇

部のみ拭い取られ，他は全面施釉される。

　１４２・１４３は，大形のもので，外面にヘラ状工具による

調整が施され，口縁上位に２条の沈線を巡らせる。上面

には，貝目も残る。また，１４３は，口唇部にも貝目が残

る。

　１４４～１４７は小形のものである。１４５を除き，内外面は

ヘラ状工具による調整が施され，その痕跡が筋状に残

る。１４５は，釉が厚くかかるため観察できない。１４４は，外

面口縁上位に１条の浅い沈線が巡り，上面には貝目が残

る。１４５は，上面に胎土詰貝目が残る。１４６は，外面口縁

上位に１条の浅い沈線が巡り，上面と口唇部に貝目が残

る。１４７は，上面と天井部に貝目が残る。
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第１１６表　物原１　遺物観察表１７

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高口径上径

口唇部・外面上部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　灰緑色にぶい橙色７．６３８．２２１．０物原１　４Ｆ蓋１３１
口唇部，天井部・外面
上部に貝目残存部全部施釉灰釉　緑灰色褐灰色５．１２７．２１６．８物原１　３Ｆ蓋１３２

口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　灰緑色にぶい橙色７．３３６．０２２．８物原１　３ＤＥ蓋１３３
口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　灰緑色灰赤色－３１．２－物原１　４Ｅ蓋１３４

口唇部以外全面施釉灰釉　黒褐色灰黄褐色－３２．６－物原１　２Ｄ蓋１３５
口唇部・外面上部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　褐色にぶい黄橙色５．７３２．４２１．４物原１　３Ｃ蓋１３６
外面上部，口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　灰緑色明赤褐色３．９２１．０１０．４物原１蓋１３７
外面上部から側面に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　緑灰色褐灰色３．６２０．１１１．６物原１　２Ｄ蓋１３８
外面上部から側面に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　暗赤褐色褐灰色３．７２０．０－物原１　２Ｅ蓋１３９
口唇部に貝目　外面上
部に白い砂粒付着外面のみ施釉灰釉　赤褐色にぶい黄橙色３．６１６．４ ９．８物原１　４Ｇ蓋１４０

口唇部以外全面施釉鉄釉　黒褐色褐灰色－２１．４－物原１蓋１４１

0　　　　　　　　　　　　　　　　　 10cm
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139 140

141

第２１２図　物原１出土遺物�蓋
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第２１３図　物原１出土遺物�蓋
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　甕（第２１４～２２５図）

　第２地点の物原１から多くの甕が出土

したが，その形状は第１地点の物原で見

られた口縁部を外側に折り返して肥厚さ

せ「Ｔ」字状につくるものとは違い，口

縁部を断面三角形状につくるものが大部

分を占める。

　口縁部の形状から大きく４つに分ける

ことができ，さらに器形により細分化で

きる。

　１４８～１５４は口縁部を外側に折り返して

肥厚させ，「Ｔ」字状につくるもので，

口唇部が内側は高く，外側は溝縁状につ

くられる。胴部の形状から，バケツ状の

器形を呈するものと，肩部が膨らむもの

に分けることができる。

　１４８は，バケツ状の器形を呈するもの

で，外面口縁下位には，金属器の留め具

を模造したと思われる円形の突起が付

く。口唇部には貝目も残る。

　１４９～１５３は，胴部が肩部で膨らむ形状

を呈するもので，外面には縄状の突帯を

有するものである。釉は口唇部のみ拭い

取られ，貝目が付く。

　１４９は，縄状の突帯の上に，さらに１条

の突帯が巡るもので，釉が厚くかかるた

め，内面のタタキ目は不明瞭である。

　１５０は，口縁部の下部分が胴部に付着

した形状を呈する。外面には，ヘラ状工

具による筋状の調整痕が残り，口縁部下

位には２条の低い稜が巡る。内面には，

タタキ成形時のあて具痕が同心円状に残

る。釉は，口唇部のみ拭い取られ，貝目

が残る。
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第１１７表　物原１　遺物観察表１８

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高口径上径

外面上部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　にぶい黄色灰黄褐色９．１２６．８２０．７物原１　３Ｆ蓋１４２
口唇部・外面上部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　緑黒色暗褐色８．６２５．５２０．８物原１　３Ｆ蓋１４３
外面上部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　黒褐色にぶい褐色６．３２０．２１５．２物原１　３Ｅ蓋１４４
外面上部に貝目口唇部以外全面施釉鉄釉　黒褐色橙色８．１１７．９１０．７物原１　２Ｄ蓋１４５
口唇部・外面上部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　黒褐色褐灰色６．５２０．４１５．０物原１　３Ｅ蓋１４６
外面上部・天井部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　黒褐色灰褐色６．１２０．２１５．４物原１　４Ｆ蓋１４７
口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　黄褐色にぶい橙色－－（口径）２２．４物原１　４Ｄ甕１４８
口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　灰緑色褐灰色－－（口径）３０．０物原１　２Ｅ甕１４９
口唇部貝目　内面に同
心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　灰黄色にぶい赤褐色－－（口径）２９．２物原１　４Ｆ甕１５０

第２１４図　物原１出土遺物�甕

0　　　　　　　　　　　　　　　　　 20cm
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　１５１は，縄状の突帯の上に，さらに１条の突帯が巡るも

ので，内面には同心円状のタタキ目が残る。口唇部の釉

は拭い取られ，貝目が残る。１５２は頸部が伸び，外面には

低い稜が２条巡る。また外面にはヘラ状工具による調整

痕が筋状に看取される。口唇部の釉は拭い取られ貝目が

残る。１５３は，縄状の突帯の上に，さらに１条の突帯が巡

るものである。外面にヘラ状工具による調整痕が筋状に

看取され，内面には同心円状のタタキ目が残る。口唇部

の釉は拭い取られ貝目が残る。

　１５４は，外面肩部に縄状の突帯が巡らないものである。

口縁端部に段を有し，外面にはヘラ状工具による調整痕

が看取される。無釉ではないかと思われる。
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第１１８表　物原１　遺物観察表１９

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部に貝目　内面に
タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　褐色　灰色－－－物原１　３Ｅ甕１５１

口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　浅黄色褐灰色－－２７．８物原１　４Ｅ甕１５２
口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉　灰釉　黒褐色暗灰色－－２５．２物原１　３Ｃ甕１５３

口唇部に貝目？無釉？にぶい黄橙色－－２２．４物原１　４Ｆ甕１５４

第２１５図　物原１出土遺物 甕

0　　　　　　　　　　　　　　　　　 20cm
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　１５５～１５９は，「Ｔ」字状の口縁部が胴部に密着し，内側

は丸く内湾するもので，頸部は，口縁部にかけてまっす

ぐに伸びる形状を呈する。外面口縁部下位には，弱い稜

を有する。口唇部の釉は拭い取られ，貝目が残る。
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第１１９表　物原１　遺物観察表２０

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　灰緑色褐色－－４１．０物原１　４Ｅ甕１５５

口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　褐色　褐色－－４０．０物原１　３Ｇ甕１５６

内面に同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　緑黒色にぶい褐色－－３１．４物原１　４Ｅ甕１５７
口唇部に貝目口唇部以外全面施釉　灰釉　黒褐色にぶい橙色－－２５．０物原１甕１５８
内面に同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　灰緑色暗灰黄色－－－物原１　３Ｅ甕１５９

第２１６図　物原１出土遺物!甕
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第２１７図　物原１出土遺物"甕
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　１６０～１７３は，口縁部を外側に折り返して，断面三角形

につくるものである。頸部から口縁部にかけてのライン

は，やや開き気味につくられ，口縁部の内側は丸く内湾

し，口唇部の外縁がやや丸みを帯びる。また，外面口縁

部下位から頸部にかけては，弱い稜が２条巡る。口唇部

のみ釉が拭い取られ，貝目が残る。

　１６０～１６７は，肩部に縄状の突起が巡らないものであ

る。外面は，ヘラ状工具による調整が施されており，強

弱の差はあるものの筋状の調整痕が看取される。内面

は，タタキ成形が施されていると思われるが，あて具痕

は不明瞭なものが多い。

　１６０・１６１・１６４は，口径が４０㎝を超える大形のものであ

る。１６１・１６２は，外面に筋状の調整痕が明瞭に残る。

１６３・１６５は，外面肩部に１条の突帯を有するもので，欠

損しているため不明であるが，突帯の下位に縄状の突帯

も巡る可能性も考えられる。
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第１２０表　物原１　遺物観察表２１

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　緑黒色にぶい褐色－－４５．６物原１　４Ｅ甕１６０
口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　黄灰色にぶい橙色－－４１．２物原１　３Ｅ甕１６１

口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　灰白色にぶい橙色－－３６．６物原１　３Ｆ甕１６２

口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　暗灰黄色赤褐色－－３５．５物原１　３Ｇ甕１６３

口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　灰黄褐色灰褐色－－４０．０物原１甕１６４

口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　灰緑色明赤褐色－－３５．９物原１　２．３甕１６５

第２１８図　物原１出土遺物#甕
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第２１９図　物原１出土遺物$甕
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　１６８～１７１は，肩部に縄状の突帯が巡るものである。外

面はヘラ状工具による調整が施され，筋状の痕跡が残

る。内面はタタキ成形されると思われるが，１７１を除き

不明瞭である。

　１７２・１７３は，内面のみ施釉されていると思われる資料

である。外面はヘラ状工具により調整が施され，胴部全

面に浅い沈線が巡る。内面は，同心円状のタタキ目が看

取される。
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第１２１表　物原１　遺物観察表２２

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　緑黒色灰褐色－－２６．８物原１　３Ｆ甕１６６

口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　緑褐色灰褐色－－２９．２物原１　２Ｅ甕１６７
口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　緑褐色灰褐色－－３０．３物原１　４Ｅ甕１６８
口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　浅黄色にぶい褐色－－３４．４物原１　３．４Ｅ

Ｆ表甕１６９

口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　灰緑色褐色－－２８．０物原１甕１７０

口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　黒褐色にぶい黄褐色－－２６．８物原１甕１７１

口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目内面のみ施釉灰釉　にぶい赤褐色にぶい橙色－－３３．２物原１甕１７２

口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目内面のみ施釉灰釉　暗赤褐色にぶい橙色－－３１．６物原１　３Ｅ甕１７３

第２２０図　物原１出土遺物%甕

0　　　　　　　　　　　　　　　　　 20cm
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　１７４～１８０は，口縁部の断面が三

角形状を呈するものの，口唇部外

縁は丸みを帯びずシャープにつく

られ，内縁は内側へ伸びるもので

ある。口唇部は，平坦につくられ

るものがほとんどであるが，外側

を溝縁状につくるものも見られ

る。また，外面口縁部から頸部に

かけては，弱い稜をつくる。釉

は，口唇部のみ拭い取られ，貝目

が残る。

　器形は，口縁部から頸部にかけ

てやや窄まり，肩部にかけて膨ら

む形状を呈するものと，口縁部か

ら胴部にかけてほぼまっすぐにの

びるバケツ状を呈するものの２つ

に細分化できる。

　１７４は，口唇部の外側が溝縁状

につくられるものである。１７５・

１７６は，口縁部が平坦につくられ

るものである。

　１７７・１７８は，口唇部の外側が溝

縁状につくられるもので，外面肩

部には，縄状の突帯が巡る。どち

らも，外面にはヘラ状工具による

調整が施され，内面にはタタキ成

形時のあて具痕が同心円状に残

る。

　１７９・１８０は，器形が口縁部から

胴部にかけてほぼまっすぐにのび

るバケツ状を呈するものである。

　１７９は，外面胴部に浅い沈線が

巡る。１８０は，口唇部の外側を溝

縁状につくるもので，内側は高く

仕上げる。比較的器壁は薄く，外

面には沈線が巡り，金属器の留め

具等の模造と思われる突起が付

く。内面は，タタキ成形時のあて

具痕が同心円状に明瞭に残る。
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第１２２表　物原１　遺物観察表２３

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　緑黒色にぶい橙色－－４０．６物原１　４Ｅ甕１７４
口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　黒褐色灰黄色－－３９．２物原１　４Ｅ甕１７５

口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　灰緑色にぶい橙色－－３３．４物原１甕１７６

第２２１図　物原１出土遺物&甕
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第１２３表　物原１　遺物観察表２４

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　緑黒色褐灰色－－２９．０物原１　４Ｄ甕１７７

口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　灰緑色灰黄褐色－－３４．０物原１　４Ｅ甕１７８

口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　灰緑色にぶい赤褐色－－２８．０物原１　３Ｅ甕１７９

口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　灰黄褐色灰色－－４０．１物原１　３Ｆ甕１８０

第２２２図　物原１出土遺物'甕
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　１８１～１８７は，口縁部が内湾し，先端が内側にまっすぐ

伸びるもので，ツルの頭のような形状を呈するものであ

る。口唇部の釉は，拭い取られ貝目が残る。

　１８１～１８４は，肩部に縄状の突帯が巡るものである。

　１８１は，焼け歪みが見られる資料で，外面口縁部から頸

部に掛けて４条の稜が巡り，胴部は筋状の調整痕が看取

される。１８２は，内面に同心円状のタタキ目が残る。１８４

は，内面に同心円状のタタキ目が残る。

　１８５～１８７は，頸部から口縁部のみの資料である。

　１８５は，内面にヘラ状工具による調整痕が看取される。

１８６は，外面にタタキ成形時のあて具痕と思われる平行

タタキ目が明瞭に看取される。１８７は，口唇部に貝目と

合わせ口で焼成した際の，他製品の痕跡が残る。
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第１２４表　物原１　遺物観察表２５

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　緑黒色褐灰色－－－物１　２Ｄ甕１８１

口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　黒褐色鈍い赤褐色－－４０．６物原１　３Ｅ甕１８２

口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　灰白色灰褐色－－３７．６物原１甕１８３

口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　灰緑色明赤褐色－－３７．５物原１　３Ｅ甕１８４

口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　灰緑色赤褐色－－４０．０物原１　３Ｅ甕１８５
口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　緑黒色灰黄褐色－－３１．０物原１　３Ｆ甕１８６
口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　灰緑色灰褐色－－３４．８物原１　３Ｆ甕１８７

第２２３図　物原１出土遺物(甕
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第２２４図　物原１出土遺物�甕
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　１８８は，口縁部が内側に丸く内湾する形状のもので，頸

部に縄状の突帯が巡る。口唇部の釉は拭い取られ，貝目

と合わせ口の痕跡が残る。

　１８９～１９１は，大形で器壁が厚いものである。１８９は，内

面中位以下にタタキ目，外面に筋状の調整痕が残る。釉

は，口唇部を除き施釉される。１９０・１９１は，外面口縁部

下位に等間隔で穿孔が施されるものである。１９０は，外

面にヘラ状工具による調整痕が看取される。１９１は口唇

部に貝目が残る。
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第１２５表　物原１　遺物観察表２６

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部に貝目口唇部以外全面施釉鉄釉　黒褐色暗赤灰色－－２４．０物原１
３Ｄ・４ＦＤ甕１８８

口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　暗灰黄色鈍い赤褐色－－３５．２物原１　４Ｆ甕１８９

口唇部に粘土付着口唇部以外全面施釉無釉か？鈍い黄色－－４８．０物原１
４Ｅ・３Ｆ甕１９０

口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　灰緑色灰褐色－－３３．６物原１　４Ｄ甕１９１

第２２５図　物原１出土遺物�甕
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　壺（第２２６～２３０図）

　大形のものと小形のものに分けることができ，さらに

口縁部や口唇部の形状により細分化することができる。

　１９２～２１５は大形のものである。

　１９２～２０１は，口縁部を外側に折り返して「Ｔ」字状に

つくるもので，口唇部は内側を高く，外側を溝縁状につ

くる。口唇部の釉は拭い取られ，貝目が残る。内面は，

タタキ成形時のあて具痕が同心円状に残る資料が多い。

耳は，１９２～１９４は縦耳で，１９５は，丸みを帯びた横耳であ

る。また，１９３の肩部には沈線が巡る。　
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第１２６表　物原１　遺物観察表２７

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　緑黒色褐灰色－－１５．６物原１　４Ｅ壺１９２
内面タタキ目　口縁部貝目口唇部以外全面施釉灰釉　暗赤褐色　褐灰色－－１８．２物原１　４Ｆ壺１９３
口唇部に貝目口唇部以外全面施釉鉄釉　暗赤灰色褐灰色－－１５．５物原１　３Ｆ壺１９４
内面タタキ目　口縁部貝目口唇部以外全面施釉灰釉　緑黒色灰褐色－－１３．２物原１　３Ｆ壺１９５
内面タタキ目　口縁部貝目口唇部以外全面施釉灰釉　灰緑色明赤褐色－－１５．３物原１　３Ｆ壺１９６
内面タタキ目　口縁部貝目口唇部以外全面施釉灰釉　浅黄色にぶい赤褐色－－１４．５物原１　３Ｆ壺１９７

第２２６図　物原１出土遺物�壺
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　１９８～２０２は，前ページに引き続き，口縁部を外側に折

り返して「Ｔ」字状につくるもので，口唇部は内側を高

く，外側を溝縁状につくる。口唇部の釉は拭い取られ，

貝目が残る。

　２０３～２０８は，口縁部を外側に折り返して「Ｔ」字状に

つくるもので，口唇部は平坦につくるものである。どの

資料も口唇部に貝目が残るが，２０３は，イタヤガイの貝目

が看取される。２０２は，外面にヘラ状工具による調整痕

が筋状に残る。２０５～２０７は，内面にタタキ成形時のあて

具痕が同心円状に明瞭に残る。
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第１２７表　物原１　遺物観察表２８

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

内面タタキ目　口縁部貝目口唇部以外全面施釉鉄釉　黒褐色灰色－－１５．２物原１　４Ｆ壺１９８
口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　浅黄色灰褐色－－１６．２物原１　３Ｆ壺１９９
口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　褐色灰黄色－－１４．８物原１　４Ｅ壺２００
口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　黒褐色橙色－－１５．４物原１　４Ｅ壺２０１

内面一部以外全面施釉灰釉　緑黄色にぶい赤褐色－－１３．４物原１　３Ｄ壺２０２

第２２７図　物原１出土遺物�壺
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第２２８図　物原１出土遺物�壺

第１２８表　物原１　遺物観察表２９

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部に貝目口唇部以外全面施釉鉄釉　緑黒色灰黄色－－１４．４物原１　２Ｄ壺２０３
内面タタキ目　口縁部貝目口唇部以外全面施釉灰釉　にぶい黄色灰褐色－－１６．８物原１　４Ｆ壺２０４
内面タタキ目　口縁部貝目口唇部以外全面施釉鉄釉　黒褐色にぶい赤褐色－－１６．６物原１　３Ｅ壺２０５
内面タタキ目　口縁部貝目口唇部以外全面施釉灰釉　黒褐色灰褐色－－１７．０物原１　３Ｆ壺２０６
内面タタキ目　口縁部貝目口唇部以外全面施釉灰釉　浅黄色灰褐色－－１６．６物原１　４Ｆ壺２０７
口唇部に貝目口唇部以外全面施釉鉄釉　暗褐色にぶい黄橙色－－１４．４物原１　４Ｅ壺２０８
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第２２９図　物原１出土遺物�壺
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　２０９～２１３は，口縁端部がやや下垂し，口唇部も丸くつ

くられるものである。２０９を除き口唇部の釉は拭い取ら

ず，貝目が看取される。２０９・２１０は，肩部に丸みを帯び

た耳が付き，２０９は３か所付けられる。２１３・２１４は，内

面の同心円状のタタキ目が特に明瞭に看取される。

　２１５は，１点のみの資料で，口縁部を外側に折り，さら

に内側に折り返して先端を丸くおさめるものである。口

唇部は，平坦につくられる。釉は，口唇部のみ拭い取ら

れ貝目が残る。

　２１６～２２２は，小形の壺である。２１６・２１７は，口縁部が

丸く外反するもので，釉は，口唇部を含め残存部全面に

掛けられる。どちらも個数は不明であるが，縦耳が付

く。２１８・２１９は，口縁部を外側に折り，さらに内側に折

り返して先端を丸くおさめるものである。２１９は，合わ

せ口にして焼成したものと思われ，他製品の口唇部の一

部が付着する。外面はヘラ状工具による筋状の調整痕が

残り，内面には，同心円状のタタキ目が残る。２２０は，壺

としたが水注の可能性も考えられる。２２１は，粘土紐巻

き上げにより製作した形跡が内面に看取されるものであ

る。口縁部には蓋が被るものと思われる。全面無釉であ

る。２２２は，頸部が細く締まる形状を呈するものである

が，上部が欠損しているため全体の形状は不明である。

外面は筋状の調整痕が看取され，全面無釉である。 
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第１２９表　物原１　遺物観察表３０

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

内面タタキ目　口縁部貝目口唇部以外全面施釉灰釉　浅黄色褐灰色－－１５．２物原１　３Ｆ壺２０９

内面にタタキ目残存部全面施釉灰釉　暗赤褐色浅黄色－－１５．０物原１　２ＤＥ壺２１０

口唇部に貝目残存部全面施釉灰釉　にぶい黄色灰褐色－－１５．６物原１　４Ｄ壺２１１
口唇部に貝目残存部全面施釉灰釉　灰緑色にぶい赤褐色－－１６．４物原１　４Ｅ壺２１２
内面タタキ目　口縁部貝目残存部全面施釉鉄釉　にぶい赤褐色浅黄色－－１５．９物原１壺２１３
内面タタキ目　口縁部貝目口唇部以外全面施釉灰釉　緑灰色灰褐色－－１４．２物原１　４Ｅ壺２１４
口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　灰白色赤橙色－－１４．２物原１　４Ｅ壺２１５
内面タタキ目  口縁部に合わせ口の痕跡残存部全面施釉灰釉　緑黒色黄灰色－－１１．０物原１　３Ｄ壺２１６
内面にタタキ目残存部全面施釉灰釉　褐色褐灰色－－ ９．６物原１　３Ｆ壺２１７

残存部全面施釉灰釉　灰黄色褐灰色－－ ４．７物原１　３Ｆ壺２１８
口唇部に貝目・合わせ口
の痕跡　内面にタタキ目
粘土紐巻き上げ痕跡

口唇部以外全面施釉灰釉　灰褐色褐灰色－－１１．４物原１　４Ｅ壺２１９

口唇部以外全面施釉灰釉　緑黒色暗赤褐色－－１１．４物原１　３Ｆ壺２２０
内面にタタキ目
粘土紐巻き上げ痕跡－無釉にぶい赤褐色７．９５．０７．４物原１　４Ｆ壺２２１

－無釉灰色－７．８－物原１　４Ｆ壺２２２

第２３０図　物原１出土遺物�壺
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　植木鉢（第２３１～２３６図）

　２２３～２３８は植木鉢である。すべて素焼きである。大形

のものと小形で吊り下げて使用すると思われるものの２

種に分けることができる。

　２２３～２３０は大形の植木鉢で，口縁部の外縁や胴部に装

飾を施すものである。

　２２３は底面に水ぬきのための穿孔を有するものである。

外面は，ヘラ状工具による横方向の調整が施され，その

痕跡が明瞭に残る。内面は，タタキ成形時のあて具痕が

同心円状に残る。また，口唇部には，貝目が残る。２２６・

２２７は，胴部が丸みを帯びるもので，外面に平行タタキ目

の痕跡が明瞭に残る。口唇部には貝目が残る。２２６は，

内面にも同心円状のタタキ目が看取される。
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第２３１図　物原１出土遺物	植木鉢
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第１３０表　物原１　遺物観察表３１

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部に貝目　内面に
同心円状のタタキ目－無釉にぶい赤褐色１６．８１３．８２９．６物原１　２Ｄ植木鉢２２３

内面に同心円状タタキ目
内面に指痕－無釉橙色－－４２．８物原１　３Ｅ植木鉢２２４

－無釉灰黄色－－３２．２物原１　４Ｅ植木鉢２２５
口唇部貝目　合わせ口の痕跡
内面に同心円状タタキ目－無釉褐灰色－－２８．４物原　２Ｆ植木鉢２２６

口唇部貝目　合わせ口の痕跡
内面に同心円状タタキ目－無釉黄灰褐色－－２８．４物原１　４Ｅ植木鉢２２７

第２３２図　物原１出土遺物
植木鉢
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　２２８は，口縁部を外側に折り返し肥厚させ，１条の突

帯を巡らせるもので，突帯の先端には装飾を施す。ま

た，外面には，波状文を施し，口唇部には筋状の装飾を

施す。

　２２９は，外面に２条の縄状の突帯を貼り付け，花形のス

タンプ文が押印されたもので，スタンプの間隔はやや雑

である。その他，口縁部先端にも装飾が施され，口唇部

には４条の沈線が巡る。

　２３０は，外面にくし書きの文様が施され，２条の縄状

の突帯が貼り付けられたものである。同一個体と考えら

れる資料が数片あったため，図上復元を試みた資料であ

る。底面に穿孔が看取できる資料で，外面のくし書きの

文様は数個体あった同一個体より図上復元を試みた。底

面には，水抜き穴と思われる穿孔が看取される。
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第１３１表　物原１　遺物観察表３２

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部に貝目
内面にたたき目－無釉橙色－－３５．０物原２　３Ｅ植木鉢２２８

口唇部に貝目　内面に同
心円状タタキ目－無釉明赤褐色－－３７．０物原１　４Ｅ植木鉢２２９

外面底部に目跡－無釉赤橙色－１５．２－物原１　４Ｅ植木鉢２３０

第２３３図　物原１出土遺物�植木鉢
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　２３１～２３８は，口唇部に２か所穿孔が施された小形の吊

り下げタイプの植木鉢である。

　２３１は，焼け歪みが激しく，歪に変形した資料である。

外面には細かい波状文が２条巡り，横方向の調整痕も看

取される。外底面にハマの一部が熔着している。また，

口唇部には合わせ口で焼成したと思われる痕跡が残る。
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第１３２表　物原１　遺物観察表３３

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部に貝目
底部にハマ付着－無釉灰褐色－－１６．０物１　２Ｄ植木鉢２３１

第２３４図　物原１出土遺物�植木鉢
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第２３５図　物原１出土遺物
植木鉢
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　２３２，２３３は，吊り下げるための穴を口唇部に空

けるのではなく，口縁部外面に装飾のように粘土

を貼りつけ，その部分に穿孔を施したものであ

る。外面には，波状文が施され，素焼きである。

　２３３は，同様の植木鉢を合わせにして焼成した

ものと思われ，口唇部に他製品の口唇部が熔着し

ている。

　２３４は，口縁部を外側に折り返して肥厚させ，そ

の部分に穿孔を施したものである。焼け歪みが激

しく，口唇部には合わせ口にして焼成した際の，

他製品の口唇部の一部が熔着する。

　２３５は，胴部のみの資料である。内外面ともヘ

ラ状工具による横方向の調整痕が残り，胴部と頸

部には波状文が施される。

　２３６は，口唇部にも細い沈線状の装飾を施すも

のである。外面には，波状文が施される。２３７・

２３８は，外面に装飾がみられないものであるが，口

唇部に穿孔が施されているため，吊り下げ式の植

木鉢と思われる資料である。

　２３７は，素焼きのもので，内外面とも丁寧にナデ

調整が施される。

　２３８は，外面上位にタタキ成形時の平行タタキ

目が残る。
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第１３３表　物原１　遺物観察表３４

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

－無釉黄灰色－－１５．６物原１　２Ｄ植木鉢２３２
合わせ口の痕跡－無釉褐灰色－－１２．２物原１　２Ｄ植木鉢２３３
合わせ口の痕跡－無釉浅黄色－－－物原１　２Ｄ植木鉢２３４
内面に同心円状タタキ目－無釉にぶい褐色－－－物原２　２Ｅ植木鉢２３５

－無釉橙色－－１４．７物原１　３Ｆ植木鉢２３６
内面に同心円状タタキ目－無釉黄灰色－－１４．４物原１　４Ｄ植木鉢２３７

－無釉黄灰色－－１４．６物原１下３Ｅ植木鉢２３８

第２３６図　物原１出土遺物�植木鉢

0　　　　　　　　　　　　　　　　　 10cm
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237

238
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第２３７図　物原１出土遺物�盆栽鉢

0　　　　　　　　　　　　　　　　　 20cm

239



　盆栽鉢（第２３７・２３８図）

　２３９は，大形の盆栽鉢と思われるものである。平面は

長方形の形状を呈するものと思われ，残存している一辺

は短辺のほうである。外面下位に突帯を１条巡らし，底

面には獅子頭の獣足を有する。４脚あるものと思われ

る。

　２４０は，２３９と比較して小さいが，方形を呈する盆栽鉢

の底部と思われる資料である。外底面に半円状の脚部を

有する。
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第１３４表　物原１　遺物観察表３５

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

獅子頭脚内部以外全部施釉？灰釉　緑黄色灰赤色２１．７－長さ５８．２
物原１
３．４ＥＦ

物原１　４Ｅ
盆栽鉢２３９

－無釉灰黄褐色５．７－－物原１　４Ｅ盆栽鉢２４０

第２３８図　物原１出土遺物�盆栽鉢

0　　　　　　　　　　　　　　　　　 20cm

240
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第２３９図　物原１出土遺物�鉢

0　　　　　　　　　　　 10cm

241

242

243



　鉢（第２３９・２４０図）

　２４１～２４６は素焼きの鉢である。第２地点で多く出土し

ている。２４２・２４３は同一個体と思われる資料である。

２４１は内面に同心円状のタタキ目が残るが，他は内外面

ともヘラ状工具による横方向の調整痕が残るものがほと

んどである。口縁部の形状から３つに分けることができ

る。２４１・２４２は，口縁部が直行するものである。２４４・

２４５は，外側に折り返して肥厚させ，１条の突帯をつきう

るものである。２４６は，外側に丸く外反させるものであ

る。
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第１３５表　物原１　遺物観察表３６

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

－無釉橙色１９．９１６．０３５．０物１　４Ｆ下
４Ｅ鉢２４１

口唇部に貝目－無釉橙色－－３５．２物原１　４Ｄ鉢２４２
－無釉橙色－１６．０－物原１　４Ｄ鉢２４３
－無釉橙色－－３３．０物原１　４Ｄ鉢２４４
－無釉にぶい黄橙色－－３２．０物原１　４Ｄ鉢２４５
－無釉橙色－－３５．４物原１　３ＥＦ鉢２４６

第２４０図　物原１出土遺物�鉢

0　　　　　　　　　　　 10cm
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0　　　　　　　　　　　 10cm

247
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249
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251
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254

255
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258

第２４１図　物原１出土遺物�その他



　その他の出土遺物（第２４７～２６３図）

　第２地点の物原１からは，１点もの，もしくは，数点

しか出土していない器種のものが多く出土している。特

注品等，様々な種類の製品を製作していたものと思われ

る。

　２４７は，水注の注口部である。水注の出土量は遺物量

の多い物原１の中で非常に少なく，ほとんどみられな

い。水注であると判断でき，図化できたものは，この１

点のみであった。注口は他の物原から出土しているもの

と同様に巻き口のつくりである。外面には胴部と注口部

を接合させた痕跡が残る。把手部はどのような形状のも

のかは不明である。

　２４８・２４９は香炉と思われる資料である。２４８は，焼き

歪みが見られ楕円形に変形している。外底面には脚がつ

いていたと思われる痕跡が残り，脚部は３か所ついてい

たものと思われる。２４９は２本の脚部が残存しているが，

実際は３本あったものと思われる。また内底面には数個

の貝目が残っており，他の製品を内側に入れて重ね焼き

をしたものと思われる。また外底面にも貝目が看取され

る。

　２５０は皿のような形状のものの底部に，やや平たい足

がつくものである。何か所付けられるのかは残存部が少

ないため不明である。

　２５１，２５２は，溲瓶のつまみ部である。内面は無釉であ

る。２５３は，蓋のつまみと思われる資料である。つまみ

部は中空につくられ，頂部と蓋の上部にかけて穿孔が施

される。ガスや蒸気を逃がすための穴と思われる。

　２５４は，縦型の耳のしたに受け皿のような形状をした

ものが付着する資料である。釉は外面中位まで掛けら

れ，内面と外面下位は露胎し，口唇部の釉も拭い取られ

ている。また，合わせ口で焼成されたものと思われ，口

唇部には他製品の口唇部が一部熔着する。把手の形態か

ら茶釜の可能性も考えられる。

　２５５は，上面端部を打ち欠いて円形に整えたもので，用

途は不明である。　釉は上面のみ無釉である。

　２５６は，胴部又は底部をメンコに転用したものである。

　２５７は素焼きの土錘である。

　２５８は，底部を他のものに転用したと思われる資料で

ある。内面にはタタキ成形のあて具痕が残る。
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第１３６表　物原１　遺物観察表３７

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

残存部全面施釉灰釉　黒褐色にぶい橙色－－－物原１　３Ｆ注口２４７

口唇部以外全面施釉灰釉　にぶい黄色暗赤褐色－８．７１２．０物原１　３Ｄ香炉２４８

内外底面に貝目
脚部底面に貝目側面のみ施釉鉄釉　黒褐色灰黄褐色５．９－１３．０物原１　２Ｆ香炉２４９

－無釉灰黄褐色－－１９．８物原１　４Ｄ香炉２５０
外部全面施釉鉄釉　黒褐色灰黄褐色－－つまみ径６．５物原１　３Ｆ溲瓶２５１

内面にタタキ目外部全面施釉灰釉　浅黄色灰黄色－－つまみ径５．０物原１　３Ｅ溲瓶２５２
外部全面施釉灰釉　暗灰黄色にぶい赤褐色－－つまみ径５．２物原１　３Ｅ蓋２５３

口唇部に合わせ口の痕跡口唇部，内面以外全面
施釉灰釉　黒褐色褐灰色－－２３．２物原１　２Ｄ茶釜？２５４

上面以外全面施釉灰釉　灰緑色灰褐色－－上径８．８５物原１　３Ｃ不明２５５

残存部全面施釉灰釉　灰黄色にぶい赤褐色－－－物原１　４Ｄメンコ２５６
－無釉赤灰色－長さ４．３２．５物原１　３Ｆ土錘２５７

上面に目跡・タタキ目
下面に粘土付着残存部全面施釉灰釉　灰緑色灰黄褐色－－－物原１　２Ｅ不明２５８



　２５９，２６０は，口縁部を内側に折り返しておさめるもの

で，蓋が被るものと思われる。どちらも口唇部を除き，

残存部には灰釉が掛けられる。２５９は内外面に，２６０は外

面にヘラ状工具による調整痕が残る。２６１は，器壁が厚

く素焼きの資料で，用途は不明である。内外面にヘラ状

工具による調整痕が残る。２６２も，素焼きのもので用途

不明である。内面に筋状の調整痕が看取される。２６３は，

小形のかまどと考えられる資料である。内面には同心円

状のあて具痕が残る。
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第１３７表　物原１　遺物観察表３８

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部以外全面施釉灰釉　灰白色にぶい橙色－－２２．６物原１
３・４Ｄ・３Ｅ火消壺？２５９

口唇部以外全面施釉灰釉　にぶい橙色橙色－－２７．６物原１　４Ｅ火消壺？２６０

－無釉暗灰黄色－－３１．３物原１
３Ｆ・４Ｅ甕２６１

－無釉にぶい黄橙色３．２－物原１　３Ｇ不明２６２

内面にタタキ目－無釉にぶい黄燈色３．２－１５．３
物原１－表３．４

ＥＦ
物原１　３Ｇ

かまど２６３

第２４２図　物原１出土遺物�その他

0　　　　　　　　　　　 10cm
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　動物型土製品（第２４３図）

　２６４～２７２は動物型土製品である。２６６は胴が太く牛の

ようであるが，鬣が表現されているため，馬ではないか

と思われる。２６７は尾が長く表現される。２７０は，顔に髭

のようなものが表現されており，鼻にが穴が空けられて

いる。２７２は，脚部と思われる土製品である。他は欠損

しているため，全体像は不明である。足の指が７本つく

られている。
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第１３８表　物原１　遺物観察表３９

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 高さ幅長さ

－無釉灰褐色５．２－－物原１　４Ｆ動物型土製品２６４
－無釉浅黄色－－－物原１　４Ｅ動物型土製品２６５
－無釉褐灰色－－－物原１　４Ｅ動物型土製品２６６

残存部全面施釉鉄釉　暗褐色にぶい橙色－－－物原１　４Ｄ動物型土製品２６７
－無釉青灰色－－－物原１　４Ｄ動物型土製品２６８

残存部全面施釉灰釉　灰褐色にぶい黄色６．０４．４－物原１　３Ｇ動物型土製品２６９
残存部全面施釉鉄釉　褐色黒褐色６．８－－物原１　２Ｅ動物型土製品２７０
残存部全面施釉灰釉　緑黄色褐色－－－物原１　２Ｆ動物型土製品２７１
残存部全面施釉灰釉　にぶい褐色にぶい赤褐色－－－物原１　２Ｆ土製品２７２

第２４３図　物原１出土遺物�動物型土製品

0　　　　　　　　　　　 10cm
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第２４４図　物原１出土遺物�瓦

0　　　　　　　　　　　 10cm

273

274

275

276
277

278
279

280 281

282
283

284



　瓦（第２４４～２５０図）

　物原１からは陶片と一緒に大量の瓦が出土した。

　２７３～２８５は軒平瓦である。瓦頭部内の文様は，２７３・

２７４・２８５のタイプ，２７５～２７７のタイプ，２７８・２７９のタイプ，

２８０～２８２のタイプ，２８３のタイプ，２８４のタイプの６つに

分けることができ，瓦頭部内の文様を作成するための型

が６種類はあったものと思われ，これが同時期に存在し

たものであるのか時期差があるのかは不明である。
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第１３９表　物原１　遺物観察表４０

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 瓦頭厚頸厚厚さ

上面・瓦頭部に施釉灰釉　黄褐色明黄褐色３．７１．５１．８物原１　４Ｅ軒平瓦２７３
上面・瓦頭部に施釉灰釉　浅黄色橙色３．４１．９１．４物原１　３Ｅ軒平瓦２７４
上面・瓦頭部に施釉灰釉　浅黄色橙色３．７２．０１．８物原１　４Ｆ軒平瓦２７５

上面・瓦頭部に施釉灰釉　灰緑色橙色３．５２．４１．９物原１
２Ｄ物１軒平瓦２７６

上面・瓦頭部に施釉灰釉　灰黄色橙色３．７２．５１．９物原１
２Ｅ　物１軒平瓦２７７

残存部全面施釉灰釉　灰黄褐色にぶい黄橙色３．７１．５１．９物原１　２Ｄ軒平瓦２７８

上面・瓦頭部に施釉灰釉　緑黄色にぶい赤褐色４．０１．７２．３物原１
２ＣＤ表軒平瓦２７９

上面・瓦頭部に施釉灰釉　灰緑色赤褐色３．５１．４１．３物原１　４Ｅ軒平瓦２８０
上面・瓦頭部に施釉灰釉　浅黄色暗灰黄色３．３１．２１．４物原１　４Ｇ軒平瓦２８１
上面・瓦頭部に施釉灰釉　浅黄色にぶい褐色３．６１．９１．４物原１　４Ｃ軒平瓦２８２
上面・瓦頭部に施釉灰釉　灰緑色明赤褐色４．４１．５１．４物原１　３Ｅ軒平瓦２８３

上面・瓦頭部に施釉灰釉　灰緑色にぶい赤褐色３．４１．９１．８物原１
３Ｅ　物１軒平瓦２８４

上面・瓦頭部に施釉灰釉　黄灰色暗赤褐色３．６１．６１．７物原１軒平瓦２８５

第２４５図　物原１出土遺物�瓦

0　　　　　　　　　　　 10cm
285



　２８６～２９２は，軒丸瓦である。瓦頭部の文様の違いか

ら，２種類の型が存在したものと思われる。

　２８６～２８８は，中心の区分部分がやや太めにつくられて

いるもので，２８９～２９１は細めである。

　２８６は，完形のものであるが焼け歪みも見られる。丸

瓦部の玉縁寄りには穿孔が施され，上面には貝目も見ら

れる。瓦頭部には，ハマの一部と思われる粘土塊が熔着

する。内面は，ヘラ状工具により縦方向に削り調整が施

されており，その痕跡が看取される。また，瓦を焼成す

る際に使用したと思われる，平面が楕円形で断面が逆

「Ｔ」の字型をしたハマの痕跡も２か所見られる。
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第２４６図　物原１出土遺物�瓦
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第１４０表　物原１　遺物観察表４１

備考施釉釉薬胎土
法量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 瓦頭厚頸厚厚さ

丸瓦部の下面に貝目（長さ２９.２㎝）上面・瓦頭部に施釉灰釉　緑褐色褐色（小巴厚）１４．３１．９１．８物原１軒丸瓦２８６
上面・瓦頭部に施釉灰釉　緑黒色褐灰色（小巴厚）１４．７２．８２．３物原１ ３Ｅ軒丸瓦２８７
上面・瓦頭部に施釉灰釉　灰白色橙色－－－物原１ ４Ｇ軒丸瓦２８８

上面・瓦頭部に施釉灰釉　灰黒色にぶい橙色－－－物原１
３Ｅ  物１軒丸瓦２８９

上面・瓦頭部に施釉灰釉　浅黄色橙色－２．０－物原１ ３Ｇ軒丸瓦２９０
上面・瓦頭部に施釉灰釉　黄緑色橙色－２．４－物原１ ４Ｅ軒丸瓦２９１
上面・瓦頭部に施釉灰釉　浅黄色にぶい黄橙色－１．６－物原１軒丸瓦２９２

第２４７図　物原１出土遺物�瓦
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第２４８図　物原１出土遺物�瓦

0　　　　　　　　　　　 10cm

293

294

295



－ 275 －

第２４９図　物原１出土遺物�瓦
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第２５０図　物原１出土遺物�瓦
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　２９３～２９８は丸瓦である。基本的な製作方法は，粘土紐

を巻き上げ，タタキ成形を行っているものと思われる

が，最終的な調整に関しては，個体差が見られる。釉は，

玉縁部を除き上面のみ施釉される。

　２９３は上面に他の瓦が接触していた痕跡が残る。２９４

は，玉縁部寄りに穿孔が施されるもので，上面には他の

瓦が接触していた痕跡が残る。２９５・２９６は下面に同心円

状のあて具痕が残る資料で，外面にはヘラ状工具による

横方向の調整痕が残る。２９７は，内面に丸瓦に玉縁部を

接合した際の横ナデ痕が看取される資料である。２９８は

内面に粘土紐を巻き上げた痕跡が観察できるものであ

る。上面にはヘラ状工具による調整が施され，さらに，

落書きのような線が看取される。

　２９９・３００は，平瓦である。施釉は上面のみで，そのな

かでも瓦が重なる前の部分は施釉されていない。２９９は

両面とも調整痕は見られないが，３００は両面ともヘラ状

工具による調整痕が看取される。
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第１４１表　物原１　遺物観察表４２

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 長さ厚さ幅

上面に目跡（高さ４.８㎝）上面（玉縁以外）施釉灰釉　灰緑色にぶい赤褐色２５．２１．２１４．３物原１　４Ｇ丸瓦２９３
（高さ５.６㎝）上面施釉灰釉　灰黄色にぶい橙色－１．０１２．３物原１　４Ｄ丸瓦２９４

下面にタタキ目（高さ５.１㎝）玉縁の一部以外上面施釉灰釉　灰緑色灰褐色２３．５１．１１４．６物原１　３Ｇ
物２Ｆ丸瓦２９５

下面にタタキ目上面施釉灰釉　灰白色赤褐色－０．９－物原１　４Ｆ丸瓦２９６
上面施釉灰釉　灰黄色暗灰黄色－１．１－物原１　３Ｃ丸瓦２９７

上面に落書き？（高さ４.６㎝）上面（玉縁以外）施釉灰釉　灰緑色明赤褐色－１．１１３．７物原１　４Ｅ丸瓦２９８
上面施釉灰釉　浅黄色橙色２７．４１．９－物原１　４Ｄ平瓦２９９
上面施釉灰釉　灰黄褐色にぶい黄橙色２７．０１．４２０．１物原１　３Ｇ平瓦３００



 

　窯道具（第２５１～２６３図）

　窯道具は，大きく４つに分けることができる。大部分

を占めるものはハマで，その他，詳細な使用方法が不明

であるが，窯道具であろうと考えられる資料や，瓦と瓦

の間に挟んで使用したのではないかと考えられる窯道具

も見られる。また，トチンやサヤ鉢も出土している。
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第１４２表　物原１　遺物観察表４３

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高長さ幅

上面に貝目－無釉にぶい赤褐色６．６１１．７－物原１　３Ｇハマ３０１
上面に貝目－無釉にぶい橙色９．２１１．５－物原１　４Ｄハマ３０２
上面に瓦付着　－無釉灰色５．９７．０－物原１　２Ｅハマ３０３

指痕－無釉赤褐色上５．２
下２．０８．８－物原１　３Ｅハマ３０４

上面に貝目
側面に３か所の穿孔－無釉灰色６．０８．３－物原１　４Ｆハマ３０５

上・下面に貝目－無釉にぶい黄褐色４．２１２．５－物原１　３Ｃハマ３０６
上面に貝目－無釉褐色５．２１１．８－物原１　４Ｅハマ３０７

－無釉灰色２．６７．５－物原１　４Ｅハマ３０８
上・下面に貝目－無釉黄灰色８．１２．７－物原１　４Ｆハマ３０９
下面に貝目－無釉暗赤灰色３．０７．２－物原１ハマ３１０

第２５１図　物原１出土遺物�窯道具
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　３０１～３６１は，ハマで，形状から次の４つに

細分化できる。平面が三角形・円形・長方形

状で，断面が馬蹄形を呈するもの，粘土を棒

状に握って使用したもの，窯壁や粘土塊を転

用した大形のもの，本来は窯の内部の様子を

見るための色見孔の蓋として使用されたもの

を転用した平面ドーナツ型状のものである。

　３０１～３０５は，平面が三角形，断面が馬蹄形

を呈するものである。３０１・３０２は上面に貝目

が残る。３０３は上面に瓦，３０４は棒状のハマが

熔着したものである。３０５は側面に３か所穿

孔が施される。

　３０６～３１０は，平面が円形，断面が馬蹄形を

呈するものである。３０６・３０７は，比較的大形

のもので，３０６は両面に貝目が残る。３０７は，

上面にのみ貝目が残る。３０８～３１０は小形のも

ので，３点とも両面に貝目や黄褐色の目跡な

どが看取される。
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第２５２図　物原１出土遺物�窯道具
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第２５３図　物原１出土遺物�窯道具
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　３１１～３２０は，上面が長方形，断面が馬蹄形を呈するハ

マである。

　３１１は上面に砂粒が付着する。３１４・３１５は上面に平面

が三角形で断面が馬蹄形のハマの一部が熔着するもので

ある。３１４は下面に貝目が残る。３１５は下面にもハマの一

部が熔着しその上に貝目が残る。３１６は上面に棒状のハ

マが熔着しており，その上に貝目が残る。３１７は上面に

製品をのせたと思われる目跡が残り，下面には貝目が残

る。３１８・３２０は上面に瓦が熔着している資料である。３１９

は，上面にハマの一部が熔着し，その上に貝目が残る。
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第２５４図　物原１出土遺物�窯道具

第１４３表　物原１　遺物観察表４４

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高長さ幅

上面に砂粒付着　下面に指痕－無釉橙色３．８９．６－物原１　４Ｆハマ３１１
－無釉にぶい黄橙色６．０１１．０－物原１　３Ｆハマ３１２
－無釉橙色５．０１２．２－物原１　２Ｄハマ３１３

上面にハマ付着？
上面に指痕底面に貝目－無釉灰赤色４．７１３．０－物原１　３Ｅハマ３１４

ハマ付着　下面に貝目－無釉橙色６．９１０．５－物原１　３Ｆハマ３１５
ハマ付着　上面に貝目－無釉浅黄色２．６７．３－物原１　３Ｅハマ３１６
上面に白い砂粒付着
下面に粘土付着－無釉灰黄褐色５．０－－物原１　３Ｆハマ３１７

上面に瓦付着　下面に指痕－無釉にぶい赤褐色５．０－－物原１　３Ｇハマ３１８
上・下面に貝目
上面に他ハマ付着－無釉灰色４．０－－物原１　４Ｅハマ３１９

瓦付着－無釉橙色４．７８．２－物原１ハマ３２０
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第２５５図　物原１出土遺物�窯道具
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　３２１～３３２は本来の用途は色見孔の蓋と思われるが，ハ

マとして転用したものと考えられるため，ここに掲載し

た。本来の形状は，平面がドーナツ状を呈するものであ

る。

　３２１～３２９は直径２０㎝弱程度で比較的大きいものであ

る。３２２を除き上面には貝目が残っている。３２１はさらに

上面に他のハマの一部が熔着している。

　３３０～３３２はやや小形のものである。３３０・３３２の上面に

は貝目が残る。３３１は見られない。３３２は中心の穿孔が貫

通していないものである。 
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第１４４表　物原１　遺物観察表４５

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高長さ幅

上・底面に貝目－無釉にぶい黄橙色上２．２
下６．３８．４－物原１　３Ｅハマ３２１

－無釉にぶい褐色５．２－－物原１　３Ｆハマ３２２
上面に貝目－無釉にぶい橙色４．７－－物原１　３Ｅハマ３２３
上面に貝目－無釉灰赤色４．８－－物原１　２Ｄハマ３２４
上面に貝目　上面に指痕－無釉灰赤色４．０－－物原１　３Ｅハマ３２５
上面に貝目－無釉にぶい橙色５．２７．２－物原１　４Ｇハマ３２６

－無釉灰褐色４．０－－物原１　２Ｄハマ３２７
－無釉橙色４．６－－物原１  ３Ｅ表ハマ３２８

上面に貝目　指痕－無釉明赤褐色５．１－－物原１　３Ｇハマ３２９
上面に貝目－無釉暗灰色４．２－－物原１　３Ｆハマ３３０

－無釉にぶい橙色４．０８．５９．５物原１　４Ｆハマ３３１
上面に貝目－無釉にぶい橙色５．２１１．５－物原１　３Ｇハマ３３２

第２５６図　物原１出土遺物�窯道具

0　　　　　　　　　　　 10cm

330 331

332



－ 284 －

第２５７図　物原１出土遺物�窯道具
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　３３３～３３７は粘土塊をハマとして用いたと思われる資料

である。３３３，３３４は上面にも下面にも貝目が残る。３３５

は下面に棒状のハマが２本熔着したものである。水平を

とる微調整のために併用したものと思われる。上面には

貝目が残る。３３７は２つの粘土塊と棒状のハマを合わせ

て用いられたものである。

　３３８～３４１は棒状を呈するハマである。底部に挟んで使

用するためか，ややカーブした形状のものが多い。手で

簡単に握って作られたものと思われ，表面に指痕が看取

される。３４０は貝目も残る。３４２，３４３は製品の底部に棒

状のハマが熔着したものである。３４３はイタヤガイの貝

目も残る。
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第１４５表　物原１　遺物観察表４６

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高長さ幅

上底面に貝目－無釉黒色１３．３１６．２物原１　３Ｇハマ３３３

上底面に貝目－無釉暗灰色６．９－最大幅
　１３．９物原１　３Ｃハマ３３４

上面に貝目－無釉黒色－－－物原１　４Ｄハマ３３５
鉄釉付着　上面に貝目－無釉黄灰色６．８－－物原１　２Ｄハマ３３６
上面に貝目－無釉黒色６．８－－物原１　３Ｅハマ３３７
両面に指痕－無釉褐灰色４．０－－物原１　２Ｄハマ３３８
側面に指痕－無釉橙色３．３－－物原１　２Ｄハマ３３９
側面に指痕・貝目－無釉にぶい赤褐色３．７１０．４－物原１　２Ｄハマ３４０
上面に指痕－無釉にぶい褐色２．５－－物原１　２Ｄハマ３４１
上面に他製品付着　ハマ付着－無釉浅黄色３．２－－物原１　３Ｆハマ３４２
上面に他製品付着－無釉灰黄褐色－－－物原１　４Ｅハマ３４３

第２５８図　物原１出土遺物�窯道具
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第１４６表　物原１　遺物観察表４７

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高長さ幅

ハマ付着瓦残存部全面施釉灰釉　暗赤灰色暗赤褐色－－－物原１　２Ｄハマ３４４
上面に高台痕下面施釉灰釉　暗褐色褐色－－－物原１ハマ３４５
上面に貝目残存部全面施釉灰釉　赤褐色赤褐色２．０１５．２１１．８物原１　２Ｄハマ３４６
上面に貝目残存部全面施釉灰釉　暗赤褐色暗赤褐色１．４－－物原１　２Ｄハマ３４７

他のハマ付着瓦残存部全面施釉鉄釉　暗赤褐色にぶい赤褐色　瓦１．６
ハマ３．３－－物原１　２Ｄハマ３４８

第２５９図　物原１出土遺物�窯道具
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　３４４～３４８は瓦に様々な目跡が残る資料である。瓦を窯

道具として転用して用いているのか，瓦を平積みにして

焼成し，さらに最上部の面に他の製品を置いて焼成した

のか，詳細は不明であるが，３４６のように断面に釉が付着

しているものもあり，明らかに転用とみなされる資料も

ある。３４４は瓦の下位に粘土塊のハマと棒状のハマが熔

着したものである。３４５は白色の高台畳付の痕跡が残る

ものである。３４６は１か所に６つの貝目が残るもので，

割れ口が火をうけていることから，瓦をハマとして転用

したものと思われる。３４７はイタヤガイの貝目が残るも

のである。３４８は下面にハマの一部が熔着する。

　３４９～３６１は平面が楕円形，断面が「┤」の形状を呈す

る窯道具である。瓦に熔着して出土している例もあり，

瓦を焼成する際用いられたと思われる。大小様々な大き

さのものが存在する。貝目等の痕跡が残るものは見られ

ない。 
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第１４７表　物原１　遺物観察表４８

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高長さ幅

－無釉灰褐色４．４１２．２５．８物原１　４Ｆハマ３４９
指痕－無釉灰黄褐色３．９８．３４．５物原１　４Ｇハマ３５０
指痕－無釉にぶい黄橙色３．６７．７４．０物原１　４Ｆハマ３５１
指痕－無釉灰黄色４．４５．９４．３物原１　４Ｆハマ３５２
指痕－無釉灰褐色４．０７．５３．０物原１　３Ｆハマ３５３

－無釉浅黄色４．１６．８３．１物原１　３Ｆハマ３５４
－無釉にぶい褐色３．３６．０４．２物原１　３Ｆハマ３５５
－無釉にぶい褐色４．７６．４３．３物原１　２Ｄハマ３５６
－無釉黄褐色３．３６．１３．７物原１　２Ｆハマ３５７
－無釉灰色２．３４．２２．７物原１　２Ｄハマ３５８
－無釉暗灰黄色４．６４．７２．６物原１　２Ｄハマ３５９
－無釉灰白色３．２５．１３．７物原１　４Ｆハマ３６０
－無釉灰白色３．２４．０５．２物原１　３Ｆハマ３６１

第２６０図　物原１出土遺物�窯道具

0　　　　　　　　　　　 10cm

349 350

351 352

353 354 355

356 357 358 359

360 361



－ 288 －

第１４８表　物原１　遺物観察表４９

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径上径

－無釉灰黄褐色２．６１７．２１７．２物原１　２Ｄ窯道具３６２
下面に貝目－無釉にぶい黄橙色２．１１７．２－物原１　３Ｇ窯道具３６３
下面に貝目残存部全面施釉鉄釉　褐色黄灰色１．４１９．２１９．２物原１　２Ｄ窯道具３６４
上面に文字－無釉にぶい赤褐色１．６１５．６１５．８物原１　４Ｆ窯道具３６５
下面に貝目・文字か？－無釉褐灰色１．７１９．０－物原２　５．６ＥＦ窯道具３６６

第２６１図　物原１出土遺物	窯道具
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第２６２図　物原１出土遺物
窯道具



　３６２～３６６は詳細な用途は不明であるが，窯道具と思わ

れる資料である。平坦な円板をつくり，その縁に粘土紐

を斜め上方に向けて貼り付けたもので，中心は穿孔が施

され，その周辺に３か所突起をつける。３６３は，下面に３

条の沈線が巡る。３６４は下面に貝目が残る。３６５は上面に

文字と思われる釘彫りが刻まれるが，判読が難しい。

３６６は下面に釘彫りが刻まれ，貝目も残る。

　３６７～３７０はサヤ鉢である。内外面はヘラ状工具による

横方向の調整が施される。３６７は内面に白色の高台痕が

残る。また口唇部と外底面に貝目も残る。３６８は，口縁

部と外底面に貝目が残るが，外底面はイタヤガイを使用

している。３６９は，口唇部に重ね焼きの痕跡が残る。３７０

は，内面に白色の砂粒混じりの胎土目が熔着し，外底面

には貝目が残る。

　３７１はトチンである。上面には白色の高台痕が看取さ

れる。

　堂平窯製品以外（第２６４図）

　３７２は肥前系陶器の碗で，外面に鉄絵が描かれる。３７３

は，中国青花の碗である。３７４は，中国青花の皿を転用し

てメンコにしたものである。３７５～３７７は，肥前系陶器の

皿である。３７５・３７６は，見込みに砂目が残る。３７８は，竜

門司焼の碗である。見込みは重ね焼きのための蛇ノ目釉

剥ぎが施される。３７９は浅鉢である。外面口縁部下位に

装飾が付けられ，内底面には貝目が残る。

　３８０は縄文土器，３８１は成川式土器の底部である。他の

物原からも同時代の遺物が出土していることから，窯を

造る際，破壊されたものと思われる。
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第１５０表　物原１　遺物観察表５１

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

畳付と高台内面以外
全面施釉灰釉　灰色にぶい黄橙色－４．６－物原１　表上碗３７２

全面施釉透明釉　明緑色灰白色－－－物原１　４Ｆ碗３７３
全面施釉透明釉　灰白色灰白色厚さ３．５－径２．９物原１　２Ｅメンコ３７４

見込みに目跡畳付以外全面施釉灰釉　灰白色にぶい黄橙色－４．４－物原１　３Ｅ皿３７５

見込みに目跡畳付と高台内面以外
全面施釉灰釉　灰色にぶい黄橙色－４．６－物原１　３Ｆ皿３７６

底部付近以外施釉灰釉　灰緑色灰褐色３．１－１４．０物原１　３．４ＥＦ皿３７７

竜門司焼畳付と高台内面以外　全
面施釉白化粧土　透明釉灰色６．１４．８１１．５物原１　４Ｅ碗３７８

内底面に貝目口唇部と外底面以外施釉鉄釉　黒褐色にぶい褐色１０．７２２．８２９．０物原１　４Ｄ鉢３７９
－無釉にぶい橙色－－－物原１　３Ｆ土器３８０

ヘラ調整－無釉灰色－－－物原１　２Ｆ土器３８１

第２６３図　物原１出土遺物�窯道具

第１４９表　物原１　遺物観察表５０

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部・底部に貝目－無釉黄灰色８．５１７．２１６．５物原１　４Ｇサヤ鉢３６７
口唇部・底部に貝目－無釉暗灰黄色９．２１６．０１７．６物原１　４Ｆ下サヤ鉢３６８
口唇部に貝目－無釉灰黄色１１．５１６．５物原１　４Ｆサヤ鉢３６９
内底面に砂粒付着　外底面に貝目－無釉褐灰色－１６．０－物原１　４Ｄサヤ鉢３７０

上面に高台痕－無釉赤褐１５．８８．５上径
６．５

物原１
４Ｆ・４Ｄモノ２トチン３７１

0　　　　　　　　　　　 10cm
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第２６４図　物原１出土遺物�堂平窯製品以外
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第２６５図　物原２出土遺物 徳利・水注・片口
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　第２地点物原２の出土遺物
　徳利・片口・蓋・鉢・擂鉢（第２６５・２６６図）

　１～５は徳利である。１は，頸部が細長い形状を呈す

る「鶴首」型の資料である。２～５は，口縁部先端の形

状はそれぞれ異なるが，全体的に肉厚の形状の資料が多

く見られる。５は，内面頸部に同心円状のタタキ目が密

に残る。６～８は水注で，６・７は注口部，８は把手部で

ある。注口はどちらも巻き口である。８の把手部は中空

である。９～１１は片口である。９は小形のもので，１０・

１１は大形のものである。９・１０は片口部が欠損している。

　１２，１３は浅鉢型の蓋である。１２は蓋でない可能性も考

えられる。内面は，同心円状のタタキ目が横ナデにより

消されていることが看取される。１３は上面に貝目が残

る。外面胴部には筋状の調整痕が残る。１４は把手付きの

鉢である。把手部は欠損している。内面は，かすかに同

心円状のタタキ目が残る。１５は擂鉢である。擂り目は細

く密に入り，外面にはヘラ状工具よる横方向の調整痕が

入る。
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第１５１表　物原２　遺物観察表１

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高上径口径

内面に同心円状タタキ目内面の一部以外全面施釉灰釉　灰緑色灰色－－ ５．２物原２　５Ｅ徳利１
内面に同心円状タタキ目残存部全面施釉灰釉　暗赤褐色灰色－－１０．０物原２　５Ｄ表下徳利２
内面に同心円状タタキ目残存部全面施釉灰釉　にぶい黄色褐灰色－－ ６．８物原２徳利３

残存部全面施釉灰釉　灰緑色赤灰色－－ ６．８物原２徳利４
内面に同心円状タタキ目内面の一部以外全面施釉灰釉　灰緑色暗赤褐色－－ ７．４物原２　５Ｄ表徳利５

残存部全面施釉灰釉　灰緑色褐灰色－－－物原２　６Ｅ水注６
外面と注口施釉灰釉　黒褐色にぶい黄橙色－－－物原２　５Ｅ水注７
内外面下位以外施釉灰釉　灰緑色浅黄色－－１２．６物原２　５．６Ｄ水注８

合わせ口の痕跡口唇部以外全面施釉灰釉  にぶい黄色にぶい黄橙色－－２２．８物原２　５Ｅ鉢９
口唇部以外全面施釉灰緑色褐灰色－－２２．０物原２　５Ｄ片口１０
口唇部以外全面施釉灰釉　灰緑色灰褐色－－２３．４物原２　５．６ＥＦ片口１１

口唇部に貝目
内面にタタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　灰黄褐色明赤褐色１０．６２３．４３８．７物原２　５Ｅ蓋１２

上面に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　にぶい黄色灰黄褐色 ３．９１１．４２０．０物原２　５Ｅ蓋１３
口唇部に貝目
内面にタタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　浅黄色橙色－－４２．８物原２　５Ｅ鉢１４

口唇部以外全面施釉灰釉　浅黄色暗灰黄色－－－物原２　５．６ＥＦ擂鉢１５

第２６６図　物原２出土遺物�蓋・擂鉢

0　　　　　　　　　　　　　　　　　 20cm

12 13

14

15

0　　　　　　　　　　　10cm

（１４のみ S＝１／３）

tamarincororin
タイプライターテキスト
甕

tamarincororin
タイプライターテキスト



－ 294 －

第２６７図　物原２出土遺物�甕
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　甕（第２６７・２６８図）

　１６～２２は甕である。口縁部の形状から大きく４つに分

けることができる。

　１６は，口縁部を外側に折り返して肥厚させ，「Ｔ」字状

につくるもので，口唇部は内側を高く，外を溝縁状につ

くる。口唇部の釉は拭い取られ，貝目が残る。

　１７～１９は，口縁部を外側に折り返し，断面三角形状に

おさめるもので，口唇部外側の縁はやや丸みを帯びる。

また口縁部外面は低い段を２～３条有する。口唇部の釉

は拭い取られ貝目が残る。１７は，口唇部に貝殻の背面利

用したもので，放射脈の痕跡が残る。内面には同心円状

のタタキ目が明瞭に残る。１８は，横方向の調整痕が残

る。

　１９は，口縁部を外側に折り返し，「Ｔ」字状につくるが，

やや甘くなったものである。口唇部は内側を高く，外を

溝縁状につくり，釉は拭い取られ，貝目が残る。

　２１・２２は口縁部の断面は１７～１９と同様であるが，口縁

部外面には段を有しないタイプの資料である。どちらも

内面は，横ナデ調整が施されているため，同心円状のタ

タキ目はかすかに看取されるのみである。２１は，外面口

縁部直下に縄状の突帯を有する。外面は横ナデ調整痕が

残る。２２は，肩部に縄状の突帯が巡る。
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第１５２表　物原２　遺物観察表２

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

内面に同心円状のタタキ目
口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　黒褐色褐灰色－－４１．０物原２　５Ｅ甕１６

口唇部に貝目　内面に
同心円状のタタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　黒褐色赤色－－３７．６物原２　５Ｅ甕１７

内面に同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　黒褐色浅黄色－－３８．７物原２
５．６ＥＦ甕１８

口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　暗褐色にぶい橙色－－３３．４物原２　５Ｅ甕１９
口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　淡黄色灰褐色－－３１．６物原２　５Ｅ甕２０
口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　灰白色にぶい赤褐色－－２２．４物原２

５Ｄ表甕２１

口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　黒褐色褐灰色－－２６．６物原２

２．６Ｅ甕２２

第２６８図　物原２出土遺物�甕
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第２６９図　物原２出土遺物�壺

0　　　　　　　　　　　　　　　　　 20cm

23

24

25



　壺（第２６９～２７０図）

　２３～２８は壺である。口縁部と口

唇部の形状により，大きく３つに

分けることができる。

　２３～２５は，外側に折り返した口

縁部が，外面口縁部下位に付く形

状を呈する。２３は，ほぼ完形に復

元できた資料で，内面全体に同心

円状のタタキ目が明瞭に残る。口

唇部には貝目が残る。２４は，口唇

部に貝目が７か所残る。２５は，口

縁部の内側への張り出しが強いも

ので，内面には同心円状のタタキ

目が残るが，釉が厚くかかるため

はっきりとしない。

　２６・２７は，口縁部を外側に折り

返して肥厚させ，「Ｔ」字状につく

り，口唇部を内側は高く，外側は

溝縁状につくるものである。２６

は，肩部に，ヘラ状工具による筋

状の調整痕が残る。２７は，肩部に

縦耳が付くもので，全体の個数は

不明である。

　２８は，肩部以下は欠損している

が，大形になる資料である。口縁

を外側に折り返して肥厚させ，端

部を下垂気味につくるもので，口

唇部はやや丸みを帯びる。耳は，

丸みを帯びた横耳が４か所つく。

肩部には，縄状の突帯とその上位

に突帯が巡る。外面には，ヘラ状

工具による横方向の調整痕が看取

されるが，内面にはタタキ目は見

られない。
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第２７０図　物原２出土遺物�壺

第１５３表　物原２　遺物観察表３

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　灰緑色灰色３７．５１５．７１５．７物原２　３Ｇ壺２３
口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　明黄褐色暗灰黄色－－１７．０物原２　３Ｇ壺２４
口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　浅黄色灰赤色－－１５．４物原２　５Ｅ壺２５
口唇部に貝目　内面に
同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　黒褐色にぶい黄橙色－－１４．０物原２　６Ｅ壺２６

口唇部に貝目口唇部以外全面施釉鉄釉　黒褐色灰褐色－－－物原２　５Ｅ壺２７

口唇部に貝目残存部全面施釉灰釉　灰緑色黒褐色－－１５．４物原２
２Ｄ　物１壺２８

0　　　　　　　　　　　　　　　　　 20cm
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　その他（第２７１図）

　器種が不明なものや，１点のみの資料を掲載した。

　２９は，口縁部に蓋受け部がつくられるもので，器種や

用途は不明である。内面は施釉されるが，外面は無釉

で，横方向の調整痕が残る。内面は，ヘラ状工具による

削り調整の痕跡が筋状に残り，外面は横方向の調整痕が

残る。３０は，半筒碗のような器形を呈する資料で，素焼

きである。外底面は糸切りである。３１は，小皿か窯道具

か用途不明の資料である。外面に削り調整を施す。３２

は，円板状の形状を呈する資料で，蓋のようでもあるが，

上面につまみは付かず，用途不明である。３３は，溲瓶の

つまみ部分である。中心に穿孔が施される。外面には，

施釉時に付いたと思われる指跡が看取される。内面は無

釉である。３４は，口唇部に蓋受け部をつくるもので，小

壺もしくは水注の可能性が考えられる。肩部が張る器形

を呈する。外面は灰釉が施釉されるが，内面は無釉で横

ナデ調整が施される。３５は大形の植木鉢の一部と思われ

る。外面には貼り付けの文様が装飾され，ヘラ状工具に

よる筋状の器面調整も施される。
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第１５４表　物原２　遺物観察表４

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

内面に同心円状のタタ
キ目内面のみ施釉鉄釉　灰緑色褐灰色－－１４．２物原２

５Ｄ表下
火消
壺？２９

外面に指ナデ痕
外底面糸切りー無釉にぶい黄橙色６．９５．７ ８．８物原２　６Ｅ不明３０

残存部全面施釉灰釉　灰緑色褐灰色２．４４．６ ７．６物原２　５Ｄ不明３１
ー無釉灰色０．６－ ７．５物原２　５Ｅ蓋？３２

つまみ内部と外部全面施釉灰釉　灰緑色にぶい赤褐色－－－物原２   ５．６EF溲瓶３３
外面のみ施釉灰釉　黄灰色褐灰色－－１０．０物原２　６Ｅ水注？３４
残存部全面施釉鉄釉　黒緑色にぶい橙色－－－物原２　５Ｅ不明３５

第２７１図　物原２出土遺物�その他
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　瓦（第２７２図）

　３６・３７は軒平瓦である。瓦頭部の文様がそれぞれ異な

るものである。３６は，平瓦部分の上面にヘラ状工具によ

る調整痕が，縦方向に残るが，下面は横方向に残る。施

釉は，灰釉が上面の脇を除く部分と，瓦頭部前面から裏

面にかけてかかる。３７は，瓦頭部が厚手のものである。

平瓦部分の上面は，縦方向の調整痕が施されるが，下面

はナデ消していて痕跡は見られない。施釉は，灰釉が上

面の脇を除く部分と，瓦頭部前面と下部のみかけられ，

裏面にはかからない。

　３８は軒丸瓦である。灰釉が，瓦頭部全面にかかる。

－ 299 －

第１５５表　物原２　遺物観察表５

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 瓦頭厚顎厚厚さ

上面・瓦頭部施釉灰釉　灰緑色にぶい橙色３．４１．２１．５物原２　４Ｅ軒平瓦３６

上面・瓦頭部のみ施釉灰釉　灰黄色橙色３．４２．０１．７物原２　Ｄ５．６軒平瓦３７

残存部全面施釉灰釉　灰白色橙色－－－物原２　Ｅ５．６軒丸瓦３８

第２７２図　物原２出土遺物�瓦
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　窯道具（第２７３図）

　３９～４３は窯道具である。

　３９は断面が馬蹄形，平面が三角形の形状を呈するハマ

である。上面には貝目が残る。４０は，本来の用途は色見

孔の蓋であるが，ハマに転用したものである。上面に貝

目が残る。４１は，３９の形状を呈するハマと粘土を手で棒

状に握ってつくったものが熔着したものである。棒状の

窯道具は，高さを微調整するために使用されたものと思

われ，それを示す資料である。４２は，粘土塊をハマとし

て使用したもので，上面にイタヤガイの貝目が看取され

る。４３は窯道具と思われる資料で，中心部に穿孔が施さ

れているが，他の物原で出土した同様の窯道具では，上

面に突起が３か所付くが，この資料には見られない。上

面には，筋状の調整痕が看取される。また，下面中央は，

窪みを有し段をつくる。
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第１５６表　物原２　遺物観察表６

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高長さ幅

上面に貝目－無釉暗赤灰色５．１－８．９物原２　５Ｅハマ３９
上面に貝目－無釉にぶい赤褐色３．２－９．９物原２　５Ｅハマ４０
上，底面に貝目－無釉灰色５．１－９．０物原２　６Ｅハマ４１
上面に貝目－無釉暗灰色７．８－９．４物原２　７Ｄハマ４２

－無釉灰黄褐１．７底径１６．８－物原２
４・６Ｅ窯道具４３

第２７３図　物原２出土遺物	窯道具
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　堂平窯製品以外（第２７４図）

　４４～４７は，堂平窯の製品ではないと思われる資料を掲

載した。

　４４は外面に笹の掻き落とし文が施された甕である。１９

世紀代の苗代川焼と考えられる。釉は，口唇部を除き，

残存部は全面に施釉される。胎土は，堂平窯の製品と比

べて粗い。

　４５は，底部のみの資料である。皿である。胎土は緻密

で，砂粒等も含まずよく焼き締まっている。高台は削り

出しでつくられる。内外面には，細い筋状の調整痕が看

取される。無釉であると思われる。

　４６・４７は軒丸瓦の一部である。瓦頭部の前面と脇には

灰釉が施釉される。同一個体の可能性がある。４６の瓦頭

部の裏面には，筋状の調整痕が施される。
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第１５７表　物原２　遺物観察表７

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部のみ釉剥ぎ灰釉　緑黒色にぶい赤褐色－－３４．８物原２
３．６ＥＦ甕４４

－無釉灰褐色－６．８－物原２
５．６Ｄ皿４５

表面・側面のみ施釉灰釉　緑黒色にぶい褐色－－径１０．０物原２　４Ｅ軒丸瓦４６
表面のみ施釉灰釉　緑黒色にぶい褐色－－－物原２　５Ｅ軒丸瓦４７

第２７４図　物原２出土遺物
堂平窯製品以外
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第５節　表層の出土遺物
　第１地点表層出土遺物

　第１地点から出土した遺物で，表層として取り上げた

もののうち，特徴的な資料を掲載しておく。

　碗（第２７５・２７６図）

　１～５は，高台を削り出しでつくらず，底面に粘土紐

を貼り付けて付け高台にする。

　１・２は，腰部が張る形状のもので，高台畳付には貝

目が残る。釉は，灰釉が畳付も含め，残存部前面に施釉

される。

　３は１・２に比べて小形の資料で，碗の中に分類した

が，一般的な碗としての用途ではないものと思われる。

高台は低くつくられ，施釉は，総釉である。

　４は，碗の底部で，体部や高台部は欠損している。打

ち欠いたものと思われる。高台内面には「メ」の字状の

釘彫りが刻まれている。

　５は，１・２の碗と比べると大形のもので，碗の中に

分類したが，鉢もしくは盤のような器種である可能性も

考えられる。見込みには，他製品の一部が熔着する。ま

た，畳付には貝目が残り，高台内面には，一部釉が削ら

れたような痕跡が残る。残存部は全面施釉される。
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第１５８表　第１地点表層　遺物観察表１

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）出土地点

層位器種レイアウト
番号 器高底径口径

残存部全面施釉灰釉　黄褐色黒褐色－ ６．８－第１地点３Ｇ表碗１
残存部全面施釉灰釉　浅黄色黄灰色－ ５．４－第１地点３Ｇ表碗２
残存部全面施釉灰釉　緑黄色暗灰黄色－ ３．９ ７．８第１地点表層碗３
残存部全面施釉灰釉　にぶい黄色黄灰色－－－第１地点３Ｇ表碗４

畳付に貝目
他製品の痕跡残存部全面施釉灰釉　緑黒色にぶい赤褐色－２１．８－第１地点１Ｅ表碗５

畳付に白い砂粒付着
見込みに目跡と高台痕残存部全面施釉透明釉灰白色８．４ ５．０１４．０第１地点表層碗６

畳付以外全面施釉透明釉淡黄色－ ５．５－第１地点表層碗７
畳付に白い砂粒付着
見込みに目跡残存部全面施釉透明釉灰白色－ ５．６－第１地点６Ｃ表碗８

高台に砂粒付着　見込
みに目跡畳付以外全面施釉透明釉浅黄色－ ５．０－第１地点３Ｇ表碗９

畳付に白い砂粒付着
見込みに目跡畳付以外全面施釉透明釉淡黄色－ ５．２－第１地点６Ｃ表碗１０

見込みに目跡畳付以外全面施釉透明釉淡黄色－ ４．８－第１地点３Ｇ表碗１１

第２７５図　第１地点表層出土遺物�碗
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　白色陶胎（第２７６図）

　６～１１は白色陶胎の碗である。

すべて畳付以外，透明釉がかけら

れている。これらの碗は見込みに

白色の胎土目を数か所置き，その

上に別の製品の高台をのせると

いった「重ね焼き」の技法で焼成

されており，見込みや畳付に胎土

目が看取される。

　６は外面の一部に，鉄釉がかけ

られており，「けしき」が施されて

いる。見込みには胎土目と畳付の

痕跡が残り，高台内面には削り出

しの巴が看取される。

　７は外面腰部に削り出しの痕跡

が稜線となって強く残る資料であ

る。

　８は見込みに胎土目と畳付痕が

残り，畳付から高台内面にかけて

白色砂粒まじりの胎土目が付着し

ている。９は，見込みにやや小さ

めの胎土目が残り，畳付には，白

色砂粒まじりの胎土目が付着す

る。１０は，見込みに胎土目と畳付

痕が残る。１１は，切り高台となる

資料である。見込みにやや小さめ

の胎土目が残る。
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第２７６図　第１地点表層出土遺物�白色陶胎　碗



　白色陶胎　皿（第２７７図）

　１２は，胎土は白物と同様の白色胎土を用いるが，釉は

鉄釉が畳付と高台内面を除き全面にかけられた資料であ

る。見込みにはイタヤガイを用いた貝目が鮮明に看取さ

れる。１３は，畳付も含め総釉である。

　１４は，大形の皿もしくは盤になるものと思われる資料

である。高台内面には削り出しの痕跡が巴状に深く残

る。素焼きの段階であるのか，焼成不良のため釉の発色

が悪いのか不明である。

　１５～１７は蓋である。１５・１６は上面に灰釉がかかり，１７

は上面に鉄釉がかかる。また１６は，中央を穿孔し，その

上につまみを付けている。

　１８～２０は徳利である。１８・１９は頸部が長いタイプの資

料と思われ，薄い灰釉がかかる。１８は，外底面に１か所

貝目が残る。２０は胴部のみであるが，外面には波状文と

３条の沈線が巡り，内面には同心円状のタタキ目が残

る。

　２１は水注と思われる。胴部は球形を呈し，注口部は巻

き口である。
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第１５９表　第１地点表層　遺物観察表２

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）出土地点

層位器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部と高台脇から
高台内部以外施釉鉄釉　暗褐色灰白色４．３ ６．２１２．７第１地点３Ｇ表皿１２

残存部のほぼ全面施釉鉄釉？緑褐色淡黄色－ ５．９－第１地点３Ｇ表皿１３

－無釉灰白色－ ７．８－第１地点３Ｇ表皿１４
残存部の上面ほぼ全

面に施釉灰釉　黒褐色にぶい赤褐色２．９－１７．２第１地点３Ｇ表蓋１５

残存部の上面施釉灰釉　灰緑色明赤褐色－－－第１地点表層蓋１６
残存部外面のみ施釉鉄釉　緑黒色灰褐色３．７－－第１地点３Ｇ表蓋１７

外底面に貝目外面と内面の一部施釉灰釉　灰緑色にぶい橙色－ ８．６－第１地点表層徳利１８

外底面に貝目
内面に同心円状タタキ目残存部ほぼ全面施釉灰釉　灰緑色暗灰黄色－ ９．５－第１地点３Ｇ表徳利１９

内面に同心円状タタキ目残存部全面施釉灰釉　浅黄色にぶい赤褐色－－－第１地点表層徳利２０
内面に同心円状タタキ目外面全面施釉灰釉　褐灰色褐灰色－－－第１地点表層水注２１

第２７７図　第１地点表層出土遺物�白色陶胎　皿
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第２７８図　第１地点表層出土遺物�蓋・徳利・水注
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　片口・擂鉢（第２７９図）

　２２・２３は，片口である。２２は，片口部が欠損しており，

内外面とも横方向の調整が施される。２３は，片口と分類

したが，一般的な片口部がつくタイプとは異なり，口縁

部下位に穴を空け，外面の穴の周囲をやや肥厚させるも

のである。釉は，全面無釉である。

　２４・２５は擂鉢である。口縁部は外側に折り返して肥厚

させ，２条の突帯をつくる。口唇部はやや平坦で広くつ

くる。擂り目は細くシャープで密に入り，口縁の上部に

やや余白を残す。２４は，内面に横方向の調整を施した

後，擂り目を入れている。
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第１６０表　第１地点表層　遺物観察表３

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）出土地点

層位器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部以外全面施釉灰釉　黒緑色灰褐色１２．０１４．２２２．４第１地点表層鉢？２２

－無釉橙色 ８．６ ９．０１８．０第１地点表層片口２３

外底面に目跡口唇部以外全面施釉灰釉　黄褐色灰黄褐色１０．０ ８．６２０．０第１地点３Ｇ表擂鉢２４

口唇部に目跡口唇部以外全面施釉灰釉　灰白色灰色１３．０ ９．４２７．８第１地点３Ｇ表擂鉢２５

第２７９図　第１地点表層出土遺物�片口・擂鉢
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　鉢・蓋（第２８０図）

　２６・２７は，口径が４０㎝以上と大形の資料で，胴部の傾

きや深さが甕ほど深くならないことから鉢として分類し

たが，大形の蓋の可能性も考えられる。

　２６は，内面にヘラ状工具による横方向の調整痕が残

る。２７は，口唇部に貝目が残り，内外面はヘラ状工具に

よる調整痕が施される資料である。口唇部を除き，黒色

に発色した鉄釉がかかる。

　２８は，浅鉢型の形状を呈する蓋である。口縁部は，先

端で折り返さず，口唇部は平坦につくられるタイプのも

のである。外面には施釉時の指跡が看取され，口縁部に

２条の沈線が巡る。また，口唇部には貝目が残る。
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第１６１表　第１地点表層　遺物観察表４

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）出土地点

層位器種レイアウト
番号 器高底径口径

内面にたたき目とハケ目内面のみ施釉鉄釉　褐色灰褐色－－６０．８第１地点３Ｇ表鉢２６

口唇部に貝目口唇部以外全面施釉鉄釉　緑黒色褐灰色
白い砂粒入る－－４９．２第１地点３Ｇ表鉢２７

口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　褐色褐色９．６上径１８．１２３．４第１地点表層蓋２８

第２８０図　第１地点表層出土遺物�鉢・蓋
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　甕・底部（第２８１図）

　２９～３１は，甕の口縁部である。

　３点とも，口縁部は外側に折り返して肥厚させ，口唇

部を内側は高く，外側は溝縁状に仕上げるもので，貝目

も看取される。外面口縁部下位には，金属器の金具の模

倣と思われる円形の装飾が付けられている。全体で何個

付けられるのかは不明である。

　３２・３３は底部である。　

　３２は，甕又は壺の底部と思われるもので，外底面に白

色の砂粒が付着し，また，貝殻を１か所に集めて使用し

ており，数個の貝目が看取される。

　３３は，片口の底部の可能性が考えられる。内底面に

は，白色の高台痕が残り，外底面にハマが熔着する。
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第１６２表　第１地点表層　遺物観察表５

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）出土地点

層位器種レイアウト
番号 器高底径口径

口縁部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　灰緑色赤灰色－－４０．０第１地点３Ｇ表甕２９
口縁部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　暗灰黄色灰褐色－－３９．６第１地点３Ｇ表甕３０
口縁部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　黒褐色灰褐色－－４４．０第１地点３Ｇ表甕３１
外底面に貝目
内面に同心円状タタキ目残存部全面施釉鉄釉　褐色灰褐色－１９．０－第１地点３Ｇ表底部３２

見込みに白色の目跡
外底面に粘土付着残存部の外面のみ施釉灰釉　黄褐色褐灰－－－第１地点３Ｇ表底部３３

第２８１図　第１地点表層出土遺物�甕・底部
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　壺（第２８２図）

　３４・３５は，小形の壺である。

　３４は，残存部は総釉で，口縁部は外側に折り曲げ，さ

らに内側に折り返して丸くおさめる。外面には浅い沈線

を２条有する。３５は素焼きの資料で，口縁部は焼け歪み

が激しい。

　３６は，大形の壺である。肩部が張った形状である。口

唇部には貝目が残り，外底面には目跡が残る。
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第１６３表　第１地点表層　遺物観察表６

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）出土地点

層位器種レイアウト
番号 器高底径口径

内面に同心円状のタタキ目残存部全面施釉灰釉　にぶい黄色にぶい赤褐色－－１１．８第１地点表層小壺３４
口縁部・底部には重ね焼
きの痕跡－無釉暗灰黄色 ９．０ ７．２－第１地点表層小壺３５

口唇部に貝目・外底部に目跡残存部全面施釉灰釉　黒褐色暗赤褐色３７．８１５．０１４．８第１地点表層壺３６

第２８２図　第１地点表層出土遺物�壺

0　　　　　　　　　　　 10cm
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第２８３図　第１地点表層出土遺物	その他
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　その他（第２８３・２８４図）

　３７は，外底面に３か所脚が付く形状のものである。用

途等詳細は不明である。３８は，素焼きで，用途不明の資

料である。３９は，上面に高台痕，下面に貝目が残るもの

で，窯道具の可能性も考えられる。４０は，溲瓶の口縁部

である。４１は，甕もしくは鉢の口縁部と思われるが，ね

じった把手が付けられる。４２は，灯明皿である。灰色の

緻密な胎土で焼き締まり，一見須恵器のように思われる

資料である。同様の胎土で製作された製品が他にも数点

出土している。４３は，瓦にスタンプ型のハマが熔着した

資料である。スタンプ型のハマの使用例を示す貴重な資

料である。４４～４６は，動物型土製品である。４４は，前足

が特徴的である。４５は，臀部に穿孔が施される。雌を表

現したものと思われる。

　４７～４９は同一個体と思われる資料である。全体的な器

形・器種は不明であるが，角の口唇部からは上方に向け

て把手のようなものがのびるものと思われる。外面には

らせん状の沈線で文様が描かれる。
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第１６４表　第１地点表層　遺物観察表７

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）出土地点

層位器種レイアウト
番号 器高底径口径

－無釉にぶい橙色－１０．１－第１地点３Ｃ表不明３７
－無釉浅黄色－１０．５１１．６第１地点６Ｂ表不明３８

上下面目跡－無釉灰色－－－第１地点表層
トレンチ不明３９

内面に同心円状タタキ目一部釉なし灰釉　緑黒色にぶい黄色－－－第１地点表層溲瓶４０

口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　灰緑色明赤褐色－－－第１地点表層
テストトレンチ鉢４１

－無釉青灰色２．４ ４．０ ８．４第１地点１Ｅ表灯明皿４２
瓦にスタンプ型のハマ熔着－無釉灰色－－－第１地点３Ｇ表ハマ４３

全面施釉鉄釉　暗褐色にぶい黄褐色幅５．８－－第１地点表層動物型
土製品４４

－無釉灰黄色－－－第１地点表層動物型
土製品４５

残存部全面施釉灰釉　緑黄色暗赤褐色－－－第１地点３Ｇ表動物型
土製品４６

残存部全面施釉灰釉　緑黒色灰白色－－－第１地点表層大型
製品４７

残存部全面施釉灰釉　緑黒色灰白色－－－第１地点表層大型
製品４８

残存部全面施釉灰釉　緑黒色灰色－－－第１地点３Ｇ表大型
製品４９

第２８４図　第１地点表層出土遺物
その他

0　　　　　　　　　　　　　　　　　 20cm
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第２８５図　第１地点表層出土遺物�瓦

0　　　　　　　　　　　 10cm
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第１６５表　第１地点表層　遺物観察表８

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）出土地点

層位器種レイアウト
番号 頸厚瓦頭厚長さ

瓦頭部外面施釉灰釉　灰白色明赤褐色１．９３．５第１地点４Ｄ表軒平瓦５０
瓦頭部外面と上面

に施釉灰釉　暗赤褐色橙色２．１３．４－第１地点３Ｇ表軒平瓦５１

瓦頭部外面と上面
に施釉灰釉　灰褐色青灰色１．５４．８－第１地点３Ｇ表軒平瓦５２

瓦頭部外面と上面
に施釉鉄釉　暗緑褐色黄緑色１．８３．８７．６第１地点表層

３Ｇ軒平瓦５３

瓦頭部外面と上面
に施釉灰釉　暗褐色明赤褐色１．８３．１－第１地点３Ｇ表軒平瓦５４

残存部全面施釉鉄釉　暗褐色黄褐色２．３－－第１地点表層軒丸瓦５５
瓦頭部外面上部に

施釉灰釉　浅黄色橙色－－－第１地点表層軒丸瓦５６

瓦頭部外面施釉灰釉　緑黄色橙色－２．１－第１地点３Ｅ表軒丸瓦５７
瓦頭部外面施釉灰釉　浅黄色橙色－－－第１地点３Ｇ表軒丸瓦５８

瓦頭部分に指痕あり瓦頭部外面施釉灰釉　緑褐色にぶい赤褐色－２．２－第１地点３Ｅ表軒丸瓦５９

第２８６図　第１地点表層出土遺物
瓦

0　　　　　　　　　　　 10cm
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第２８７図　第１地点表層出土遺物�瓦
0　　　　　　　 10cm
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　瓦（第２８５～２８７図）

　５０～５４は軒平瓦である。５０は，瓦頭部と平瓦部を接合

した部分が観察でき，密着するように刻みを入れている

様子が看取される。５１・５２は，瓦頭の型が違うものを使

用しており，また上面の調整痕も，５１は横方向，５２は縦

方向と向きが異なる。５３・５４は，同じ型を用いて瓦頭部

の文様をつくっているが，圧力のかけ方の加減に，若干

の差異が見られる。

　５５～５９は軒丸瓦である。５９は，瓦頭部の下側面に目跡

と思われる胎土目が熔着する。

　６０・６１は，平瓦である。６０の下面には，ヘラ状工具に

よる横方向の調整痕が残るが，上面には縦方向の調整痕

が残る。６１は，上面にのみ縦方向の調整痕が残る。

　６２～６４は，丸瓦である。６２・６３の外面には，他の製品

が付着していたような痕跡が残り，内面にヘラ状工具に

よる削りが見られる。６４は，１か所穿孔が看取される資

料である。６５は，下面に格子の文様の残る朝鮮瓦に類似

した資料である。桶巻きで製作されたものと思われ，内

面には板の痕跡が残る。６５と同様の瓦は他にも数点出土

しており，化学分析によりこれらの瓦も堂平窯跡の製品

であるという結果が出ている。

　堂平窯製品以外（第２８８～２９１図）

　６６～９０は，堂平窯跡の製品ではないと思われる資料で

あるが，参考のため掲載しておいた。

　６６・６７は，中国青花の碗である。６８は，肥前系の染付

碗である。６９・７０は，１９世紀代と思われる苗代川焼であ

る。７０は，見込みが蛇ノ目釉剥ぎされる。７１は，竜門司

焼（姶良郡加治木町）の皿である。釉は内面全体と外面

中位まで白化粧土をかけた後，畳付と高台内面を除き透

明釉をかける。また，見込みには蛇の目釉剥ぎを施す。

　７２・７３は，徳利の口縁部である。７４は，砥石と思われ

る。７５は苗代川焼で，浅鉢型の蓋である。口唇部の上面

に貝目が残る。７６は，土鍋と思われる。口縁部は蓋受け

部を作り，胴部下位から底部にかけては露胎するものと

思われる。７７は，サヤ鉢である。残存部には穿孔が３か

所看取されるが，実際の個数は不明である。７８～８１は寛

永通寳である。
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第１６６表　第１地点表層　遺物観察表９

備考施釉釉薬胎土
法量（㎝）出土地点

層位器種レイアウト
番号 頸厚瓦頭厚長さ

上面のみ施釉灰釉　浅黄色灰色幅１９．８－２９．５第１地点３Ｇ表平瓦６０
上面のみ施釉灰釉　浅黄色橙色幅２１．１厚さ１．４２８．５第１地点表層平瓦６１

下面と上面玉縁部
以外施釉灰釉　明黄褐色暗赤褐色高さ４．２

幅１２．８厚さ１．２２６．７第１地点表層丸瓦６２

下面と上面玉縁部
以外施釉灰釉　浅黄色橙色高さ４．５

幅１４．２厚さ１．３２６．６第１地点表層丸瓦６３

下面と上面玉縁部
以外施釉灰釉　浅黄色橙色－－－第１地点３Ｇ表丸瓦６４

下面に格子目－無釉灰色－－－第１地点表層平瓦６５
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第２８８図　第１地点表層出土遺物�堂平窯製品以外

第１６７表　第１地点表層　遺物観察表１０

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）出土地点

層位器種レイアウト
番号 器高底径口径

中国青花残存部畳付以外全釉施釉透明釉灰白色－５．４－第１地点３Ｇ表碗６６
中国青花残存部畳付以外全釉施釉透明釉淡黄色２．８５．６ ９．４第１地点３Ｇ表皿６７
肥前系染め付け残存部畳付以外全面施釉透明釉灰白色６．２６．７１２．５第１地点３Ｇ表碗６８

底部以外全面施釉灰釉　緑黒色にぶい橙色７．０５．４ ８．０第１地点３Ｇ表碗６９
畳付釉剥ぎ

見込み蛇ノ目釉剥ぎ灰釉　緑黒色灰赤色２．７５．６１１．４第１地点３Ｇ表皿７０

白化粧土に透明釉をかける
竜門司焼

高台脇から高台内面無釉
見込み蛇ノ目釉剥ぎ透明釉灰褐色４．２４．５１３．１第１地点３Ｇ表皿７１

0　　　　　　　　　　　 10cm
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第２８９図　第１地点表層出土遺物�堂平窯製品以外

第１６８表　第１地点表層　遺物観察表１１

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）出土地点

層位器種レイアウト
番号 器高底径口径

－無釉にぶい橙色－－ ９．６第１地点３Ｇ表徳利７２
残存部全面施釉灰釉　灰緑色にぶい橙色－－ ８．８第１地点表層徳利７３

－－－高さ１．９幅２．９－第１地点表層砥石７４
口唇部に目跡口唇部以外全面施釉鉄釉　緑黒色にぶい褐色 ６．８－２４．２第１地点３Ｇ表蓋７５

残在部口唇部以外全
面施釉灰釉　浅黄色明赤褐色－－２４．２第１地点３Ｇ表土鍋７６

－無釉浅黄色－１７．６－第１地点３Ｇ表サヤ
鉢７７

－－－厚み１．５－幅２．４第１地点６Ｃ表古銭７８
寛永通寳－－－厚み１．５－幅２．４第１地点４Ｃ表古銭７９

－－－厚み１．５－幅２．４第１地点２Ｅ表古銭８０
－－－－－－第１地点７Ｃ表古銭８１

0　　　　　　　　　　　　　　　　　 5cm
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第２９０図　第１地点表層出土遺物�堂平窯製品以外

0　　　　　　　　　　　 10cm
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　８２～８７は，土瓶である。

　薩摩焼の中で，土瓶がいつ頃から

生産されたのかははっきりしていな

いが，出土遺物の状況から見て，堂

平窯では土瓶は生産されていないも

のと考えられる。したがって。これ

らの資料は，後世の苗代川焼の製品

が混入したものと思われるが，掲載

しておきたい。

　器形は，８６を除き胴部中位より稍

下に最大径を有する下垂した平型を

呈するもので，胴部の屈曲もそれほ

ど強くはない。８６は，ソロバン玉状

を呈する平型で，胴部の屈曲も比較

的強いものである。注口部が欠損し

ているものもあるが，注口は巻口で

はなく，形状はＳ字状の溜め口を呈

する。釉は，口唇部は剥ぎ取られ，

外底面も露胎する。口唇部は，蓋受

け部をつくらず，８２・８３・８６は平坦

に，８４・８５は，丸くつくられる。外

底面は削り出しでつくられ，へラ状

工具による筋状の痕跡が残り，中心

部には円形の凹みがつくられる。ま

た，円錐状の脚が３か所に設けら

れ，そのうちの１つは，注口の下位

に付けられる。

　８２は，外面上位の灰被りが激しい

ものである。茶止め穴は，三角形状

に三か所設けられる。８３は，外底面に貝目が残り，外面

胴部には，他製品の一部が熔着するものである。茶止め

穴は，三角形状に３か所設けられる。口縁部に歪みが見

られる。８４・８５は，茶止め穴が１つのみの資料である。

８６は，外底面に煤が付着しており，使用されていたもの

である。８７は，内外面共にヘラ状工具による調整痕が明

瞭に看取されるもので，外底面には貝目が残る。

　８８～９０は，擂鉢である。堂平窯製品の擂鉢は，口縁部

を外側に折り返して肥厚させ，外面口縁部下位に２～４

条の突帯を巡らせるものがほとんどで，８８～９０のように

Ｌ字状の口縁を呈するタイプのものは見られない。

　８８は，擂り目が密に内面上位まで入り，その下に横方

向の調整痕も看取される。この擂鉢は口縁部を下にして

焼成されており，外底面には他の製品の底部の痕跡が残

る。８９・９０は，小形のもので餌擂鉢と思われる。８９は，

内底面と外底面に貝目が残るもので，釉は，口唇部を除

き全面に掛けられる。９０は，外面腰部以下露胎する。
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第２９１図　第１地点表層出土遺物�堂平窯製品以外

第１６９表　第１地点表層　遺物観察表１２

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）出土地点

層位器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部釉剥ぎ・底面無釉鉄釉　黒褐色暗赤褐色高さ１．９－ ７．８物原Ⅴ表層土瓶８２
外底面に貝目口唇部釉剥ぎ・底面無釉鉄釉　褐色赤褐色 ８．３－ ７．６第１地点表層土瓶８３

残存部外面のみ施釉灰釉　暗赤褐色赤褐色－－ ８．８第１地点表層土瓶８４
残存部全面施釉灰釉　黄灰色明赤褐色－－１０．０物原ⅢⅢ表層土瓶８５

外底面にすす付着口唇部釉剥ぎ・底面無釉鉄釉　黒褐色灰褐色 ８．６－ ７．７第１地点表層土瓶８６
外底面に貝目残存部底部のみ釉なし鉄釉　黒色褐灰色－－－第１地点表層土瓶８７
外底面に他製品の付着痕口唇部以外全面施釉灰釉　緑黒色灰褐色１４．９１７．０３１．０第１地点表層擂鉢８８
内外底面に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　緑黒色褐灰色 ７．６ ５．２１５．２第１地点３Ｇ表擂鉢８９

外面体部中位まで施釉鉄釉　暗赤褐色にぶい橙色 ５．６ ５．４１３．６第１地点表層擂鉢９０

0　　　　　　　　　　　　　　　　　 20cm

88

89

90



　第２地点表層出土遺物（第２９２～２９７図）

　第２地点からの出土遺物で，表層として

取り上げた遺物のうち，特徴的なものにつ

いて掲載しておく。

　９１～１１４は堂平窯跡の製品と思われる資

料である。

　９１・９２は白色陶胎の碗である。９１は高台

内面に削り出しの巴文が看取される。９２は

外面に鉄釉による景色が描かれる。また，

見込みには胎土目が，畳付には白色砂粒が

付着している。９３・９４は蓋である。９３は小

さい穿孔がつまみの周囲にあけられてお

り，この穿孔は下面まで貫通している。９４

はつまみのないタイプのもので，上面に貝

目が残る。

　９５は片口である。内面はタタキ成形時の

あて具痕が同心円状に残り，外面はヘラ状

工具による調整痕が残る。

　９６は，片口もしくは鉢と思われる資料で

ある。外底面には貝目が看取される。

　９７は徳利と思われるが，壺の可能性も考

えられる資料である。一般的な形状と違い

頸部が短く，器壁もやや厚めである。

　９８・９９は小形の壺である。どちらも蓋受

けを有するため，蓋が被るものと思われ

る。

　９８は，外面にはヘラ状工具による調整痕

が残り，内面同心円状のタタキ目が残る。

９９は，肩部に縦耳がつくが，個数は不明で

ある。

　１００・１０１は擂鉢である。１００は口縁部を

外側に折り返して肥厚させ，２条の突帯を

つくる。口唇部はやや平坦に中広くつく

る。１０１は，外面胴部に文字が刻まれた資

料である。欠損している部分が多いため，

内容の詳細は不明であるが，「二十五石」，

「八百」といった数量が一部読み取れる。

　１０２は底部である。外底面にはイタヤガ

イを使用した貝目が看取される。
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第２９２図　第２地点表層出土遺物�碗・蓋・片口
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第１７０表　第２地点表層　遺物観察表１

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）出土地点

層位器種レイアウト
番号 器高底径口径

高台以外全面施釉不明にぶい橙色 ７．６ ６．５１２．４第２地点表層碗９１
見込みに目跡
畳付に白い砂粒付着残存部全面施釉透明釉　鉄釉浅黄橙色－ ６．０－第２地点表層碗９２

残存部全面施釉灰釉　にぶい赤褐色にぶい赤褐色 １．７－ ８．７第２地点表層蓋９３
上面に貝目残存部全面施釉灰釉　にぶい黄褐色にぶい黄橙色 ２．０－１１．０第２地点表層蓋９４

口唇部以外全面施釉鉄釉　暗緑灰色灰黄褐色１２．９１０．２２２．４第２地点表層片口９５
外底面に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　黄灰色にぶい黄色 ８．３ ８．０１４．９第２地点表層鉢９６
口唇部に貝目らしきもの
内面にタタキ目残存部全面施釉灰釉　浅黄色明赤褐色－－ ６．３第２地点表層徳利？９７

口唇部以外全面施釉灰釉　灰緑色にぶい褐色－－１１．３第２地点表層壺９８

口唇部以外全面施釉灰釉　暗褐色褐灰色－－１１．６第２地点表層壺９９
口唇部以外全面施釉灰釉　浅黄色にぶい黄橙色－－３０．６第２地点表層擂鉢１００

外面に文字　外面に貝目全面施釉灰釉　灰緑色灰褐色－１０．６－第２地点３・４ＥＦ表擂鉢１０１
外底面に貝目
他製品の口唇部付着残存部全面施釉鉄釉　褐色黒褐色－１３．８－第２地点表層底部１０２

第２９３図　第２地点表層出土遺物�片口・徳利・壺・擂鉢
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　１０３～１０５は，素焼きの植木鉢である。

　１０３は大形のもので，Ｌ字状の口縁部の先端に装飾を

施している。また，外面胴部は，ヘラ状工具による横方

向の調整が施され，その上に細い突帯が貼り付けられ

る。

　１０４・１０５は，吊り下げ型の小形のものである。紐等を

通す穴が，口唇部に対に２か所設けられる。また，内外

面とも，ヘラ状工具による横方向の調整が施され，外面

胴部には，櫛状工具で波状文が描かれる。１０５は，口唇部

にも櫛目が施されている。
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第１７１表　第２地点表層　遺物観察表２

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）出土地点

層位器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部に目跡－無釉にぶい橙色－－３４．０第２地点３Ｅ表植木鉢１０３
口唇部に貝目－無釉褐灰色－－１５．０第２地点表層植木鉢１０４

－無釉赤灰色－－１７．６第２地点表層植木鉢１０５

第２９４図　第２地点表層出土遺物�植木鉢
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　１０６～１１０は窯道具である。１０６・１０７は断面が馬蹄形

で，平面が長方形の形状を呈するハマである。１０６の側

面には穿孔が看取され，上面には白色砂粒が一面に付着

する。

　１０８・１０９は，トチンと思われる資料で，１０８の底面は窯

床の傾斜に合わせて斜めにつくられる。
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第２９５図　第２地点表層出土遺物�窯道具

第１７２表　第２地点表層　遺物観察表３

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）出土地点

層位器種レイアウト
番号 厚さ幅長さ

上面に白い砂粒付着　
側面に穿孔－無釉赤灰色５．９－－第２地点３・４

ＥＦ表窯道具１０６

下面に指痕－無釉灰褐色６．２１１．３１９．７第２地点３Ｅ表窯道具１９７
－無釉にぶい褐色６．７ ８．８１０．５第２地点表層窯道具１０８
－無釉暗灰黄色 ９．１－第２地点表層窯道具１０９
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第２９６図　第２地点表層出土遺物�窯道具・瓦
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　１１０は，サヤ鉢である。外面にはヘラ状工具による調

整痕がみられる。内底面には白色の畳付の痕跡が残り，

外底面にはイタヤガイの貝目が残る。

　１１１は，サヤ鉢の蓋と思われる資料である。下面にイ

タヤガイの貝目が看取される。

　１１２は用途不明の資料である。施釉されておらず，口

唇部には貝目が残る。

　１１３は平瓦である。上面にはヘラ状工具による調整痕

が看取される。

　１１４・１１５は，堂平窯の製品ではないと思われる資料で

ある。

　１１４は小形擂鉢で，餌擂鉢と思われる。口縁部はＬ字

状に外反し，擂り目は細かく密に入り，上位まで施され

る。

　１１５は，白色陶胎の製品で，硯と思われる資料である。

堂平窯の製品である白物と比較すると，胎土も緻密で，

透明釉もなめらかで光沢があるため，後世に他窯でつく

られた資料と思われる。
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第２９７図　第２地点表層出土遺物�堂平窯製品以外

第１７３表　第２地点表層　遺物観察表４

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）出土地点

層位器種レイアウト
番号 厚さ幅長さ

外底面にイタヤガイの
貝目　内底面に高台痕－無釉にぶい黄橙色－底径１５．３－第２地点表層サヤ鉢１１０

下面に貝目－無釉灰赤色－直径１７．２－第２地点表層サヤ蓋？１１１

口唇部貝目－－灰赤色器高２．９底径６．０口径１２．６第２地点表層窯道
具？１１２

高さ５．５㎝上面のみ施釉灰釉　黄緑色にぶい黄橙色１．７２１．２２９．０第２地点３Ｆ表層平瓦１１３
全面施釉灰釉　浅黄色褐灰色－底径６．６－第２地点表擂鉢１１４

白色陶胎全面施釉透明釉灰白色器高２．５底径１１．０口径８．６表層　５Ｄ硯？１１５
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第２９８図　地点不明表層出土遺物�
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 出土地点不明の表層出土遺物

－ 327 －

第２９９図　地点不明表層出土遺物�
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　地点不明の表層出土遺物
　（第２９８～３００図）

　出土地点は不明であるが，掲載し

ておいたほうがよいと思われた遺物

を紹介しておく。

　１１６・１１７は，碗である。１１７は，

高台内面に釘彫りが見られる。１１８

は，蓋である。上面につまみはな

い。１１９は，碗の形状を呈するが，大

形のもので，鉢の可能性もある。

１２０は，把手付き鉢である。外面に

は，平行タタキ目が鮮明に残る。

１２１は，片口が３個体熔着した資料

である。片口部と片口部を合わせる

ように合わせ口にし，さらにその上

に底部を置いて積み重ねて焼成して

いる。また外底面にはハマが熔着し

ている。１２２は，用途不明の土製品

である。球状を呈し，中心に穴が

通っており，その周囲には溝が彫り込まれる。１２３は，断

面馬蹄形，上面三角形を呈するハマである。上面には貝

目が残り，側面には穿孔が施される。１２４・１２５は，トチ

ンの一部と思われる資料である。１２４は，上面に目跡が

残る。１２６～１２８は，軒丸瓦である。１２６は，軒丸と平瓦を

接合する際，密着するように細工を施している。１２９は，

軒平瓦である。

　１３０～１３２は，堂平窯の製品ではない資料である。１３０

は肥前系陶器である。１３１は，軽石製品である。用途は

不明である。１３２は，寛永通寳である。
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第３００図　地点不明表層出土遺物�堂平窯製品以外

第１７４表　地点不明表層　遺物観察表

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部以外全面
施釉灰釉　黒褐色黒褐色－－１３．６区不明表層碗１１６

高台底部に貝目？残存部全面施釉灰釉　にぶい黄色黄灰色－７．８－区不明表層高台付碗１１７
－無釉暗灰黄色２．３庇径１３．０１０．２区不明表層蓋１１８

残存部全面施釉灰釉　黒褐色暗灰黄色－１０．５－区不明表層碗１１９
口唇部に貝目
内面に同心円状タタキ目

口唇部以外全面
施釉灰釉　緑褐色褐灰色－－２８．５区不明表層鉢１２０

外底面に貝目口唇部以外全面
施釉鉄釉　黒褐色黒褐色－－－区不明表層片口１２１

片面に円形の跡が残る－無釉灰褐色３．１－直径３．４土製品１２２
上面に貝目　側面に
穿孔－無釉にぶい橙色厚さ９．９長さ１３．８幅９．９区不明表層ハマ１２３

上面に白い砂粒付着－無釉にぶい褐色－－－区不明表層ハマ１２４
－無釉にぶい橙色－－幅１２．４区不明表層ハマ１２５

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 厚さ瓦当厚長さ

瓦頭部外面・側
面施釉灰釉　灰緑色にぶい橙色３．２２．１２．２区不明表層軒丸瓦１２６

瓦頭部外面施釉灰釉　浅黄色灰赤色１．６－－区不明表層軒丸瓦１２７
残存部全面施釉灰釉　灰黄色にぶい赤褐色－－－区不明表層軒丸瓦１２８
上面・瓦頭部外
面施釉灰釉　黄灰色橙　色１．８３．８２８．８区不明表層軒平瓦１２９

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

内面と外面底部
付近まで施釉－にぶい褐色２．８４．５１１．２区不明表層皿１３０

－－－厚さ４．８長さ１２．１幅７．９区不明表層軽石１３１
寛永通宝－－－厚さ０．１－径２．４区不明表層古銭１３２
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第６節　平成１１年度の調査

　平成１０年度の調査で残った里道部分の調査である。里

道のコンクリート及びアスファルト部分を重機によって

剥ぎ取り，層に従って掘り下げを行った。

　前回調査した物原の広がりを捉えるのが目的であった

ことから層位ごとに遺物の取り上げを行ったが，里道の

工事により撹乱を受けていたため，残存状態は良好なも

のではなかった。

　断面観察で，上方（北側）に非常に薄い物原の残存が

確認できるが，里道工事によって動かされている可能性

が大きく，資料としては良好なものとは言い難い。それ

に対して，下方（南側）の下部で確認された層は幾分不

純物が混入していた状況が見られたものの，割合にまと

まった，短期間のものと考えられる遺物が出土した。

　完掘後，最終的なコンター測量を行った。それによる

と，窯尻の南側は若干窪んでいたことから，この部分が

物原Ⅱの広がり部分と想定されたものの，東側の部分で

は明瞭な窪みが観察されなかったことから，物原Ⅰの広

がり部分は里道工事によって破壊されたものと判断され

た。

　南西部分に大きく広がる窪みは，本来の地形の傾斜を

示していると思われ，下部に割合にまとまっていた，短

期間のものと考えられる遺物を，ひとまとまりの物原と

判断することも可能かも知れないが，手前側が後世の耕

作によって削平を受けていたため，純粋な物原との認定

には躊躇を覚える。ただし，第１地点の物原から第２地

点の物原まではある程度の距離があることから，ここを

第２地点に遺棄する移行期の一つの物原としたと考える

こともあり得ないことではないことを指摘するに留めて

おきたい。
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第３０１図　平成１１年度発掘調査道路部分コンタ図

第３０２図　平成１１年度発掘調査　道路部分土層断面図
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　平成１１年度調査出土遺物

　平成１１年度に調査した道路部分から出土した遺物の中

から，堂平窯の製品と思われる資料を掲載した。

　碗・皿・蓋（第３０３図）

　１～３は碗である。３は小形の資料であるが，３点と

も付け高台である。２の畳付には貝目が残り，高台内面

には白色の目跡も残る。４は白物の碗である。見込みと

畳付に胎土目跡が残る。

　５は白物の皿である。６～８は蓋である。６・８は上

面中央につまみの痕跡が残る。６は上面にタタキ成形の

痕跡が，８はヘラ状工具による調整痕が残る。

　水注・徳利・片口（第３０４図）

　９は水注である。注口部は巻き口で把手も陶製であ

る。１０・１１は徳利の口縁部である。１２・１３は片口で，１２

は片口部が欠損している。口唇部には貝目が残る。
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第３０３図　道路部分出土遺物�碗・皿・蓋
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第１７５表　道路部分　遺物観察表１

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

全面施釉鉄釉　暗赤褐色黒褐色－ ７．６－ロ碗１
畳付に貝目　残存部全面施釉灰釉　緑灰色灰褐色－ ７．２－ホ碗２

畳付以外全面施釉透明釉灰白色５．３ ５．２ ９．６ヘ拡張区碗３
見込みに胎土目畳付以外全面施釉透明釉灰白色－ ５．８－ヘ拡張区碗４

畳付以外全面施釉透明釉灰白色－ ６．５－ヘ拡張区皿５
上面のみ施釉灰釉　灰褐色赤褐色０．８１２．０上径１２．８ヘ拡張区蓋６
全面施釉灰釉　赤褐色灰黄色２．０－上径９．０へ蓋７
－無釉にぶい赤褐色－ ８．２上径１０．２ホ蓋８

口唇部以外全面施釉鉄釉　黒褐色褐灰色－－１０．６ロ水注９
口唇部以外全面施釉灰釉　灰黄色灰白色－－ ５．２ハ徳利１０
残存部全面施釉灰釉　明黄褐色灰緑色－－ ６．８ヘ徳利１１

口唇部に貝目
内面に同心円状のタタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　黄褐色橙色－－１６．０ハ片口１２

口唇部以外全面施釉鉄釉　緑灰色にぶい褐色７．８ ９．０１５．０ロ片口１３

第３０４図　道路部分出土遺物�徳利・片口・水注
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　蓋・擂鉢（第３０５図）

　１４～１６は浅鉢型の形状を呈する蓋である。１４は，口唇

部に胎土詰貝目が残る。１５は，口唇部に合わせ口をした

痕跡が残る。１７～１９は，擂鉢である。口縁部は外側に折

り返して肥厚させ，２条の突帯をつくる。１７・１８は口唇部

を丸くつくり貝目は残らないが，１９は平坦につくり貝目

が残る。また擂り目は，１７・１８は左斜め方向の粗い擂り

目が入り，１９は細くシャープな擂り目が密に入る。
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第３０５図　道路部分出土遺物�蓋・擂鉢

第１７６表　道路部分　遺物観察表２

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　緑黒色灰黄褐色－－２６．６ヘ蓋１４
上面と口唇部に貝目口唇部以外全面施釉鉄釉　黒褐色黄灰色４．５上径９．６１８．６ハ蓋１５
上面に目跡
内面に同心円状のタタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　灰褐色浅黄色５．０上径１３．８２０．０ヘ蓋１６

口唇部以外全面施釉灰釉　赤褐色灰黄褐色－－２９．２ヘ擂鉢１７
口唇部以外全面施釉灰釉　黄灰色灰褐色－－３１．６ヘ擂鉢１８

口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　浅黄色灰赤色－－３１．６ヘ擂鉢１９

0　　　　　　　　　　　　　　　　　 20cm
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　鉢（第３０６図）

　２０は，鉢として分類したが，浅鉢型の形状を呈する蓋

のやや深めのものの可能性も考えられる。口縁部には２

条の沈線が巡り，外底面には貝目が残る。

　２１・２２は把手付き鉢で，２２は把手部である。把手部分

は上方を狭く，下方を広くあけてつくられている。２２

は，把手部分は欠損している。口唇部は内側を高く，外

側を溝縁状につくる。内面にはタタキ成形時のあて具痕

が同心円状に残る。
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第３０６図　道路部分出土遺物�鉢

第１７７表　道路部分　遺物観察表３

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

外底面に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　緑褐色暗灰黄色１１．０１８．８２３．３ヘ鉢２０
口唇部に貝目口唇部以外全面施釉灰釉　緑褐色灰褐色－－－ヘ拡張区鉢２１
口唇部貝目
内底面にタタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　緑褐色赤褐色２２．９２３．０４４．４ヘ拡張区鉢２２

0　　　　　　　　　　　 10cm
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tamarincororin
タイプライターテキスト
鉢・甕（第306図）

tamarincororin
タイプライターテキスト

tamarincororin
タイプライターテキスト

tamarincororin
タイプライターテキスト

tamarincororin
タイプライターテキスト

tamarincororin
タイプライターテキスト
・甕

tamarincororin
タイプライターテキスト

tamarincororin
タイプライターテキスト

tamarincororin
タイプライターテキスト
甕

tamarincororin
タイプライターテキスト

tamarincororin
タイプライターテキスト

tamarincororin
タイプライターテキスト
21

tamarincororin
タイプライターテキスト

tamarincororin
タイプライターテキスト

tamarincororin
タイプライターテキスト



　甕・壺（第３０７図）

　２３～２６は甕である。２３・２４は内面にタタキ成形時のあ

て具痕が同心円状に残る。２４は甕としたが，鉢の可能性

も考えられる。２５・２６は口縁部の断面が三角形の形状を

呈するものである。２６は口唇部に貝目が残り，外面肩部

に縄状の突帯を有する。

　２７・２８は壺である。２７には縦型の耳がつくが，全体の

個数は不明である。
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第３０７図　道路部分出土遺物�甕・壺

第１７８表　道路部分　遺物観察表４

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部貝目
内面に同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉鉄釉　黒褐色黒褐色－－２８．０ヘ甕２３

口唇部貝目
内面に同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　赤褐色黄灰色－－３８．０ロ甕２４

口唇部以外全面施釉灰釉　暗褐色褐灰色－－４０．４ヘ甕２５
口唇部貝目
内面に同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　褐色灰黄褐色－－３８．０ヘ拡張区甕２６

口唇部貝目
内面に同心円状タタキ目口唇部以外全面施釉灰釉　灰緑色黒褐色－－１４．３ロ壺２７

口唇部に貝目口唇部以外全面施釉鉄釉　緑黒色灰黄褐色－－１７．７ヘ壺２８
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　その他の出土遺物（第３０８図）

　２９～３６は堂平窯の製品と思われる資料である。２９は擂

鉢と同様の口縁部の形態であるが，擂り目はみられな

い。用途不明である。３０も用途不明の製品である。３１は

茶釜の口縁部ではないかと思われるが，詳細不明であ

る。３２は土錘である。３３・３４は動物型土製品である。ど

ちらも臀部にメスを表現したと思われる穿孔が施され

る。３３の腹部には乳頭と思われる突起もつくられてい

る。３５・３６は用途不明の資料である。３７・３８は堂平窯の

製品ではない資料で，肥前系の陶器である。３７は砂目が

残る。
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第３０８図　道路部分出土遺物�その他

第１７９表　道路部分　遺物観察表５

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部以外全面施釉灰釉　緑黒色灰黄色４．２６．０９．４ヘ拡張区不明２９
外底面に目跡全面施釉鉄釉　緑黒色灰褐色１．７１３．０１３．６ロ不明３０

残存部全面施釉灰釉　緑黄色灰色－－ヘ不明３１
－無釉浅黄色５．０－幅３．２ヘ土錘３２

－無釉浅黄色－－－ヘ拡張区動物型
土製品３３

残存部全面施釉鉄釉　緑黒色灰黄褐色－－－ヘ拡張区動物型
土製品３４

上面に目跡　下面に砂粒付着－無釉にぶい橙色厚さ１．１－上径９．０ホ不明３５
－－暗灰黄色５．２８．０上径８．３ハ・ホ不明３６

見込みに白い砂粒付着　高台
脇と高台内部に白い砂粒付着畳付以外全面施釉透明釉　灰色灰白色－４．５－ヘ拡張区皿３７

見込みに目跡畳付から高台内部以
外施釉透明釉　灰色にぶい黄橙色－５．５－ヘ拡張区皿３８

29
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　瓦（第３０９図）

　３９は丸瓦である。上面には横ナデ調整の痕跡が残る

が，部分的に平行タタキの痕跡も見られる。また，他製

品の痕跡と思われる目跡も残る。下面は，同心円状のタ

タキ目の痕跡をヘラ削り調整により消している。４０は平

瓦である。粘土中の空気が膨張し，歪に膨らんだ箇所が

見られる。焼きぶくれが所々みられる資料である。下面

の端には，貝目も看取される。
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第３０９図　道路部分出土遺物�瓦

0　　　　　　　　　　　 10cm
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　窯道具（第３１０～３１２図）

　４１～４５は断面が馬蹄形，平面が三角形の形状を呈する

ハマである。製品とハマの間には貝を挟み込んで熔着を

防いだものと思われ，上面に貝目が残る。４３の上面には

イタヤガイの貝目が残る。また，４３は１か所，４５は３か

所，側面に穿孔が施される。
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第３１０図　道路部分出土遺物�窯道具

第１８０表　道路部分　遺物観察表６

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

玉縁以外上面施釉灰釉　暗灰黄色灰黄色－－玉縁長２．０ヘ丸瓦３９
上面のみ施釉灰釉　灰褐色灰色厚さ２．１長さ２８．５幅２０．４ヘ平瓦４０

両面畳付の痕跡－無釉にぶい赤褐色高さ４．１長さ９．９幅９．８ヘ拡張区ハマ４１
上面に貝目－無釉暗青灰色６．３８．８幅７．５ロハマ４２
上面に貝目－無釉褐色５．３９．０幅９．９ヘ拡張区ハマ４３
上面に貝目－無釉灰赤色６．７９．０幅６．６ニハマ４４
上面に貝目　側面に穿孔－無釉灰色５．４８．３幅７．６ヘハマ４５

0　　　　　　　　　　　 10cm
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　４６・４７は色見孔の蓋をハマに転用した資料である。ど

ちらも上面に貝目が残る。４６は中央の穿孔が貫通してい

ない。４８・４９は平面が長方形，断面が馬蹄形を呈するハ

マである。５０はスタンプ型のハマに棒状のハマが熔着し

た資料である。微調整をするために，棒状のハマをさら

に挟み込んだのではないかと思われる。

　５１・５２はサヤ鉢である。どちらも口縁部に胎土目が残

る。５２は底部にも胎土目が残り，内底面には白色の高台

畳付の痕跡が残る。５３は詳細な用途は不明であるが，窯

道具と思われる資料である。５４も詳細な用途は不明の資

料である。挟み板，サヤ鉢の蓋の可能性も考えられる。
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第３１１図　道路部分出土遺物	窯道具

第１８１表　道路部分　遺物観察表７

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 厚さ長さ幅

上面に貝目－無釉にぶい褐色９．５１６．３１８．１表層ハマ４６
両面に貝目　上面に指痕－無釉灰赤色５．０－－ヘハマ４７
上面に指痕－無釉にぶい赤褐色５．４１０．６－ヘハマ４８

－無釉にぶい黄褐色３．６７．７１１．８ヘ拡張区ハマ４９
－無釉浅黄色３．６８．０４．８ヘハマ５０

0　　　　　　　　　　　 10cm
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第３１２図　道路部分出土遺物
窯道具

第１８２表　道路部分　遺物観察表８

備　考施　釉釉　薬胎　土
法　　量（㎝）

出土地点器種レイアウト
番号 器高底径口径

口唇部に貝目
口唇部に合わせ口の痕跡外面のみ施釉灰釉　緑褐色にぶい黄橙色９．７１５．８１７．０ヘ拡張区サヤ鉢５１

口唇部と外底面に貝目　
口唇部に合わせ口の痕跡
内底面に高台痕
外底面に他のサヤ鉢付着

－無釉褐灰色１０．８１６．８１６．８ヘ拡張区サヤ鉢５２

下面に貝目－無釉にぶい橙色２．３１５．４１５．６ヘ拡張区窯道具５３
－無釉褐灰色１．２－径２４．４ロサヤ蓋？５４

0　　　　　　　　　　　 10cm
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堂平窯の炉跡の地磁気年代推定

１．堂平窯（遺構と試料，測定結果）

　�　遺構と試料

　　　堂平窯は西落ちの丘陵緩斜面に構築された連房式登窯（全長～２８．８ｍ，幅～１．２ｍ）であるが，

耕作等の攪乱により一部の室が破壊され，全体は４部分に切断されている。（図１：Ａ，Ｂ，Ｃ，

Ｄ）。最終焼成後に予期される窯の変形を測定結果から検知するために，これらの４部分の広

い範囲から，合計３８個の地磁気年代測定用の定方位試料を採取した（Ａ［３］，Ｂ［５］，Ｃ

［１２］，Ｄ［１８］）。図１に試料の採取位置を示す。試料と遺物から推定される窯の年代は１７世紀

初～１８世紀初である。

　�　測定結果

　　　図２は交流消磁の前後の試料の残留磁気の方向，図３は交流消磁前の残留磁気強度である。

Ａの試料はすべて１０－５emu/gの弱い強度をもち，他の部分の値の１／１０以下となっている。こ

の原因は，窯底が攪乱で消失しているために，さらに下方の柔らかい低焼成度の焼土を試料と

したためと考えられる。他の部分の強度は１０－４～１０－３emu/gの値となり，高焼成度の須恵器窯

の値に匹敵する。交流消磁後（２０mT）の拡大図に示した小円内には，窯のＢ（１ヶ），Ｃ（６ヶ），

Ｄ（１２ヶ）のデータが含まれている。このように窯の３部分にわたるデータが集中することは

各部分の最終焼成後の相対的変異がほとんどないことを意味する。さらに，地盤には窯全体が

傾いた形跡は認められない。以上の理由により，小円内のデータは窯の最終焼成磁の地磁気の

方向を正しく示していると判断できるので，これらの平均方向から地磁気年代を推定する。表

１に小円内のデータから計算した平均方向と誤差の目安となる数値を示す。ｋの値が大きく，

α９５の値が小さいほど，残留磁気の方向がよく揃っていることを意味している。

２．堂平窯の地磁気年代

　�　西南日本の地磁気永年変化曲線から求める

　　　図７は堂平窯の残留磁気の平均方向（＋印）と誤差の範囲（点線の楕円）および，広岡によ

る西南日本の過去２０００年間の地磁気永年変化曲線（実線）である。堂平窯の地磁気年代を求め

るには，残留磁気の平均方向に近い点を永年変化曲線上に求めて，その点の年代を読みとれば

よい。同様にして，年代誤差も点線の楕円から評価できる。このようにして，広岡による西南

日本の過去２０００年間の地磁気永年変化曲線から求めた地磁気年代は，ＡＤ１５５０±１０になる。

　�　九州と西南日本の地磁気の地域差を考慮して求める

　　　広岡は九州の１６～１７世紀における地磁気の方向が西南日本のものよりも数度西偏しているこ

とを指摘している。西偏の程度を無理のない３度と仮定すると，九州の１６～１７世紀の地磁気永

年変化曲線は，西南日本の標準曲線の１６～１７世紀の部分を西方へ３度回転したものになる（図

７の点線の曲線）。この仮定曲線をもとに地磁気年代を推定すると，AD１５８０±１０の値が得られ

る。表２に異なる導出法による２つの地磁気年代をまとめる。

第Ⅵ章　分析・同定

表１　堂平窯の残留磁気の平均方向と誤差の目安となる数値

消磁磁場n/Nα９５ 度ｋDm（度Ｅ）Im（度）試料採取場所

２０mT１９／３８０．６８２４５２４．１８３３．８２窯のＢ，Ｃ，Ｄ部

Im：平均伏角　k：Fisherの信頼度係数　n/N：採用試料数／採取試料数

Dm：平均偏角　α９５：９５％誤差角
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３．考察

　　試料と遺物から推定される堂平窯の考古学的年代は１７世紀初～１８世紀初である。この年代に近

いのは地磁気の地域差を考慮して求めた地磁気年代（AD１５８０±１０）であるが，考古学的年代の

下限（１７世紀初）にわずかに届かない。この矛盾を生じた原因として次の２項目が考えられる。

　　第１に，九州の１６～１７世紀の地磁気永年変化曲線は，西南日本の標準曲線の１６～１７世紀の部分

を西方へ３度回転したものになるとしたが，３度という回転量は正確な値ではなく，およその目安

であることがあげられる。

　　第２に，九州の１６～１７世紀における地磁気の方向が西南日本のものよりも数度西偏しているこ

との指摘は，九州北部の考古地磁気データの傾向を述べている。鹿児島の広岡曲線に対する地磁

気の地域差は次のように表現できる。すなわち，

　鹿児島の広岡曲線に対する地磁気の地域差＝九州北部角広岡曲線に対する地域差＋鹿児島と九州

北部の間の地域差

　　したがって，もし，右辺第２項が有意の値をとるときには，地域差の補正には，「西方へ３度

回転」以外の要素を加えなければならない。九州一円には秀吉の朝鮮出兵に伴う窯跡（１６世紀頃

～）が広く分布する。我々は九州北部のかなり多数の同様の窯跡の地磁気年代を推定してきたが，

現在，それらのデータの統計処理により九州北部の正確な地磁気の地域差（広岡曲線に対する）

を求める作業を行っているところである。この作業の成果を使用して正しい補正ができると考え

ている。

　　鹿児島における地磁気年代の測定例は残念ながら非常に僅かである。九州の南北間の地磁気の

地域差を正しく見積もるためにも，九州南部における焼土の残留磁気測定を継続して，データを

蓄積する必要がある。

（島根大学総合理工学部　時枝克安）

表２　堂平窯の地磁気年代

堂平窯の地磁気年代年代導出の方法

ＡＤ１５５０±１０西南日本の標準曲線からの値

ＡＤ１５８０±１０地磁気の地域差を考慮した値
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図１　堂平窯の試料採取状況
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鹿児島県，堂平窯跡出土遺物の蛍光Ｘ線分析

株式会社　古環境研究所

１．はじめに

　　物質にＸ線を照射すると，その物質を構成している元素に固有のエネルギー（蛍光Ｘ線）が放

出され，この蛍光Ｘ線を分光して波長と強度を測定することで，物質に含まれる元素の種類と量

を調べることができる。この方法を用いて，考古学分野では朱やベンガラなどの顔料分析，リン

－カルシウムの含量分析などが行われている。また，指標となる特定の元素の検出パターンの比

較から，石器（黒曜石など）や土器（須恵器など）の産地を推定することも可能となっている。

　　ここでは，堂平窯跡から出土した陶器類および遺構内検出粘土について蛍光Ｘ線分析を行い，

出土遺物の産地や流通等に関する情報の収集を試みた。

２．試料

　　分析試料は，表１の試料リストに示した陶器，瓦，ハマ，および遺構内検出粘土の計１７点であ

る。なお，陶器（№１０，№１１－２）については，釉薬の検討を目的として表面の光沢部分につい

ても分析を行った。

３．分析方法

　　エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析システム（日本電子㈱製，JSX３２０１）を用いて，元素の同定お

よびファンダメンタルパラメータ法（FP法）による定量分析を行った。Ｘ線発生部の管球はロジ

ウム（Rh）ターゲット，ベリリウム（Be）窓，Ｘ線検出器はSi（Li）半導体検出器である。以下

に分析の手順を示す。

　�　粘土

　　１）試料を絶乾（１０５℃・２４時間）

　　２）メノウ製乳鉢を用いて試料を粉砕

　　３）試料を塩化ビニール製リング枠に入れ，圧力１５t/�でプレスして錠剤試料を作成

　　４）測定時間６００秒，照射径２０mm，電圧３０keV，試料室内真空の条件で測定

表１　堂平窯跡における蛍光Ｘ線分析の試料リスト

備考（測定部位等）遺物名出土地点試料№
粘土粘土石組遺構内１
粘土粘土粘土坑０２
粘土粘土粘土坑１３
粘土粘土粘土坑２４
粘土粘土粘土坑３５
粘土粘土粘土坑４６
粘土粘土粘土坑６７
粘土粘土粘土坑７８
粘土粘土粘土坑８９
コア部分・表面（光沢部分）陶器（甕，口縁部）物原１－Ⅱ１０
コア部分陶器（碗，白薩摩）物原１－Ⅱ１１－１
コア部分・表面（光沢部分）陶器（碗，白薩摩）物原１－Ⅱ１１－２
コア部分瓦（平瓦）物原１－Ⅱ１２
コア部分瓦（朝鮮瓦）物原１－Ⅴ１３
コア部分窯道具（ハマ）物原１－Ⅱ１４－１
コア部分窯道具（ハマ）物原１－Ⅱ１４－２
コア部分瓦（平瓦）物原１－Ⅱ１５
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　�　陶器類

　　１）ダイヤモンドカッターを用いて，遺物のコア部分を抽出

　　２）クリーニングの後，試料を絶乾（１０５℃・２４時間）

　　３）分析装置の固定試料ステージに固定

　　４）測定時間６００秒，照射径２０mm，電圧３０keV，試料室内真空の条件で測定

　

４．分析結果および考察

　　各元素の定量分析結果（wt％）を表２および図１，図２に示し，図３にCaO－K２O分布図およ

びSrO－Rb２O分布図を示す。

　�　遺構内検出粘土

　　１）主要元素（表２，図１）

　　　　石組遺構内から採取された粘土（№１）および粘土坑０～８（５を除く）から採取された

粘土（№２～№９）の計９試料について分析を行った。その結果，№４を除く８試料では，

珪素（SiO２）の含量が５６．６～６０．０％，アルミニウム（Al２O３）が２１．８～２７．０％，鉄（Fe２O３）

が８．４～１２．１％，カリウム（K２O）が１．６～３．１％であり，主要元素については特に明瞭な差異

は認められなかった。№４は，アルミニウム（Al２O３）の含量が３１．５％と高く，鉄（Fe２O３）

が２．０％とかなり低いのが特徴的であり，その他の８試料とは元素組成が明らかに異なって

いる。

　　２）K２O－Ca０，Rb２O－SrO分布図（図３）

　　　　土器（胎土）に含まれる元素のうち，カリウム（K），カルシウム（Ca），ルビジウム（Rb），

ストロンチウム（Sr）の４元素は，土器胎土の地域性を示す有効な因子とされており，K２O

－CaO分布図やRb２O－SrO分布図を主な指標として土器の産地同定が行われている（三辻，

１９９８，１９９９）。

　　　　K２O－CaO分布図を見ると，遺構内検出粘土のうち№９を除く８試料では，カリウム（K２O）

の含量が１．６～３．１％，カルシウム（CaO）が０．４～１．４％の範囲内にあり，比較的近似してい

る。また，Rb２O－SrO分布図を見ると，遺構内検出粘土ではルビジウム（Rb２O）の含量が０．０１

～０．０２％，ストロンチウム（SrO）が０．０２～０．０４％の範囲にあり，比較的近似している。№

９はカルシウム含量が１．９％と比較的高い値であるが，試料中に骨片や貝片と見られる微少

な白色粒子が認められることから，何らかの混在物が測定結果に影響している可能性も考え

られる。

　�　陶器類

　　１）主要元素（表２，図２）

　　　　堂平窯跡から出土した陶器（№１０），白薩摩（№１１－１，－２），平瓦（№１２，№１５），朝鮮

瓦（№１３），ハマ（№１４－１，－２）の８試料について分析を行った。その結果，白薩摩（№

１１－１，－２）を除く６試料では，珪素（SiO２）の含量が５８．７～６６．９％，アルミニウム（Al２

O３）が１８．０～２４．０％，鉄（Fe２O３）が７．１～１３．５％，カリウム（K２O）が１．８～３．４％であり，

主要元素については特に明瞭な差異は認められなかった。

　　　　白薩摩（碗：№１１－１，－２）は，アルミニウム（Al２O３）の含量が２７．３～３２．９％と高く，

鉄（Fe２O３）が０．６～１．２％とかなり低いのが特徴的であり，その他の陶器類とは明らかに元素

組成が異なっている。このような元素組成は，遺構内検出粘土の№４と近似している。

　　２）K２O－CaO，Rb２O－SrO分布図（図３）

　　　　K２O－CaO分布図を見ると，白薩摩（№１１－１，－２）はカルシウム（CaO）の含量が０．１％

程度と低く，カリウム（K２O）が３．４～３．９％と比較的高いのが特徴的であり，その他の陶器

類とは明らかに元素組成が異なっている。このような元素組成は，遺構内検出粘土の№４と
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近似している。その他の陶器類は，カリウム（K２O）の含量が１．９～３．３％，カルシウム（CaO）

が０．７～１．２％であり，遺構内検出粘土の分布範囲に含まれる。

　　　　Rb２O－SrO分布図を見ると，ハマ（№１４－２）を除く７試料では，ルビジウム（Rb２O）の

含量が０．０１～０．０２％，ストロンチウム（SrO）が０．０２～０．０４％であり，遺構内検出粘土の分

布範囲に含まれる。ハマ（№１４－２）では，両元素ともやや高い値であるが，これについて

は後述する釉薬等の影響の可能性も考えられる。

　　　　平瓦（№１２，１５）と朝鮮瓦（№１３）は，CaO－K２O分布図およびSrO－Rb２O分布図とも，

かなり近接した分布を示しており，元素組成に特に明瞭な差異は認められなかった。

　�　釉薬について（表２，図２）

　　　№１０（陶器）と№１１－２（陶器，白薩摩）については，陶器の表面（光沢部分）についても

分析を行った。その結果，カルシウム（CaO）の含量は前者で９．３％，後者で１５．７％と高い値で

あり，コア部分の０．７％および０．１％と比較して明らかに高い値となっている。一方，アルミニ

ウム（Al２O３）の含量は前者で１５．１％，後者で１５．６％であり，各試料のコア部分の２１．６％および

２７．３％と比較して明らかに低い値となっている。なお，釉薬の成分として一般的に認められる

珪素（SiO２），ナトリウム（Na２O），カリウム（K２O）などについては，表面（光沢部分）とコ

ア部分で特に明瞭な差異は認められなかった。

　　　以上の結果から，これらの陶器ではカルシウムを多く含む何らかの物質が釉薬（媒熔剤）と

して利用された可能性が考えられる。カルシウムを多く含む物質としては，骨，貝殻，石灰石

などが考えられる。なお，予備的な分析の際にハマの表面（光沢部分を含む）についても分析

を行ったが，今回の陶器表面と同様にカルシウムの含量が特徴的に高い値を示した。

５．所見

　　堂平窯跡から出土した陶器類および遺構内検出粘土について蛍光Ｘ線分析を行った結果，以下

のような知見が得られた。

　�　遺構内検出粘土（№１～９）は，№４を除いて元素組成が比較的近似している。№４ではア

ルミニウム（Al２O３）の含量が高く，鉄（Fe２O３）の含量が低いなど，その他の粘土とは元素組

成が明らかに異なっている。

　�　白薩摩は，アルミニウム（Al２O３）の含量が高く，鉄（Fe２O３）の含量が低いなど，その他の

陶器類とは元素組成が明らかに異なっている。このような元素組成は，遺構内検出粘土の№４

と近似している。

　�　白薩摩を除く陶器類は，元素組成が比較的近似しており，平瓦と朝鮮瓦についても特に明瞭

な差異は認められなかった。また，遺構内検出粘土（№４を除く）とも元素組成が近似してい

ることから，これらの陶器類は遺構内検出粘土が主な素材となっている可能性が考えられる。

また，白薩摩については№４の粘土が主な素材となっている可能性が考えられる。

　�　陶器類の釉薬（媒熔剤）として，カルシウムを多く含む何らかの物質が利用された可能性が

考えられる。

　　今後このような基礎的なデータを積み重ねることで，陶器類の産地や流通，および釉薬の利用

などについて新たな知見が得られるものと期待される。

文献

三辻利一（１９９８）元素分析による古代土器の胎土研究．人類史研究第１０号，ｐ．１１－３９．

三辻利一（１９９９）元素分析による須恵器の産地推定．考古学と自然科学４．同成社，ｐ．２９４－３１３．
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図１　堂平窯跡から出土した粘土の蛍光Ｘ線分析結果
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図２　堂平窯跡から出土した陶器，瓦，ハマ等の蛍光Ｘ線分析結果
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遺構内検出粘土（No.１～No.９）
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鹿児島県　堂平窯跡関連試料の蛍光Ｘ線分析

株式会社　古環境研究所

１．はじめに

　　物質にＸ線を照射すると，その物質を構成している元素に固有のエネルギー（蛍光Ｘ線）が放

出され，この蛍光Ｘ線を分光して波長と強度を測定することで，物質に含まれる元素の種類と量

を調べることができる。土器（胎土）に含まれる元素のうち，カリウム（Ｋ），カルシウム（Ca），

ルビジウム（Rb），ストロンチウム（Sr）の４元素は，土器胎土の地域性を示す有効な因子とさ

れており，K２O－CaO分布図やRb２O－SrO分布図を主な指標として土器の産地同定が行われてい

る（三辻，１９９８，１９９９）。

　　ここでは，堂平窯跡に関わる陶土（粘土）や陶器片について蛍光Ｘ線分析を行い，出土遺物の

生産地や流通等に関する情報の収集を試みた。

２．試料

　　分析試料は，鹿児島県内の各地で採取された陶土７点および陶器片２点の計９点である。試料

の詳細を次表に示す。

３．分析方法

　　エネルギー分散型蛍光Ｘ線分析システム（日本電子㈱製，JSX３２０１）を用いて，元素の同定お

よびファンダメンタルパラメータ法（FP法）による定量分析を行った。Ｘ線発生部の管球はロジ

ウム（Rh）ターゲット，ベリリウム（Be）窓，X線検出器はSi（Li）半導体検出器である。以下

に分析の手順を示す。

　�　陶土

　　１）試料を絶乾（１０５℃・２４時間）

　　２）メノウ製乳鉢を用いて試料を粉砕

　　３）試料を塩化ビニール製リング枠に入れ，圧力１５t/�でプレスして錠剤試料を作成

　　４）測定時間６００秒，照射径２０mm，電圧３０keV，試料室内真空の条件で測定

　�　陶器片

　　１）ダイヤモンドカッターを用いて，遺物のコア部分を抽出

　　２）クリーニングの後，試料を絶乾（１０５℃・２４時間）

　　３）分析装置の固定試料ステージに固定

　　４）測定時間６００秒，照射径２０mm，電圧３０keV，試料室内真空の条件で測定

４．分析結果

　　各元素の定量分析結果（wt ％）を表１および図１に示し，図２にCaO－K２O分布図およびSrO

－Rb２O分布図を示す。

備考採取地種類試料№
１６０１～１６０８年？宇都窯（姶良町）陶土１
１６０８～１６１９年御里窯（加治木町）陶土２
１６２０年～，白薩摩竪野冷水窯（鹿児島市）陶器片３
１５９９～１６０３年？串木野窯陶器片４

加世田京の峯陶土５
山川町成川陶土６
霧島陶土７
入来粘土陶土Ａ
笠沙陶石陶土Ｂ
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　�　陶土

　　　K２O－CaO分布図（図２）によると，鹿児島県内の７点の陶土はカリウム（Ｋ２Ｏ）の含量に

よって２つのグループに分けられる。すなわち，カリウム含量が１．０％以下のグループ（試料

１，２，６，７，Ａ）と，カリウム含量が６．５％以上のグループ（試料５，Ｂ）である。Rb２O

－SrO分布図によると，カリウム含量が高い試料はルビジウム（Rb２O）の含量も高くなる傾向

が認められる。また，試料７と試料Aはストロンチウム（SrO）の含量が０．１％以上と比較的高

くなっている。

　　　カリウム含量が１．０％以下のグループのうち試料１，試料２，試料Aの３試料は，主成分の珪素

（SiO２）の含量が５５．６～５７．８％と近似しており，試料６と試料７の６２．７～６７．５％と比較して明

らかに低くなっている。また，アルミニウム（Al２O３）の含量も，試料１，試料２，試料Aの３試

料は３４．８～４０．１％であり，試料６と試料７の２７．９～２９．５％と比較して明らかに高くなってい

る。なお，試料６はイオウ（SO３）の含量が２．６％と比較的高い値であり，含量が０．８％未満で

ある他の陶土とは明らかに異なっている。

　　　カリウム含量が６．５％以上である試料５と試料Bは，アルミニウム（Al２O３）の含量が１３．５％

および２５．５％と明らかに異なっており，珪素（SiO２）の含量も７３．４％および６５．１％と異なって

いる。

　�　陶器片

　　　K２O－CaO分布図およびRb２O－SrO分布図（図２）によると，試料３（竪野冷水窯の白薩摩）

は，前回分析を行った堂平窯跡の２点の白薩摩と近似しており，上記の７点の陶土とは分布が

明らかに異なっている。また，試料４（串木野窯の陶器片）も，堂平窯跡の陶器類と近似して

おり，上記の７点の陶土とは分布が明らかに異なっている。さらに，珪素（SiO２），アルミニウ

ム（Al２O３），鉄（Fe２O３）などの元素についても，両者は堂平窯跡の白薩摩および陶器類と元素

組成が近似している。

５．考察

　�　陶土

　　　蛍光Ｘ線分析の結果，鹿児島県内の７点の陶土はカリウム（K２O）の含量に大きな差異が認

められ，含量が１．０％以下のグループ（試料１，２，６，７，Ａ）と，６．５％以上のグループ

（試料５，Ｂ）に分けられた。

　　　カリウム含量が低いグループのうち，試料１（宇都窯の陶土）と試料２（御里窯の陶土）は

元素組成が近似しており，給源地が同一もしくは近接している可能性が考えられる。これらの

陶土は，試料Ａ（入来－粘土）と元素組成が比較的近似しており，相互の関連性が示唆される。

なお，試料６（山川町成川－陶土）は，イオウ（SO３）の含量が比較的高いことから，その他

の陶土とは明瞭に識別される。

　　　カリウム含量が高いグループの試料５（加世田京の峯－陶土）と試料Ｂ（笠沙－陶石）は，

アルミニウム（Al２O３）の含量が明らかに異なっていることで識別される。

　�　陶器片

　　　試料３（竪野冷水窯の白薩摩）は，前回分析を行った堂平窯跡の白薩摩と元素組成が近似し

ており，胎土の給源地が同一もしくは近接している可能性が考えられる。試料４（串木野窯の

陶器片）についても，堂平窯跡の陶器類と元素組成が近似しており，胎土の給源地が同一もし

くは近接している可能性が考えられる。なお，いずれも鹿児島県内の７点の陶土とは元素組成

が異なっており，相互の関連性は考えにくい。

文献

三辻利一（１９９８）元素分析による古代土器の胎土研究．人類史研究第１０号，ｐ．１１－３９．

三辻利一（１９９９）元素分析による須恵器の産地推定．考古学と自然科学４．同成社，ｐ．２９４－３１３．
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図１　堂平窯跡に関わる陶土・陶片の蛍光Ｘ線分析結果（おもな元素：％）
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分析試料の陶土・陶片

【資料提供】

　宇都窯陶土・串木野窯陶片　　根津美術館

　御里窯陶土　　　　　　　　　加治木町教育委員会

　霧島陶土　　　　　　　　　　龍門司焼企業組合

　京の峯陶土　　　　　　　　　南さつま市教育委員会（旧加世田市教育委員会）

　成川・入来・笠沙陶土　　　　鹿児島県工業技術センター
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堂平窯跡から出土した炭化材の樹種

パリノ・サーヴェイ株式会社

はじめに

　堂平窯跡は，１７世紀代の薩摩焼の窯跡である。窯は，丘陵西側斜面に構築されており，長さ約３０

メートル，幅約１．２メートルの焼成室をもつ朝鮮式単室傾斜窯である。物原からは黒薩摩の甕，壺，

猪牙，白薩摩の皿，碗等の破片，窯道具等の遺物が出土している。

　今回の分析調査では，窯の木材利用に関する資料を得るために，物原，石組遺構，溝からは出土

した炭化材の樹種同定を実施する。

１．試料

　　試料は，石組遺構埋土，溝，物原等から出土した炭化材６点（試料番号１－６）である（表

１）。

２．分析方法

　　木口（横断面）・柾目（放射断面）・板目（接線断面）の３断面の割断面を作製し，実体顕微鏡

および走査型電子顕微鏡を用いて木材組織を観察し，その特徴から種類を同定する。

３．結果

　　樹種同定結果を表１に示す。炭化材は，針葉樹１種類（マツ属複維管束亜属）と広葉樹２種類

（コナラ属コナラ亜属クヌギ節・シャシャンボ）に同定された。各種類の解剖学的特徴等を記す。

　・マツ属複維管束亜属（Pinus subgen. Diploxylon）　マツ科

　　軸方向組織は仮道管と垂直樹脂道で構成される。早材部から晩材部への移行は急～やや緩やか

で，晩材部の幅は広い。垂直樹脂道は晩材部に認められる。放射組織は仮道管，柔細胞，水平樹

脂道が認められる。水平樹脂道は全て破損しており，エピセリウム細胞は観察できない。分野壁

孔は窓状となる。放射仮道管内壁には顕著な鋸歯状の突出が認められる。放射組織は単列，１－

１５細胞高。

　・コナラ属コナラ亜属クヌギ節（Quercus subgen. Lepidobalanus sect. Cerris）　ブナ科

　　環孔材で，孔圏部は１－２列，孔圏外で急激に管径を減じたのち，漸減しながら単独で放射方

向に配列する。道管は単穿孔を有し，壁孔は交互状に配列する。放射組織は同性，単列，１－２０細

胞高のものと複合放射組織とがある。

　・シャシャンボ（Vaccinium bracteatum Thunb．）　ツツジ科スノキ属

　　散孔材で，道管はほぼ単独で年輪界一様に散在し，年輪界付近で径を減ずる。道管の分布密度

は高い。道管は単穿孔および階段穿孔を有し，内壁にはらせん肥厚が認められる。放射組織は異

性，単列で８細胞高前後のものと５－７細胞幅，３０－６０細胞高のものがある。放射組織には鞘細

胞が認められる。

４．考察

　　炭化材は，石組遺構埋土，溝，物原等から出土したものであり，炭化していることから燃料材

などとして利用した結果，火を受けて炭化した可能性がある。炭化材には，複維管束亜属，クヌ

ギ節，シャシャンボの３種類が認められた。複維管束亜属は，やや重硬で強度が高く，松脂を多

く含むために燃焼性もよい。クヌギ節とシャシャンボは，いずれも重硬で強度が高く，薪炭材と

しても利用される。とくに，クヌギ節は，国産材の中でも薪炭材として特に優良な種類の一つと

される（平井，１９７９）。

　　複維管束亜属のうち，アカマツは現在でも陶器焼成の燃料材として利用される（平井，１９８０）。

このことを考慮すると，堂平窯跡でもマツ材を陶器焼成の燃料材として利用していた可能性があ

る。一方，クヌギ節やシャシャンボも燃料材として利用された可能性がある。いずれも石組遺構
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埋土から出土しており，石組遺構で少なくとも２種類の木材が混在して利用されていた可能性が

ある。また，物原等と樹種構成が異なることから，使用時の種類構成が窯の燃料材とは異なって

いた可能性もある。しかし，県内では同様の窯から出土した燃料材の樹種に関する資料が乏し

く，また今回は同定点数も少ないため，遺構による種類構成の差異については不明である。今後

さらに各遺構から出土する炭化材の樹種同定を実施し，検討していきたい。

引用文献

　平井　信二，１９７９，木の事典　第２巻．かなえ書房．

　平井　信二，１９８０，木の事典　第７巻．かなえ書房．

表１．樹種同定結果

樹　　種地点・遺構番号

シャシャンボ石組遺構埋土内１

コナラ属コナラ亜属クヌギ節石組遺構埋土内２

マツ属複維管束亜属７－Ｃ溝内３

マツ属複維管束亜属７－Ｃ溝内４

マツ属複維管束亜属物原１－Ⅳ内５

マツ属複維管束亜属６－Ｃ内６
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　１．マツ属複維管束亜属（試料番号３）
　２．コナラ属コナラ亜属クヌギ節（試料番号２）
　３．シャシャンボ（試料番号１）
　　　ａ：木口　ｂ：柾目　ｃ：板目

図版１　炭化材
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　１　立地について

　美山集落の西側の外れで，集落のある台地が西側の水

田地帯に下りる直前の西側斜面のほぼ中央部に位置す

る。窯が築かれた場所の北側は若干小高い山となってお

り，東側は比高差約５０mの深い谷となっている。

　窯は東北から南西に伸びる尾根に対してほぼ直交する

ような軸方向を持っている。焚き口から西側の水田面ま

での比高差は約７ｍほどである。

　ここを窯設置の場所としたのは，西～北西方向からの

風を採り入れ，小高い尾根を経て東側の深い谷へと流す

ことを意図したものと考えられる。水田地帯と深い谷と

の最も狭隘な部分は６０～７０mほど南側にあるが，そこで

は十分な窯の長さが確保できなかったことによる可能性

が考えられるほか，高さの不足も想定される。また，そ

こでは水田地帯の西側から採り入れた風が直接的に東側

の谷に流れてしまうことや，風の強さをコントロールし

にくい状況となることを考えての結果とも考えられる。

　２　窯の構造と造り替えについて

　焚き口は自然角礫を用いて幅が１．０ｍ，長さが１．２ｍに

造られている。礫の上位は削平されていることから上部

構造は不明である。ただ，礫の間には粘質を帯びた土が

残存していたことから，粘土による上部構造の構築が考

えられる。礫の外側も削平を受けていたことから補強の

構造などは不明であるが，周辺部の堆積状況から見る

と，礫で囲まれた部分の上部構造を補強する構造はな

かった可能性が大きいと思われた。なお，焚き口部分の

床面の焼成面は１面のみであったことから，造り替えは

考えられず，存続期間中継続されたものと考えられる。

ただ，上部構造まで造り替えがなかったとは言い切れない。

　焚き口に近い焼成室下部は，明瞭な床面の残存状態が

良好でないため，造り替えについては不明とせざるを得

ない。また，窯本体の補強についても，周辺が削平を受

けていることから明確にはし得なかった。

　それに対して，焼成室下部でも焚き口から６mほど離

れたより上方では，窯本体の少なくとも北側には成層し

たものではない人為的に固められた層が見られたことか

ら，窯のある高さまでは窯の壁あるいは天井を補強する

目的の構造が造られていたことが想定される。

　この付近では，火熱を受けて硬化した床面が２～３面

あることから，窯創設後の造り替えが１～２回あったこ

とがわかる。なお，最下部の床面は最終の床面よりも約

２０㎝下位にあり，そのレベルの北側の壁があったと想定

される床面の端部までの距離は，中央の主軸から約７０㎝

あることから，開窯当時の窯の幅は１４０㎝ であり，閉窯

時の１２０㎝と比べて約２０㎝広かったことがわかる。

　また，この部分の壁は１～２枚が観察されることか

ら，造り替えが行われたことがわかる。ただ，床面から

立ち上がる長軸方向の痕跡が，壁の構造物であったと考

えると，床面はそのままであっても，閉窯までに幅が狭

くなった時期があったことになり，そこにも１～２回の

造り替えが行われた可能性が考えられるのである。

　焼成室の中央部での床面及び壁の観察で，窯本体の北

及び南側には窯本体を補強した痕跡と考えられる人為的

な層の堆積が見られる。これは，焚き口から最低２０．６m

の地点までは確認できることから，焼成室中央部までは

少なくとも窯本体を補強する構造が造られていたことが

わかるのである。

　床面及び壁はそれぞれ２～３枚程度観察されることか

ら，窯創設後１～２回の造り替えが行われたと考えられ

る。ただ，床面と壁の造り替えの時期が同時であるか否

かによって，最終的な造り替えの回数が異なってくるこ

とになる。つまり，床面と壁の造り替えがすべて同時で

あれば，開窯後２回の造り替えが行われたと考えられる

ことになる。しかし，廃窯時である最終的な床面にも壁

の痕跡が１～２枚は残っているのに加えて，断面観察で

も最終的な壁の外側にも壁が１～２枚あること，さらに

初期の床面に対応する壁が痕跡として１～２回はあった

と考えられることを考慮すれば，床面と壁の造り替えが

必ずしも同時に行われたとは言い切れない。そうであれ

ば，開窯後，最大で６枚の壁が考えられることになるこ

とから，造り替えは５回が考えられることになる。

　ところで，焼成室上部から窯尻にかけての部分では，

焚き口から最大で２５．３mの地点まで床面の残存が，ま

た，２３．２mの地点まで壁の残存が確認されている。これ

についても，床面及び壁それぞれに１～２枚ほどが観察

できることから，造り替えがあったことは確認できる。

これ以上の部分については，焚き口から２６．４m～２７．４m

の地点で床面の残存が確認できるものの，広がりとして

は極めて小規模で，しかも若干ずり落ちている印象を受

ける位置にあることから，データとしては必ずしも良好

な資料とは言い難い。また，これらの地点では，床面の

一部が残存しているのみで，壁及びそれを含む周辺は残

存していない。そのために，窯本体の補強の状況等は確

認できなかった。

　ただ，窯尻に極めて近い部分で，床面の下部に窯壁な

どのいわゆる‘ガラ’が盛られている状況が確認された。

これは，確実に窯に伴ったものであり，ほかの部分には

見られないことから特別な意味を持つものと考えられ

る。つまり，窯を壊した壁，または床を盛って床面を延

長したものだからである。それでは，これはいつ盛られ

たものであるのか，言い換えれば，堂平窯は開窯当時か

第Ⅶ章　まとめ

tamarincororin
タイプライターテキスト
Ⅵ

tamarincororin
タイプライターテキスト

tamarincororin
タイプライターテキスト
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ら総延長３１．２m以上の窯であったのか，ということなの

である。

　ここで，長軸方向の断面を見てみることにする。これ

によると，焚き口から２３．８m（平面上では２２．８m）の地

点で開窯当時と考えられる床面が終わり，それより上部

には新たな土が盛られている状況が確認される。先ほど

述べた‘ガラ’はそこより４．６m（平面上では４．４m）上

方に位置していることから，確実に開窯当時にはなかっ

た場所であることがわかる。つまり，この部分は開窯後

のある時期に延長されたと考えられるのである。そうで

あれば，この‘ガラ’はほかでもない堂平窯の壁あるい

は床面を用いて盛られたものと思われるのである。‘ガ

ラ’を用いる理由は，水分を含まず，乾燥しており，し

かも水分を寄せ付けないと考えられることに依るのだろ

う。

　３　溝について

　窯の北側に接するように，窯に沿うように溝が掘られ

ていた。これは，窯が北側から南側へと傾斜した尾根に

直交する向きに築かれたことから，北側からの雨水が直

接かかる事態が懸念されたことから，窯と同じ方向に，

しかも窯と同様に東が高く西に低くなるという傾斜に合

わせて掘られたものと考えられる。

　ただ，窯の稼働に伴っては雨水がかかる事態がほとん

ど見られなかったと考えられ，溝のほとんどは埋められ

たと考えられる。その上で，若干窪んだ西側の部分を窯

で焼かれたものの破損品を投棄したものと思われる。そ

れが，溝の上部で検出された陶器片の一群である。

　溝を埋めたことから窯と北作業場との比高差がほとん

どなくなったことで，西側を通るようになったことか

ら，次第に道が形成されて行ったものと思われる。

　４　北作業場について

　溝を隔てた東西約１０m，南北約２３mの狭隘な場所を開

削するなどして，作業場として用いていたと考えられ

る。最も北側に２間×２間に南側に半間の庇を持つ掘立

柱建物を建てて，主要な作業のスペースとしている。窯

近くに建てられていることと，溝を埋めた跡の道が焚き

口に向けて見られることから，窯の操業時の休憩あるい

は仮眠の場であった可能性も考えられる。

　建物の南側には目隠しかとも思われる塀があり，さら

にその南側にはピットや粘土の入った土坑，石組みを

伴った粘土の入った遺構，道跡などが検出された。

　ピットは，本来的には建物の一部と考えるのが一般的

であろうが，現地での調査でも整理作業の段階でもなか

なか建物として復元できるような状況ではなかった。い

ろいろな方向に３～４基が並ぶ傾向は見られたが，それ

に対応するピットが検出されなかったことから，建物と

判断することはできなかった。

　粘土を伴った土坑は，基本的には浅い土坑が掘られた

中に遺棄されるように検出されたことから，製品として

成形する材料として将来されたものと見るよりは，窯の

破損等に伴って補修する目的で準備されたものが，最終

的な窯の廃棄の段階なりに遺棄されたものである可能性

が高いのではなかろうか。ただ，色の違いや，製品の材

料となる精製された粘土もあったとのことであることか

ら，当初から窯補修の材料としての位置付けであったか

どうかについては不明と言わざるを得ない。

　石組みを伴う粘土を伴った土坑は，素焼きの鉢が伏せ

られた状態で確認されたことから，水簸の場であった可

能性も考えられる。

　５　物原について

　窯の上方に位置している物原Ⅰ及びⅡについては，陶

器片や窯壁などを含み，ある程度の層を成して堆積して

いる状況が見られたことから，一般的な意味での物原と

しても良いと考えられるものの，第１地点のそれ以外の

物原については堆積の状態が異なっていることから，一

般的な意味での物原とは言い難い状況がある。殊に物原

Ⅳについては窯壁などの‘ガラ’が一列に配置され，ま

た，窯に近接して２個の石が並べられていたことなどか

ら，積極的に物原と規定するには躊躇を覚える。また，

窯に近接した物原Ⅲ，Ⅴ，Ⅵも粘質の強い土の中に窯壁

や焼土が見られ，陶器片はほとんど確認されなかったこ

とからも，物原との呼称は適当か否かについて再考すべ

きかも知れない。しかし，ではどのように呼称すべきか

について，統一した意見を持ち合わせていない現状にお

いては，積極的な意味ではないにしても，窯で使われた

物を遺棄する場としての物原との呼称はあながち間違い

であるとは言えないことから，物原との呼称を用いるこ

とにしたい。

　６　南作業場について

　ピットなどは検出されていないものの，一列に並べら

れた‘ガラ’や窯に近接して２個の石が平行に並べられ

ていた状況，及び全体的に平坦に整地されていたと考え

られる状況，それに北作業場とほぼ同じようなレベルに

あることなどから，作業場と推定した。

　窯に近接して並べられた２個の石は，この面に降った

雨水を排出するための溝と考えられるほか，‘ガラ’が一

列に並べられたところは，その範囲を示すものと想定さ

れ，平坦に造成された状況は作業のしやすさを確保する

ためと考えられる。この面の西側は急傾斜の段であった

ことも，作業等の場としての想定を肯定するもののよう

に思われる。

　ただ，作業の内容については，建物を伴うものでない
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ことから，不明と言わざるを得ない。それでも北作業場

とは異なった機能を有する場であったことは，ほぼ確実

であろう。

　７　２地点の物原について

　美山地域の窯の物原で判明している，割合に初期と考

えられる窯の物原は，南京皿山窯跡に代表されるように

窯の上方に形成されることがある。

　最初期に位置付けられる堂平窯でも，窯の下方には物

原は見られず，すべて窯の周辺及び上方である。先述し

たように，一般的な意味で確実に物原と言える第１地点

の物原Ⅰ及び物原Ⅱは，窯の上方に位置している。その

ことから，この美山地域に移り住み，最初期の窯を築い

た先人たちは，窯で焼かれ，使用されて遺棄すべき物は，

窯の上方に遺棄するものとの認識を持っていたものと考

えられる。

　その意味から言っても，窯の東側に当たる尾根を隔て

た谷に形成された，窯で焼かれ，使用された，遺棄すべ

き物が，第２地点と呼称した谷に遺棄され，そこで確認

されたものを物原と呼ぶのに，何ら障害が生ずることは

ないと考えられるのである。

　８　窯の移設保存について

　発掘調査の最中に，地元から堂平窯跡の移設保存につ

いての要望が出され，美山地域に残る最初期の薩摩焼窯

跡としての重要性に鑑み，当時の東市来町長と事業主体

者である当時の建設省鹿児島国道工事事務所長の協議等

を経て，美山地域の郵便局裏の小公園に移設し，永久保

存することが決められた。

　移設については建設省が負担し，それを覆う上屋の建

設は地元東市来町がその経費を負担することで決着し，

多大の経費を伴った窯跡の移設保存は平成１１年３月まで

に終了し，上屋の建設もその後に行われて公開され，現

在に至っている。

　そのように多大な経費を伴った窯の移設保存であった

ことから，美山地域に残る最初期の薩摩焼の窯跡として

将来にわたって保存，活用されることを期待している。

　移設保存に関しては，多大な経費を余儀なくされたこ

とは疑いようのない事実であり，それに向けての地元の

強い要望があったればこそ実現した画期的な出来事で

あったと考えられる。

　だからこそ，その後の管理が十分になされなければ移

設保存を強力に要望した地元の意向に背くものであるば

かりでなく，貴重な文化財としての薩摩焼の窯そのもの

の位置付けも相対的に低いものとなるように思われて，

寂しさを覚えるのである。調査を担当した者としては，

調査にあたって徹底して断ち割りを行い，可能な限りの

データ，情報を得るために立ち向かえば良かったのかも

知れない，という思いが残るのである。完全に切り刻み

ながら最期を看取りつつ，最大限の情報を得て調査を終

えること。どちらが良かったのかという思いに駆られる

前に，移設保存された窯を，十二分な配慮で未来に引き

継いでくれることを望むばかりである。

（文責　繁昌正幸）

第１８３表　主な器種の出土量

合計
第２地点第　１　地　点

物原１・２物原Ⅱ物原Ⅰ溝

0.57%2.7520.250.250.25碗

0.21%11---皿

0.47%2.2520.25--碗
（白色）

0.47%2.2520.25--皿
（白色）

0.57%2.7520.250.250.25蓋
（円板型）

0.26%1.250.50.250.250.25水注

5.52%26.519331.5徳利

1.77%8.580.250.25-鉢

1.77%8.5511.51片口

2.08%1061.51.51擂鉢

2.50%127221蓋
（浅鉢型）

5.52%26.520231.5甕

6.15%29.523231.5壺

0.52%2.520.250.25-植木鉢

15.95%76.565830.5瓦

11.46%55353143窯道具

44.19%21215113417その他
器種

479.75351377319合計

73%8%15%4%割合

※　出土量の数値は深いパンケースの数を表す。陶片

が八分入った状態でのカウントである。

※　窯跡全体のパンケースの数量は，７９０ケースである。（写真）堺市環濠都市遺跡出土の１６世紀末の朝
鮮陶器
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　出土遺物から見た堂平窯
　窯構造

　堂平窯には新・古二様式の窯があると『薩摩焼の研究』

で提唱されてきた。これは，元屋敷窯跡の推定地から採

集された瓦片や陶片が，堂平窯跡採集品と類似してお

り，これらが比較的古い段階の陶片であると比定された

ことと，磁器に伴う窯道具が採取されたことによる。こ

れにより，初期窯として朝鮮式半円筒形単室傾斜窯が存

在し，次期窯として肥前系連房式登窯の存在が想定され

たのである。

　今回の発掘調査によって「単室傾斜窯」，又は「単室登

窯」と呼ばれる窯体１基が確認された。これは，いち早

く検出されていた串木野窯跡（第４図参照）と同様の構

造と判断した。串木野窯は文献や伝承から推測して，朝

鮮半島の築窯技術で造られた窯とされていたが，近年，

韓国の発掘調査により，これを裏付けるような発見（第

３１３・３１４図）が増加していることから，今回検出された

窯体は１６世紀代の朝鮮半島に系譜を追える資料と考古学

的に立証されたと言えよう。また，膨大な出土品の中に

占める磁器資料が極めて少ないことや周辺地形等から，

堂平窯はこの朝鮮様式の窯体１基で，『薩摩焼の研究』で

報告されたような肥前系連房式登窯が別に存在したかは

疑わしい。

　なお，国内で，同様の窯構造が確認されているのは，

岸岳古窯跡群の皿屋上窯（唐津市，旧北波多村）が挙げ

られる。（註２，第３１５図）共に１６世紀末から１７世紀初頭

に朝鮮半島から陶工たちが移動したという歴史と，主と

して焼成されている器種が，大形の貯蔵器であることが

共通する。

　

　製品

　堂平窯跡では，物原や遺構内などから大量の遺物が出

土した。（第１８３表参照）そのほとんどは廃棄された甕・

壺・徳利等日用陶器の破片であり，この他釉瓦も出土し

た。また，これらの陶片に伴い，窯詰め時に使用された

様々な種類の窯道具も大量に出土した。

　一方で，日用陶器の出土量からすると少量ではある

が，白色陶胎の上品も出土しており，堂平窯でさまざま

な種類の陶器が焼かれていたことが窺える。

　胎土は緻密でよく焼き締まっており，不純物はほとん

ど含まれないが，一部に微細な黄白色のパミスが観察さ

れる資料が見られる。粘土に軽石をすりつぶして混和剤

としと使用している可能性も考えられる。

　成形方法は，轆轤上で粘土紐を巻き上げ叩いており，

器壁は非常に薄く，製品の内面には同心円状のあて具痕

が残り，口縁部等のつくりがシャープな資料が多い。こ

のような成形技法や堂平窯の製品の器形，口縁部のつく

り等は，１５世紀後半～１６世紀前半とされる朝鮮陶器窯か

らの出土遺物（第３１４図）や堺環濠都市遺跡から出土した

１６世紀末に相当する朝鮮陶器（Ｐ３６６写真）と酷似して

おり，堂平窯の初期の製品には朝鮮的製陶技術が観察で

きる。しかし，このような特徴は経年変化により，器壁

が厚くなり，口縁部等のつくりもシャープさに欠け，成

形方法もタタキ成形のあと，ヘラ状工具による横方向な

で調整が施されるなど，現在の苗代川焼に多用される技

法へと変化している。

　また，堂平窯初期に製作された製品においては，碗や

水注といった小物の製品も，轆轤成形を行わず，粘土紐

巻き上げでタタキ成形により製作されている。碗の高台

は削り出さず，付け高台であるためバチ状を呈しシャー

プさに欠ける。このことから，堂平窯の陶工は，「轆轤成

形を得意としない集団」，つまり朝鮮半島における「甕

匠」（註３）であった可能性が考えられる。

　釉薬については，褐色系に発色する鉄釉と緑褐色系に

発色する灰釉の２種類が見られる。鉄釉は光沢が強く，

厚くかかり，灰釉は透過性が高く，光沢のないものがほ

とんどである。鉄釉と灰釉の割合は，器種ごとにより違

いが見られるが，全体的に初期に生産された製品には灰

釉が多く，その後鉄釉の割合が増加する傾向にある。

　窯詰め

　窯詰めについては，窯道具と重ね焼きの技法について

述べておきたい。

　窯道具は，馬蹄形ハマ・棒状ハマ・スタンプ型ハマ・

トチン・サヤ鉢が出土し，他に，色見孔の蓋をハマとし

て転用したものや，粘土塊を簡易に整えて使用したも

の，また，窯道具と思われるがはっきりしないものも見

られる。

　断面が馬蹄形，または台形・くさび状の形状を呈した

ハマを「馬蹄形ハマ」としたが，これは『薩摩焼の研究』

で「馬蹄形据臺」として報告されているもので，「傾斜し

た窯床に置きこの上に器物を据える」と説明されている。

今回の調査では，馬蹄形ハマをその平面形から三角形・

第３１３図　韓国済州島における朝鮮王朝図の窯模
式図（註１）
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第３１５図　皿屋上窯跡　出土遺物実測図

第３１４図　清道蓴池里窯跡　出土遺物実測図
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円形・長方形の３種類に分類した。

　三角形の馬蹄形ハマは，窯道具全体の約７割を占め，

主に傾斜する床面と甕・壺等の大形の製品の間に挟んで

使用し，さらに，製品とハマの間には貝殻を挟んでいる

ため，ハマの上面に貝目が焼き付いている。また，貝目

が重複している資料も見られ，複数回の使用が考えられ

る。円形のものは，上面に高台痕や貝目が残る資料が見

られることから，碗等に使用されたもので，県内の他窯

では，共に１７世紀初頭の宇都窯跡（姶良郡姶良町），御里

窯跡（姶良郡加治木町）で確認されている。また両面に

使用された痕跡が残る資料も見られるため，これも複数

回使用したものと思われる。長方形のものは，瓦の出土

量に伴いその出土量も増えることから，瓦を焼成する際

使用されたものと思われる。

　棒状ハマは，少量の粘土塊を掌内で棒状に成形して，

製品の外底面や馬蹄形ハマの上に置き，水平の微調整を

取るために使用したものである。表面には成形時の指跡

の凹凸が明瞭に残り，外底面に使用したものは，底面に

沿うようカーブしている。

　スタンプ型ハマは，瓦の出土量の増加と共に出土量が

顕著となる傾向が見られる。瓦に熔着した状態で出土し

た資料があることから，瓦と瓦の端に挟んで使用したも

ので，管見の限り，このような窯道具は知られていない。

　色見孔の蓋は，出土したものほとんどに貝目が残って

おり，ハマとして再利用したものと思われる。

　その他，窯道具ではない可能性も考えられるが，円板

形の体部の上面端部に，粘土紐を斜め上方に貼り付け，

中央は穿孔し，その周囲に大豆粒大の突起を付けた資料

がある。類似品が，韓国の清道蓴池里甕器窯跡でも出土

しており（第３１４図６），用途不明と報告されている。

　トチンは，堂平窯の開窯時から使用されていたのでは

なく，ある時期から使用されるようになる。その時期に

ついては後に述べることとしたい。数量はそれほど多く

なく，鼓型・シノ型のものが見られる。

　サヤ鉢は，上手の白色陶胎の碗類を焼成するために使

用されたもので，サヤ鉢の内底面には，白色の高台痕が

残る資料が見られる。白色陶胎の碗類の出土傾向からト

チンと同様に，サヤ鉢も開窯時から使用されていたので

はないと考えられる。大部分が，口縁部を上向きにして

重ねて使用しているが，一部にサヤ鉢の外底面に高台痕

が残る資料が見られることから，口縁部を下向きにして

被せるようにして使用する例も確認された。また，サヤ

鉢とサヤ鉢の間，又はサヤ蓋との間には，胎土目又は貝

目が使用されている。

　次に，窯詰めは，合わせ口や，口縁部を上向きにして

重ねており，この方法を現在の苗代川の陶工たちは

「カップラ」「トンキン」と呼んでいる。合わせ口は，片

口・擂鉢の口唇部の釉を拭い取り，口唇部と口唇部を合

わせている。また，口縁部を上向きにして焼成した擂鉢

には，内面口縁部下位に棒状ハマの目跡が２か所観察で

きる資料があり，製品同士の熔着を防ぐため，その隙間

に粘土や貝が用いられる。胎土目は，主に白色陶胎の

碗・皿類に用いられ，見込みに見られる。貝目は主に，

甕・壺の口縁部や外底面に見られ，前述したように馬蹄

形ハマの上面にも残るが，碗の畳付にも見られる。ま

た，白色陶胎の碗の見込みや，サヤ鉢の口縁部や内底面

にも用いられている。その他に，「胎土詰貝目」とした目

跡は，小形の二枚貝の内側に，粘土を詰めて使用した例

である。調査では，陶片に混じって窯詰めに使用した貝

殻も一緒に出土している。その種類は，マルサルボウガ

イ・シジミ・イタヤガイ（写真図版１０２参照）である。サ

ルボウガイは現在でも東市来周辺の浜辺で採集すること

ができ，シジミは，神之川等に生息していたものと思わ

れる。

　溝内出土遺物及び物原出土遺物の特徴

　堂平窯跡の周辺に形成された物原は，大きく２つの地

域に分けることができた。

　１つは第１地点とした地域で，窯体の周囲に形成され

た物原群で，物原Ⅰ～Ⅵとした。なお，物原Ⅲ～Ⅵに関

しては純粋な物原としての堆積はみられないため，撹乱

に近い状態である。

　２つ目は第２地点とした地域で，集落へ続く里道から

斜傾する谷川に向けて形成された物原である。今回の報

告では，物原１，２と２地点に分けて遺物を報告したが，

地形の状況や遺物の特徴などから考えると，物原１の遺

物が斜面をころげ落ち物原２を形成したものと考えられ

る。

　これらの物原から出土した遺物を観察すると，器種や

器形，製作技法などの点で違いが見られ，これは物原が

形成された時期差によるものと考えられる。また，窯体

の北側に掘り込まれた溝内から出土した遺物も含めて考

えると，大まかではあるが堂平窯の製品の経年変化が窺

える。

　そこで，まず溝内出土遺物及び第１地点物原Ⅰ，Ⅱ，

第２地点物原１・２内出土遺物についてその特徴を簡単

にまとめておきたい。

　溝内出土遺物

　窯体の北側に窯体に沿うように構築された溝からは大

量の遺物が出土した。それらの遺物は主に６・７－C区

に集中して出土しており，溝の埋土の上位に密集してい

て，中位～下位にかけては出土していない。溝から出土

した陶片は非常に薄く，その器形や製作技法等は，１５世

紀後半～１６世紀前半とされる朝鮮陶器（第３１４図参照）や

串木野窯跡の出土遺物（第３１６図参照）に酷似しており，

堂平窯跡の中で最も古い段階の製品であると思われる。
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また，一部撹乱を受けてはいるものの，溝内出土遺物と

多く接合していることなどから，物原Ⅴの地点には，堂

平窯の古い段階の物原が形成されていたものと想定され

る。

　第１地点物原Ⅰ

　物原Ⅰからは，碗・蓋・水注・徳利・片口・擂鉢・甕・

壺・貝殻等が出土しており，貝殻は窯詰め時に使用する

ためのものと考えられる。出土遺物の器壁は薄く仕上げ

られ，内面に同心円状のタタキ目が残る資料が目に付

く。また，甕・壺等の口唇部には貝目が残る。胎土は緻

密でよく焼き締まっている。釉薬は緑褐色系の発色する

灰釉や褐色系に発色する鉄釉がかけられている。物原Ⅰ

内の出土遺物も朝鮮的製陶技術の様相を残す遺物であ

る。しかしながら，本窯跡で初期に生産されたと考えら

れる溝内出土遺物と比較すると，若干器壁が厚くなる傾

向が見られ，甕・壺等の口縁部のつくりもややシャープ

さに欠ける。法量的にも大きくなり，さらに植木鉢等の

溝内出土遺物の中では見られなかった製品も確認され，

器種が増加する傾向が見られる。

　物原Ⅰ内の出土遺物は，溝内出土遺物に引き続く時期

の製品と考えられる。

　第１地点物原Ⅱ

　物原Ⅱからは，碗・蓋・水注・徳利・片口・擂鉢・甕・

壺・窯道具等が出土している。その他に，植木鉢・素焼

きの鉢・瓦など，溝内出土遺物や物原Ⅰ内出土遺物には

ほとんど見られなかった遺物が多く出土しており，生産

される器種の増加が窺える。特に瓦は，鶴丸城（鹿児島

城）に葺かれたものと思われ（註４），物原Ⅱや第２地点

の物原からは大量に出土する。

　製作技法としては，タタキ成形や貝目が残る資料など

朝鮮的製陶技術の様相が一部残るものの，全体的に器壁

は厚さを増し，１９世紀代の苗代川焼に見られるような，

内外面にヘラ状既工具による横方向の筋状の調整が施さ

れる資料も目につく。また器形的にも，甕壺の蓋や甕，

窯道具などで新しい器形の資料が見られる。甕の口縁部

の形状には肥前系陶器の影響を受けた製品も見られ，窯

道具にも，トチン・サヤ鉢といった肥前系の道具が導入

され，瓦に使用したと思われるスタンプ型を呈する新し

い形状の窯道具も出土している。また製品の法量も溝内

出土遺物や物原Ⅰと比較すると，大きくなる傾向が見ら

れる。

　物原Ⅱ内の出土遺物は，溝内出土遺物や物原Ⅰ内出土

遺物とはやや異なった様相を呈し，本窯の製品が在地化

していく過程が見られ，物原Ⅰに後続する時期の資料と

考えられる。

　第２地点物原１・２

　第２地点物原１・２からは，碗・皿・蓋・水注・徳利・

片口・擂鉢・鉢・甕・壺・植木鉢・瓦・窯道具等が出土

した。器種もさらに増加し，基本的な器種の他に，量は

多くないがバラエティーに富んだ製品が出土している。

この地点では，瓦の出土量が非常に多く，大量に生産さ

れていたことが伺える。また，白色陶胎の碗・皿類や植

木鉢の出土量も増えている。

　製品の特徴としては，第１地点物原Ⅱと同様で，タタ

キ成形や貝目が残る資料など朝鮮的製陶技術の様相が一

部残るものの，全体的に器壁は厚く，内外面にヘラ状工

具による横方向の筋状の調整痕が残る資料が多い。甕の

口縁部の形状には肥前系陶器の影響を受けた製品と見ら

れ，窯道具にも，トチン・サヤ鉢・瓦に使用する窯道具

といった新しいものや肥前系の窯に見られる道具が出土

している。

　以上，溝，第１地点物原Ⅰ，物原Ⅱ，第２地点物原１・

２は，出土した陶片の特徴から，古い順に，溝，第１地

点物原Ⅰ，物原Ⅱ，第２地点物原１・２の順に形成され

たと考えられる。

　堂平窯製品の経年変化とその特徴

　堂平窯の製品には，朝鮮的様相が次第に消失してい

き，在地化し現在の苗代川焼へ変化していく過程が見ら

れ，大きくⅠ期（１７世紀前半）とⅡ期（１７世紀後半）の

大きく２時期に編年することができる。Ⅰ期はさらにⅠ

a期とⅠb期の２つに細分化することができた。

　次に，それぞれの時期の特徴を述べておきたい。

　Ⅰａ期（１６２０～１６３０年代）

　主に溝内出土遺物がこの時期に相当する。１５世紀後半

～１６世紀前半の朝鮮陶器や薩摩焼で最初の窯と伝えられ

る串木野窯から出土した遺物と同様の器形や製陶技術が

見られる（第３１６図参照）。また，この時期の甕の口縁部

のつくりや平面が三角形の馬蹄形ハマは，御里窯（加治

木町）から出土する水指の口縁部や窯道具と酷似し，御

里窯の稼働年代から考えてもⅠa期の年代は想定できよう。

　この時期の製品は，器壁が非常に薄く，口縁部の作り

などはシャープである。胴部内面にはタタキ成形時のあ

て具痕が同心円状に残る。器種はそれほど多くなく，

碗・蓋・水注・徳利・片口・擂鉢・甕・壺が中心である。

島津義弘により連行され，串木野窯を経て苗代川に移っ

た朝鮮人陶工らにより製作された，朝鮮的製陶技術その

ものが色濃く残る製品と考えられる。

　Ⅰｂ期（１６３０～１６５０年代）

　主に第１地点物原Ⅰ内出土遺物がこの時期に相当す

る。朝鮮陶器と同様の器形や製陶技術は引き続きのこる

ものの，在地的な影響も受ける中で，朝鮮的な様相がや

や消失し始める時期である。器形は，成型方法等には大

きな変化は見られないが，器壁は若干厚さを増す。口縁

部のつくりはややシャープさに欠ける。また，器種は，

Ⅰa期とほぼ同じであるが，器形のバリエーションや法
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量が増える傾向が見られる。

　Ⅱ期（１７世紀後半）

主に第１地点物原Ⅱ，第２地点物原１・２内出土遺物が

この時期に相当する。朝鮮的様相が消失していき，在地

化する。器壁は厚くなり，口縁部のつくり等にはシャー

プさに欠けるものが多い。製作技法の変化としては，タ

タキ成形のあと，ヘラ状工具によるナデ調整が施される

ようになり，横方向の筋状の調整痕が残るものが多く見

られる。器種は増大し，碗・蓋・水注・徳利・片口・擂

鉢・鉢・甕・壺のほか，皿・白色陶胎の碗・皿・素焼き

の鉢・植木鉢・瓦等が見られるようになる。特に瓦につ

いては，その出土量は膨大である。肥前系の製陶技術も

導入されるようになり，窯道具ではサヤ鉢やトチンが使

用されるようになる。製品でも，甕の口縁部の形状は１７

世紀後半の肥前系陶器の影響を受けた口縁部形態に変化

する。また，県内他窯との交流も考えられ，竪野系冷水

窯のものと類似した上手の白色陶胎の製品や，口縁部形

状が山元窯（加治木町）と同様の擂鉢も出土している。そ

の他，贈答用と考えられる特注品の植木鉢，鶴丸城の瓦

もこの時期には生産しており，堂平窯に対する薩摩藩の

関与が窺い知れる。

　主な器種の経年変化（第３１７・３１８図）

　碗

　法量的には鉢として分類できる資料がほとんどである

が，本窯では碗として分類した。基本的な形状は，口縁

部が僅かに外反し，腰部が張り，一部に口縁部

が直口するものも見られる。高台は付け高台

で，バチ状を呈する。この器形は，Ⅰ・Ⅱ期を

通して見られ大きな変化は見られないが，Ⅱ期

になると湯のみ碗程度の大きさのものや鉢のよ

うな大形のものも出現する。

　皿

　堂平窯の製品の中で，皿はほとんど見られな

い。特にⅠ期では皿は全く出土しておらず，Ⅱ

期になって僅かに出土する程度である。しか

し，碗と同じ胎土を使用してのものではなく，

より緻密な胎土を用いてつくられる。

　白色陶胎の碗・皿

　白色陶胎（通称「白薩摩」と呼ばれる）の製

品は，Ⅰb期から僅かに見られるが，その中心

はⅡ期である。器形や胎土は，１６世紀末の朝鮮

半島に見られる軟質白磁に類似しているが，同

時期の藩窯である竪野（冷水）窯の影響も受け

ていると考えられる。口縁部は僅かに外反する

ものが多く，高台が割り高台となる資料もあ

り，成形は轆轤成形で，高台は削り出しにより

つくられるが，器壁は厚く，つくりもシャープ

さに欠け稚拙感がある。胎土はやや粘質性に欠け，釉は

畳付を除き全面にやや白濁した透明釉がかかる。また，

鉄釉で正面となる位置に景色を施すものもある。窯詰め

は，サヤ鉢の中で重ね焼きが行われており，見込みや畳

付に白色の砂粒を含む胎土目が付く資料が見られる。ま

た，中には貝目が残るものもあり，甕・壺生産の技法で

ある貝目技法が見られる点は興味深い。

　蓋

　水注等に被せる円板状で小形のものと甕・壺等に被せ

る浅鉢形のものがある。前者は，粘土をタタキ成形によ

り平らにし，刃の鋭い工具で円形に切り抜いて体部をつ

くり，上面にはつまみを付ける。下面に，粘土紐を円形

に貼り付けて身受け部をつくるタイプもあるが，全体的

にⅠ・Ⅱ期を通して大きな変化は見られない。

　甕・壺等に被せるものは，特に口縁部の形状と器面調

整の二つの点において変化が見られる。Ⅰ期では，甕や

壺と同様で朝鮮的な様相をもつ口縁部の形状，口縁部を

外側に折り返して，口唇部の内側を高く外側を低くつく

るものや，口縁部を外側に折り，さらに内側に折り返し

て丸くおさめるタイプが中心であるが，Ⅱ期になると，

口縁部先端を折り返さず，口唇部を平坦におさめる洗面

器形の形状のものが新たに加わり増加し，やがて，甕・

壺と同様の口縁部形態のものは消失していく傾向が見ら

れる。また器面調整は，Ⅱ期になるとⅠ期では見られな

かった，ヘラ状工具による横方向の筋状の調整痕が残る

製品が多く見られるようになる。

第３１６図　串木野窯出土遺物実測図（鈴木２００４）
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　水注

　外底面にも釉薬がかかっていることから，直火に欠け

て使用したものではなく，いわゆる「土瓶」とは異なる

用途が考えられる。Ⅰ期の時期から，注口の形状は巻口

で，把手が注口に対し９０度右側に付くもの，中空で棒状

の把手が，注口に対して約７５度右の外面肩部につくも

の，注口上部とその反対側をつなぐアーチ状の陶製の把

手が付くものの３種が見られる。全体的な出土量が多く

ないため，はっきりとした変化は分からないが，Ⅱ期も，

把手が注口に対して９０度右に付くもの以外は引き続き見

られるようである。

　徳利

　Ⅰａ期においては，「舟徳利」型と呼ばれる胴部下位に

最大径を有する形状ものが一般的である。肩部には，沈

線が数条巡るものと巡らないものがある。Ⅰｂ期になる

と，舟徳利型のもの以外に，大形で胴部中位に最大径を

有する形状のものがつくられるようになる。Ⅱ期になる

と，さらにバリエーションが増え，小形で頸部が細長く

なで肩の「鶴首」型と呼ばれる肥前磁器の影響を受けた

形状のものもつくられるようになる。また，大形のもの

は器壁が厚手となり，口縁部は肉厚となるものが多くな

る。

　片口

　Ⅰ期・Ⅱ期を通じて器形や口縁部のつくり等の大きな

変化は見られないが，Ⅱ期になると若干器壁が厚くなる

傾向は見られる

　擂鉢

　堂平窯の製品の中で，比較的はっきりとした変遷が分

かる器種である。堂平窯で生産された擂鉢は，串木野窯

から出土したもの（第３１６図参照）と同様の形状を呈し，

口縁部を外側に折り返して肥厚させ，外面口縁部下位に

３～４条の突帯を巡らせる。内面には，太く粗い擂り目

が口縁部下位に余白を残して施される。そのうちⅠａ期

は，口唇部が丸くつくられるものがほとんどで，口縁部

がまっすぐに伸びるものとやや内湾気味につくられるも

のが見られる。この時期に相当する擂鉢の口唇部には貝

目は見られない。Ⅰｂ期は，Ⅰａ期と比べ大きな変化は

見られないが，やや器壁が厚く，口唇部が幅広につくら

れるものが見られるようになるが，口唇部にはⅠａ期と

同じく貝目は見られない。Ⅱ期になると，口唇部の形状

に大きな変化が現れ，加治木町山元窯跡出土の擂鉢と同

様の口縁部形態のものが主流となる。口唇部は幅広で，

平坦な面を有するようになり，貝目が残る。このタイプ

の擂鉢は，擂り目も細くシャープで密に施される。

　擂鉢は朝鮮半島には見られない器種といわれる。その

ため串木野窯や堂平窯の陶工等は，その製作にあたって

当時国内に広く流通していた擂鉢を模倣したものと思わ

れる。堂平窯Ⅰａ期の擂鉢の擂り目の特徴は，１６世紀第

２四半期～１７世紀第１四半期の備前焼の擂り目の特徴と

類似しており（註５），さらに，１７世紀第２四半期～１７世

紀第３四半期の備前焼の特徴も堂平窯のⅠｂ～Ⅱ期の擂

鉢と類似している。このことから堂平窯の陶工たちが，

口縁部の形状等を異にする要素を残しながら，備前焼等

の擂鉢を参考に製作したことが考えられる。このこと

は，碗や壺・甕等の汎用の器形は個性的な技術を徐々に

在地的なものに同化していきながら，擂鉢のようなオリ

ジナル性の強い器種は陶工たちが積極的に吸収を図った

様子が窺い知れよう。朝鮮の製陶技術が経年変化のなか

でしだいに在地化した一面と，積極的に在地化した側面

をみることができる。

　甕

　Ⅰａ期の甕は，比較的小型で，器高が２５㎝ 程度であ

る。口縁部は外側に折り返して「Ｔ」字状につくり，口

唇部は内側を高く外側を溝縁状に仕上げる。全体的につ

くりはシャープで，器壁は極めて薄く，胴部が膨らむ形

状のものとバケツ型を呈するものがある。Ⅰｂ期になる

と，口縁部や口唇部の形状に大きな変化は見られない

が，つくりはシャープさに欠け，器壁は厚くなる傾向が

見られる。器形も大形になり器高が３０㎝ 程度のものが

主流となる。Ⅱ期になると，口縁部の形態に大きな変化

が現れる。Ⅰ期で見られた口縁部や口唇部の形態はほと

んど見られなくなり，１７世紀後半の肥前系陶器の影響を

受けた口縁部の形態（註６）が主流となる。

　壺

　壺は大形のものから小形のものまで，様々な形状のも

のが存在するが，ここでは大形のものについて述べてお

きたい。Ⅰａ期では，大形といっても小振りでシャープ

な器形で，口唇部は甕と同様の形状を呈する。Ⅰb期に

なると，つくりもシャープに欠け，器壁は厚くなる傾向

が見られる。Ⅱ期になっても，Ⅰ期で見られた口縁部の

形状は引き続き見られるが，さらに器壁は厚くなり，

シャープさに欠けたつくりとなる。また，新たに琉球の

荒焼壺に類似した形状のものがつくられるようになる。

口縁部は外側に折られ，口唇部が丸くつくられる。耳は

横耳である。

　植木鉢

　植木鉢は，Ⅰｂ期より僅かに見られるが，種類，量と

もに増えるのはⅡ期になってからである。堂平窯で生産

された植木鉢は，口径が３０㎝程度の大形のものと吊り下

げて使用したと考えられる小形のものがあり，どちらも

素焼きである。大形のものは，口縁部や口唇部に装飾が

施され，外面胴部にはスタンプや沈線により文様が施さ

れる。吊り下げ型のものは，外面胴部に沈線で文様が施

され，口唇部には吊り下げ用の紐を通す穴が２か所先行

される。また，植木鉢というより盆栽鉢として使用した

のではないかと思われる，方形で獅子頭付きの脚部を有
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するものもある。これについては，出土量が極めて少な

いため，藩等からの特注品であろうと考えられる。

　植木鉢は，現在のところ，山元窯で生産されたものが

最も古いと考えられているが，堂平窯の植木鉢も同時期

もしくはそれ以前の可能性が考えられる。

　瓦

　瓦はⅠ期に相当する物原からは，ほとんど出土してい

ない。その大部分はⅡ期になって大量に出土する。

　成型は，中世の瓦成型に見られる「樽巻き」ではなく，

粘土紐巻き上げで筒状に作り，タタキ成形が施され，さ

らに内面は削り調整やヘラ状工具によりナデ調整を施

し，外面は轆轤の回転を利用して，ヘラ状工具により横

方向の筋状の調整が施される。

　瓦の外面に見られるヘラ状工具による筋状の調整痕

は，Ⅱ期に相当する製品に見られる成形方法と同様であ

る。

　この状況から，これらの瓦は，１７世紀後半の製品と位

置付けられる。このため，従来，堂平窯で鶴丸城本丸の

創建時の瓦を焼いたと考えられていたが，１７世紀後半に

行われた修復工事等の際に使用した瓦であることが推測

される。なお，釉瓦の他に，朝鮮様式の瓦が出土してい

る。胎土分析の結果，堂平窯出土の釉瓦と非常に近い胎

土であるとの結果が得られたため，この朝鮮様式の瓦が

創建瓦であった可能性が考えられる。

　窯道具

　平面が長方形の馬蹄形ハマ，スタンプ型ハマ，トチン，

サヤ鉢は，Ⅰｂ期から僅かに出土しているものがあるも

のの，その出土量が増加するのは，Ⅱ期になってからで

ある。平面が長方形の馬蹄形ハマやスタンプ型ハマは，

熔着例などから瓦焼成時に使用されたものと考えられ

る。トチンやサヤ鉢は，肥前系の窯道具であるため，肥

前からの技術伝搬が考えられるが，白色陶胎等が堂平窯

での生産されるに伴って使用され始めることから，同時

期の竪野（冷水）窯を経由しての技術移入も考えられる。

　堂平窯跡の年代

　出土遺物から見た堂平窯跡の年代を述べておきたい。

結論から先に述べると，開窯年代は１６２０年代，閉窯年代

は１７世紀後半であろうと想定される。

　まず，開窯年代１６２０年代とした根拠は，堂平窯跡の出

土遺物のうち，最も古い段階（Ⅰａ期）に相当する溝内

出土遺物に混入する肥前系陶器の年代から推定できる。

溝内出土の陶片に混ざり１５８０年～１６１０年と思われる胎土

目の肥前系陶器や，１６８０年～１６２０年代と思われる砂目の

肥前系陶器が出土している。このことから堂平窯の開窯

年代は遅くとも１６２０年代には開窯していたと考えられよ

う。

　次に閉窯時期は，１７世紀後半と考えられる。その根拠

は次の３点からである。

　１点目は，擂鉢の口縁部の形状からである。Ⅱ期に相

当する擂鉢の口縁部の形状が山元窯（姶良郡加治木町）

の擂鉢と同様のタイプであることから，技法や工人の交

流により当時一般的であった擂鉢の口縁形態が諸窯で製

作されていたものと考えられ，従って少なくとも山元窯

が稼働していた１６７０～１６８０年代までは堂平窯も稼動して

いたと考えられる　

　２点目は，発掘調査により確認された窯体床面の作り

替えの回数からである。断面から，３回～５回の作り替

えが行われていると考えられ，同時代の肥前系窯跡の状

況から推測すると，１６２０年代に開窯したのであれば，５０

～６０年の稼動で１７世紀後半閉窯が妥当と思われる。

　３点目に，甕の口縁部の形状からである。堂平窯の甕

の口縁部は朝鮮的様相の強いものから，肥前で１７世紀後

半に主流となる口縁部形態に変化し，Ⅱ期になって大量

に生産されることから，１７世紀後半と考えられる。

　以上のことから，現在のところ１８世紀代まで稼動して

いたとする資料はなく，１７世紀末もしくは１８世紀初頭ま

で稼動していた可能性を残しつつも，１７世紀後半とした

い。

　また，堂平窯の窯尻付近は増築された形跡が見られ

る。その時期については，出土量が急増し大量の瓦も焼

成されたⅡ期が考えられよう。Ⅰ期からⅡ期へ移行する

１７世紀中頃が想定できる。

　最後に，開窯年代についての若干の考察を述べておき

たい。堂平窯は，伝承から串木野・元屋敷に後続する窯

と考えられている。苗代川系で最も古いとされる串木野

窯は昭和９年に発掘調査が行われ，窯体や出土遺物等が

報告されており，その陶片は，堂平窯Ⅰa期のものと酷似

している。このことは，串木野窯には堂平窯と並行した

稼働期があった可能性を残しつつも，串木野窯から苗代

川地区へ移動したという伝承を裏付けたことになろう。

しかし，串木野窯の次で，苗代川地区で最初に開窯され

たとされる元屋敷窯については，現在においてもその情

報は極めて少ない。『薩摩焼の研究』で，元屋敷窯跡と推

定した地点から採集した陶片（註７）を観察すると，串

木野窯や堂平窯Ⅰ期の陶片に比べて器壁は厚く，口縁部

のつくりもシャープさに欠け，胴部に横筋の調整痕が見

られる等，堂平窯Ⅱ期の陶片に近い特徴が見られた。同

じく瓦片もⅡ期に分類した資料である。

　『薩摩焼の研究』では更に文献や伝承を加えて，堂平窯

に先行する窯として元屋敷窯跡の存在を推考している

が，資料的にはその存在を裏付けてきた根拠に疑問を覚

えることとなった。元屋敷窯の推定地は，美山小学校の

北向きの斜面を利用した築窯適地とは思われない場所

で，その名前どおり陶工たちの屋敷や工房があった可能

性が考えられる。（註８）実際，『薩摩焼の研究』で元屋
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第３１７図　Ⅰa期（上）・Ⅰb期（下）相当の出土遺物　スケールは不統一。本文中挿図参照のこと。
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敷窯の陶片を採集した場所は，堂平窯まで約２００m足ら

ずの地点で，周辺で最も陽当たりの良い傾斜地が堂平窯

跡の所在する斜面である。よって，居住地若しくは工房

と窯場の関係に両者があったことが想定できよう。この

ような窯場を共有し，生活・作業区を別に設ける運営は

民俗事例としても紹介されており（註９），堂平窯の時代

も同様の窯場経営が考えられる。

　従って，元屋敷窯そのものの存在を再考する必要もあ

り，それによっては，１６１０年代に堂平窯が開窯していた

可能性も考えておく必要もあろう。

（文責　関明恵）

【註　訳】

註１　済州島教育大学『９０産学共同研究活動報告書　済州の

窯址地表調査』より

註２　岳古窯跡群は，戦国時代岸岳城の城主であった波多氏

朝鮮半島より陶工を招虜して，城下周辺で開かせた窯

と考えられており，その年代は１５８９～１５９０年代である

とされている。

註３　朝鮮王朝時代の陶工は，轆轤技法で碗などをつくる

「沙器匠」とタタキ技法で甕壺などをつくる「甕匠」

の２集団があり，両者の間には厳然な区分があるとい

う。（片山１９９８b）また，一方で，沙器匠について

は，「この沙器匠は，地方の主な地点に中央から配置

され，その周囲に磁器所または陶器所があった，沙器

匠の指導のもとに働くというシステムと。」という説

もある。（北島万次郎２００２）

　　　また，この説については関一之氏（関２００５），渡辺氏

（２００５）も指摘している。

註４　鶴丸城出土の瓦の化学分析を行った結果，堂平窯跡出

土の瓦と，ほぼ同じ胎土であるとの結果が得られた。

註５　乗岡氏は１６世紀第２四半期～１７世紀第１四半期の備前

焼を「近世Ⅰ期」，１７世紀第２四半期～１７世紀第３四

半期の備前焼を「近世Ⅱ期」と分類している。（乗岡

２０００）

註６　大橋氏から，「商人山窯跡」（武雄市）の寛永年間頃

につくられる甕に近いとのご教示を得た。

註７　筆者は根津美術館のご厚意により，『薩摩焼の研究』

に掲載されている串木野窯跡と元屋敷出土の陶片の一

部を実見する機会を得た。

註８　「古記ノ留渡海以来事件」の慶長九年（１６０４）の項に

「申辰○此年，屋敷弐拾四ヶ所罷成下也，其説は池ノ

平へ罷居候也，右候而，屋敷被下候付，本屋敷と云所

へ為移由，其後，二十ヶ所程被下候，（以下略）」とあ

り，本（元）屋敷に居住したことが記されている。ま

た，寛文三年（１６６３）の項には，「申辰，当卯年，本

屋敷より只今の所へ，久光公様御上意に而罷移居，屋

敷合八拾三ヶ所ニ相成候」とあり，この年まで本屋敷

に住んでいたものと思われる。

註９　鮫島佐太郎『苗代川のくらし』
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Dobira-Kama-Ato (Dobira Kiln Ruins), located in Miyama, Higashiichiki Town, Hioki City, Kagoshima 

Prefecture, is one of the oldest kilns used to produce Satsuma-Yaki (Satsuma Pottery).

Satsuma-Yaki (Satsuma is Kagoshima’s former name) has an unfortunate origin involving Japan and 

Korea.  In 1592－1598, Hideyoshi Toyotomi, the ruler of Japan at the time, ordered his military leaders 

to conquer Korea. Then Yoshihiro Shimadzu, the military leader of Satsuma-Han (Satsuma clan), 

forced Korean potters to move to Satsuma-Han bringing their method for making pottery. Kushikino-

Kama-Ato, located in Shimomyo, Ichikikushikino City, Kagoshima Prefecture, is said to be the first 

kiln to produce Satsuma-Yaki. It was a single-chamber kiln rising up a slight slope of a mountain 

(climbing kiln), and mainly produced pots and jars for storage. After that, it is believed, but it has not 

been confirmed, the potters moved to Miyama, Higashiichiki Town, Hioki City, Kagoshima 

Prefecture, and built Motoyashiki-Kama (Motoyashiki Kiln). Details, such as location and form, are still 

unknown. Dobira-Kama was the next kiln built in the area near Motoyashiki-Kama.

In the excavation of Dobira-Kama-Ato, a climbing kiln with a ditch to protect it from a rainwater, 

structural remains that may have been used for workshops, and a vast number of pieces of pottery 

were found. This climbing kiln was 37.2 meters long, 1.2 to 1.4 meters wide, and leaned along a slope 

of about 17 degrees. Its structure is similar to that of Kushikino-Kama and the Korean climbing kilns 

built in the end of the 16th century. Kiln wasters, receptacles for disposed broken pieces of pottery, 

containing pieces of objects for daily life, such as“sake”bottles, bowls with a pouring lip, mortars, pots, 

and jars were found in the vicinity of the climbing kiln. In the same kiln wasters, there were also 

fragments of bowls and plates of fine quality called Shiro-Satsuma (White Satsuma Pottery) made 

from white clay, potteries in the shape of animals, and roof tiles.

Each kiln waster was used in a different period of time. Products from the kiln wasters are roughly 

divided into two parts. One is Phase 1 (the first half of the 17th century), and the other is Phase 2 (the 

second half of the 17th century).

The technique for making the products of Phase 1 was strongly influenced by the Korean technique 

for making pottery around the end of the 16th century. The pottery vessels are thin, and there are 

concentric paddled marks inside them created by the process for forming the shape of the pottery. 

There are also marks on the rim and base of each piece of pottery created by a shell or a horseshoe-

shaped tool to separate piled up pottery vessels while they were being baked.

The products of Phase 2 were less influenced by the Korean technique for making pottery. The 

technique for making them gradually changed to the process used for making present day 

Naeshirogawa-Yaki (Naeshirogawa Pottery), a type of Satsuma-Yaki. Pottery vessels became thicker 

compared to the products of Phase 1. They have horizontal lines marked by a spatula used for 

stroking the pottery after paddling. The shapes of the rims of pots characteristic of Karatsu-Yaki 

(Karatsu Pottery) became mainstream. During that time tools used inside the kiln for firing pottery, 

such as saggers and setters had started to be used. The discovery of Shiro-Satsuma similar to that 

made at Hiyamidzu-Kama (Kagoshima City), and mortars that have a rim shape similar to pottery 

made at Yamamoto-Kama (Kajiki Town), shows that information exchange between Dobira-Kama 

and other kilns in Kagoshima Prefecture existed at the time. The discovery of custom-made 
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flowerpots used as gifts given to leaders of places outside Satuma-Han, and roof tiles for Tsurumaru 

Castle, suggest that Satsuma-Han was involved in the production at Dobira-Kama.

Based on the results of the observation of artifacts, it is estimated that Dobira-Kama started 

production no later than the 1620s and ceased production sometime in the second half of the 17th 

century. This is believed to be true because pieces of Karatsu-Yaki classified as being produced in the 

period from 1580 to 1620 were found in one of the oldest kiln wasters at Dobira-Kama-ato.

Artifacts from Dobira-Kama-Ato inform us about how the Korean method for making pottery in the 

end of the 16th century was introduced to Japan, and also how it was gradually changed in response 

to the environment and consumer demand of southern Kyushu. Dobira-Kama-Ato is an important site 

that contributes to archeological exchange between Japan and Korea.

（英訳：木　内　敏　生）

第３１９図　堂平窯跡位置図
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あ　と　が　き
　薩摩焼は，韓国と日本の間に起こった不幸な歴史から始まる。豊臣秀吉によって引き起こされた

「焼き物戦争」とも呼ばれる文禄・慶長の役の際，島津義弘に連行された陶工により，製陶技術が

もたらされたのである。

　堂平窯跡で確認された窯構造や出土した陶片も，朝鮮半島の技術そのものであり，不幸な出来事

を裏付けるものであった。

　しかし４００年前，日本にはなかった先進的な製陶技術が薩摩にもたらされ，それを今は大切に伝承

し発展させ，現代の薩摩焼へと繋げてきていることは確かである。

　この報告書が，これからの両国の国際交流・文化交流の架け橋になれば幸いである。

　最後ではあるが，本遺跡の発掘調査・報告書作成に関わり，御協力頂いた多くの方々に感謝申し

上げます。
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